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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時は、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代はとうに過ぎ、戦争が侵しん略りやくとか防衛とかいう名の下もとに行われるようになり、封ほう建けん制せい度どが発達して衰すい退たいし、荘しよう園えんが解体して王権が伸しん長ちようし、農のう民みん一いつ揆きが勃ぼつ発ぱつして中央集権国家が成立し、宗教改革が行われ、都市の発達とともにブルジョワジーが台たい頭とうして市民革命が起こり、市民の権利が樹じゆ立りつされ国会が設立し、王権と議会が対立して前者が折れて政権は奪うばわれ、王は君くん臨りんすれども統とう治ちせず……ええい、しゃらくさいっ、要は、貴族社会が世の中から見放されたにも関わらず、自分きぞく達は何も昔と変わっていないと思い込んでいる、みょーな時代。

　舞台は、そんな絶対王政時代と民主政時代との転てん換かん緩かん衝しよう期きをいち早く迎えた、セルキアという名称の王国である。

　国内は安定し、大陸公道が十字に交差しているがゆえの商業国家として富み栄えるそこでは、最近、皆が皆、暇ひまでしようがなかった。新しい話題が欲しい。新しい遊びが欲しい。行政をする事もなくなった王侯貴族達も、それは同じ事だった。いや、庶しよ民みんよりもそれを欲していた。本当に何もする事がなかったのだから。

　この話は、そんな暇ひま潰つぶしから始めた訳わけではない、一人の王子の冒ぼう険けん譚たんから始まってしまうのだった。
















SECTION 1　EGG HUNTING







　ACT.1







　問題は、気き化か狼おおかみに食われてしまった事ではない。食われる直前にぶっ放した銃じゆう声せいだ。

　たとえ十人だった供ともが彼一人になろうとも、改良の余地がありすぎる銃を全すべて墓はか穴あなに捨ててきても、山を目覚めさせるよりかはマシだった！

「あの馬ば鹿か野や郎ろうどもめ。残されるこっちの身にもなって行動しろってんだ」

　死人に口無し。少しニュアンスが違う気もするが、死体となられては文句をつけてもどうにもならない。

　こうなったら一刻も早くこの鬱うつ蒼そうとした森を抜け、足場を得るのみだ。

　ルー・ヴァイアは走った。しかし、音を立てぬよう小走りに、注意深く。

　ここでの問題は、せっかく彼が周りを必要以上に刺激しないようにしているというのに、もう一人の冒険者は全まつたく無む頓とん着ちやくにも、

「ルー！　ルー・ヴァイア！」

　大声を張り上げては、己おのれの声に怯おびえて羽ばたく鳥の羽音にギョッとなっている。これだった。

「もっと、もっとゆっくり走れ！」

　道らしきもののない所を歩くのさえ慣れぬ王子は、ぜいぜいとすでに息を切らせていた。

「ルー！　私から、離れるな、んて、それでも、側そつ近きん、かっ」

　句読点をフルに使って王子ガルタが叫さけぶ。ルーがそれに苛いら立だつよりも呆あきれてしまったのは、彼の性格だろう。

　ピタリとルーの足が停とまる。本当に停まるとは思っていなかったガルタは、反射的に身を固くした。

　ルーの黒い瞳ひとみがまっすぐに王子を映した。

「いーですか、王子。暴ぼう発はつして内臓がぐちゃぐちゃになる銃か、足場を得て奮ふるえる剣か、どっちを選びたいんです？」

　勿もち論ろん、双方ともルーが扱うのではあるが、ここに一人で取り残されるのは、自分が『あの世行き』するよりもごめんこうむりたかった。

「……後者」

「はい、じゃあ走った走った」

　口先で丸め込むのは得意なルーであった。

　再び進みだすルー・ヴァイアの後に続くが、ガルタはどうしても解げせなかった。この側近の態度を。弟マリオンのそれであったのを、父王に頼み込んで無理に奪うばったものの、この王おう太たい子したる自分に対しての敬意を払わぬ言葉遣づかいや態度はいったいなんだ。尊敬をしろとは言わぬ、だが、まるで同等のように接するのは全く気に入らない！

　いらいらいらいらいらいらいら。

　苛いら々いらを発散させているガルタに対して、その時には、はやルーは緊張した状態から抜け出ていた。

（全くう、いったい誰だれの気まぐれでこうなったのか、分かってんのかなあ）

　他人が焦あせれば焦るほど、緊迫すれば緊迫するほど、自分のそれが消えていくという、得というか、嫌いやな構造の持ち主なのである。

　王子の気まぐれ──実際はそんな簡単なものでなく、当人にとっては切実な問題だった。ルーはその切実な問題の、即すなわち弟王子マリオンに対しての嫉しつ妬との犠牲となった者だ。王家始まって以来の天才児と騒がれるマリオンに、二十一ながらも衛えい兵へいから側そつ近きんとなり、王子相手の素そっ気けなさや、貴族にあって破格な性格がゆえに気に入られたのが運のつき。常に側そばに置いて放そうとしなかったのをガルタが目を付けた、という訳わけである。

　ルーとしては、二人の王子のどちらについても構かまわなかったのだが、嫉妬心の為ためにこのほとんど当てのない冒険に命を落とすのはごめんだった。

　キーッという鳥の怪声、小動物の枯れ葉を踏むざわめき、ひっそりとこちらを伺うかがってい野生の煌きらめき。深く深く、心を惑まどわす木々の深み。森は彼らを狙ねらい、いつ飛び出さんかと待ち構えている。

　ぱっと目の前が明るくなった。森が切れた。

　いきなり舞台は暗あん鬱うつたる森から岩場に移った。巨大な岩々を無む造ぞう作さに積み上げ並べた地肌が続いている。大きな沢谷の跡あとのようだった。

　空はすでにサフランブルーに染まり、夜の帳とばりは下おろされたというのに、夜山に精せい通つう──少なくとも一般常識があれば分かる事なのだが、そうでなかった衛兵の一人が気化狼に向かって撃った銃声のせいで、デルゾントはねむりから叩たたき起こされ、怯おびえ、ざわめき、不ふ機き嫌げんになっている。

　こんな時のデルゾントでは何が起こっても不思議ではない。一歩踏み出した途と端たん、王都パストゥールの宮殿の回かい廊ろうに突っ立っている羽は目めになったって、だ。そう、この人じん踏とう未み開かいの地と呼ばれるデルゾント山さん嶺れいの奥地に、月の神が舞い降りたって……。

　え!?

　一息ついていたルーは我が目を疑い、それから身構えた。握にぎり続けていた剣のグリップに力を込める。

「王子」

「な、なんだっ」

「あそこを」

　三日月になりかけの月。月光。

　岩場の高みに立ち、月光を受けた姿はさながら月の女神の化け身しんだった。

　が、それは一瞬の事で、気け配はいを全く感じさせずそこに佇たたずんでいたのは、爛らん々らんと煌きらめく金こん色じきの睛ひとみの少年だった。

　薄うす衣ぎぬの、一番身軽な平服を一枚まとい、脚を出して裸足はだしでいる。瘦やせて骨ばった身体からだだが、しなやかな柔じゆう軟なんさ、野生のたくましさがあるように感じられた。夜に浮かぶ金色の双そう眸ぼうが、余よ計けいそれに拍車をかけている。

　相手が人間で、自分よりもずっと年下だったのにルーはほっとし、少年に声をかけた。

「おーいっ。そんな所で何してんだーっ」

　こんな所に民家があるのだろうか。文明無しの生活は考えられぬガルタが訝いぶかしんだ時。

　ひらりと少年が飛んだ。

　呆あきれるほどの跳ちよう躍やく力りよくで少年はルーを飛び越し、一いつ気きにガルタの前へ降り立つ。そして着地と同時に王子に襲おそいかかった！

「う、うわあっ！」

　不ふ甲が斐いなくも悲ひ鳴めいを上げるガルタ。少年は王子の首を鷲わしづかみにし、地に押し倒して締め上げる。

「王子！」

　不意を突かれて呆ぼう然ぜんとしていたルーが我われに返り、王子に取り付いている少年を引きはがそうとした。だが、凄すさまじい怪力で全くビクともしない。

（いったい、こんな小さい身体のどこに力があるんだよ）

　感心している場合ではない。

　ガルタの整った面おもてがだんだん青黒くなっていく。チッとルーは舌打ちすると、一いつ心しん不ふ乱らんに首を絞っている少年の身体を背はい後ごから抱かかえ込み、全身の力をかけてもぎ取った。

　その反動で、二人、倒れ込む。

　なにか妙みような気がした。

　自分の腕に触れるもの──わずかだが脹ふくらんだ胸。

（ありゃ、女だ）

　が、女といって手を弛ゆるめる男ではなかった。そのまま少女を地面にふせて、上から押さえつける。

「王子、大だい丈じよう夫ぶですか」

　一応尋たずねてみるが、ガルタの咳せきが聞こえないはずがない。

「さ、お嬢じようさん、何な故ぜあの人を襲おそった？」

　やはり返事は無し。ルーは力を弛めずに肩をすくめた。それにしても、燃える炎のような赤髪だ。文化交流の盛んなパストゥールにも、これほど見み事ごとな赤毛は珍めずらしい。年は十三、四だろう、焼けた肌が野生の匂においを漂わせていた。

「……あ？」

　頓とん狂きような声を上げてしまう。ぐぐぐ、と少女の身体は揺れ出し、ルーの肢し体たいを乗せたまま膝ひざを立て、彼が啞あ然ぜんとしている間に起き上がってしまったのだ。地面に放り投げ出されながらもすぐさま体勢を立て直すルー。

　ルーと少女は対たい峙じした。

　もう一度ルーは肩をすくめ、しまっておいた剣を再び鞘さやから抜き払った。鋭するどい双もろ刃はの、鍛きたえぬかれた実剣である。そこらの道楽貴族が所持しているなまくらな物とは違う。馬ば鹿か馬ば鹿かしい事であるが、素す手での怪力少女をおとなしくさせるには、ちょっと威おどかしてやるのが一番と踏んだのだ。

「ル、ルー・ヴァイア！　女おんな子こ供ども相手にっ。末まつ代だいまでの恥はじだ！」

　騎き士し道どう精神なのか、体面主義なのか、どちらにせよ、自分が殺されそうになってもまだそんな事を言うとは、王道学を学んだだけはあるもんだ。そう感心しつつも、ルーはガルタに言葉を返した。

「お言葉ですが王子、こういう事は臨りん機き応おう変へんってやつで、俺おれにとっちゃあ騎士道なんて糞くそくらえなんです。ついでに男女平等精神にのっとり、女だからといって手て加か減げんはしないのが礼儀とも思ってますので」

　ピントの外はずれた事を語って、それ以上はガルタを無視する事にする。

　少女は跳とんだ。

　なんという跳ちよう躍やくだろう。足音をほとんど立てず、この星の重力と無関係に飛び跳はねる。岩から岩へ移るさまはさながら子こ鹿じかのようで、それでもその鋭するどい視線はルーから一寸たりとも離れはしない。

　獲え物ものは──セルキア王太子。

　少女の眼光を跳ねつけ、ルーは真剣に構えた。

　ガルタ王子、マリオン王子を意識して、不評を得ない為ためにキレイ事言っているのだから。甘いちゃんだぜい。

　これからの道程、少し懲こらしめてやろうか。

　すっとごく自然にルーは身を引いた。そのすきを少女が見み逃のがすはずはなく、間かん髪はつを入れず駆け込んだ。庇ひ護ごの下もとに油ゆ断だんしていたガルタは叫び声一つ上げる暇なく、あっという間に投げ飛ばされてしまった。ガッと鈍にぶい音とともに低木に頭を打ちつけ、ガルタはうずくまる。

「あ、こら！」

　確実に己おのれの二倍はある王子の肢し体たいを、こうも軽々と、しかも投げ飛ばしてしまうとは、意い地じ悪わる心を起こしたルーは思いもよらなかった。焦あせって少女に摑つかみかかるが、するりと脱ぬけてしまう。

「くっ……殺せ！　無ぶ礼れい者もの！　殺せえっ！」

　本ほん音ねをあらわしてガルタが叫さけぶ。いったいどこの者だろう──急に少女の素す性じように興味が湧わいて、ルーは王太子の言葉は無視して捕ほ獲かくする事に決めた。

「ルー！　早く殺せ！」

「やだよーっと」

　小声で呟つぶやいて、ルーは柄つかを握り直した。それをそのまま肩へと、槍やり投げの格かつ好こうで持ってくる。

「おじょーさんっ、こっち向いてっ」

　街まち中なかで道行く娘に話しかける軽い調子でルーが呼びかけると、意表を突かれたか、少女が一瞬足を停めてこっちを振り向いた。

　狙ねらいを定めて力いっぱい腕を振る。

　ずさっ。

　ルーの剣は月光を浴びて宙ちゆうを裂いて突っ切り、少女の肩を串くし刺ざしにしてもなお勢いやまず、その身体を引き込んで背後の岩のわずかな割れ目に突き刺さった。いや、肩ではない、服の襟えり元もとだ。淡い水色の平服の襟元を、彼の剣は貫つらぬいていたのだった。微妙な所である。

　少女は驚きよう愕がくにまなこを開いて、岩肌に張りついたまま動けない。

　声を上げる事もなかった。

「やったぞ、ルー・ヴァイア！」

「はあ」

　気のない返事をして、ルーは少女に歩み寄った。何か縛しばる物はないだろうか。

　捕つかまってからの少女は妙におとなしかった。感情の抜けた顔で、岩にもたれながらルーを見上げる。

　そこでルーは気がついた。先程から感じていた違和感、攻撃してくる少女になにかしっくりいかないものを見ていた。

　殺さつ気きが無いのだ。

　見据えるその金の眼めには悔くやしささえ感じられない。初めてだった、こういう反応は。いったいこの娘は何の為ために王子を？

「お前、何な故ぜガルタ王子を襲おそった？　セルキアの王太子と知っての事か？」

　語調柔やわらかく──結局自分もフェミニスト、いやさ女好きだった──ルーは尋たずねた。

「私は」

　初めて少女が口を開いた。立りつ派ぱな大陸公用語である。

「山を騒がすものを片づけに来た」

　少女の視線を追うと、何をしているのかと気を揉もんでいる王子一人。ルーは肩をすくめた。

「やっぱり山神様か」

「私はあれに勝った。だから今すぐ殺す」

「こ、こら待て」

　その眼が真剣そのものだったのにルーは焦あせった。何を言っとるんだ、こいつは。

「殺してはいけないんだっ」

「私はあれに勝った。だからあれは私のものだ。何故殺してはいけない!?」

　淡たん々たんと少女は語った。単たん刀とう直入なつながりに、暫しばしルーは啞あ然ぜんとなり、それから苦にがく笑った。なんという原始的な考え方だろう、ガルタが王おう太たい子しである事は判わかってないらしい。山小屋の娘で、ロクに教育されていないと見た。

「あのね、お嬢ちゃん。あの人はね、ガルタ王子といって、セルキアの王太子殿下なんだ。だからお嬢ちゃんのものにはならないんだ」

「それは間ま違ちがっている。関係ない」

　きっぱり。ルーは頭を抱かかえた。この手合いは説得するよりも言いくるめた方が早そうだ。

「それなら、俺おれはお前に勝った。俺はあの人のもの、ではないけど、お前のものになっちゃ困る。おあいこという事で円まるく収おさめようじゃない」

「おあいこ……」

　ルーの言葉をくりかえして呟つぶやくと、彼女は眉み間けんにしわを寄せて考え込んだ。何やら相当考えるらしく、しまいには腕を組んで一いつ心しん不ふ乱らんに頭をフル回転させている様よう子す。

「おいおい、そんな悩まなくても」

「解わかった！」

　唐とう突とつに少女がバカでかい声を上げたのにルーは仰ぎよう天てんした。忘れ去られていたガルタもキョトンとしている。

「あれは私に負けた。私はお前に負けた。お前はあいつが私のものになるのが嫌いやなんだな」

「あ、ああ」

「なら、あれは要いらぬ」

「解ってくれた？」

「ああ、私はお前のものだから、お前の言う通りにする」

「──へ？」

　ぱちぱちとルーは瞬しばたたいた。それからじっと少女を見み下おろす。そうだ、逆さか手てにとれば確かにそうなる。

「い、いや、そりゃ困る。俺はお前なんか要らんぞ」

「じゃあ、あれは私のものだ」

「そっちも困るなあ……」

　これがかの有名なパラドックスという問題であった。こっちに良ければあっちに悪く、あっちに良ければこっちに悪い──さりとてルーはそう困っているていでもなかった。

　ガルタ王子を連れて行かれてはまずい。なら、自分が連れて行けばいい。途中でまいてくれば諦あきらめるだろう。

「お嬢ちゃん、本気で言っているの？」

「本気だ。私はお前のものだ」

　逃げたい為ための口実では──いや、口実であってほしい。多少興味はあるのだが、この際。

　半はん信しん半はん疑ぎの面おも持もちで剣を抜く。剣を抜いて……逃げない！

「私はお前のものだ」

　もう一度念を押すように少女は言い、ルーの黒い肩かた掛かけを背はい後ごから摑つかんだ。がっくりしたような、ホッとしたような、少しめまいのする思いだった。

「ルー!?」

　ようやく忘れ去られた王太子ガルタが、危険がないと分かったか近寄ってきた。そして女を指さして、

「いったい何しているんだ！　そいつを殺せ！」

「ガルタ王子、実は複雑な事情が生じまして、この娘、ただ今から俺のものとあいなりまたので、以後お見知りおきを」

　抑よく揚ようのない調子でルーは少女を押し出し、自分と一いつ緒しよに一礼させた。自分がその原因である事も知らずにガルタは呆ぼう然ぜんとして、

「お前……それは妻として娶めとるという意味か」

「ちょっとニュアンスが違うような」

「お前は領りよう主しゆの跡あと取とりだぞ！　そんな素す性じようの知れぬどこの馬の骨とも判わからないような小娘を、許されんぞ！」

「別に、俺もどこの馬の骨とも判らぬ女の息子ですから」

　そっけなく言い返したルーに、あっとガルタは口を封じた。王子であってもその辺の事の気配りはするのが礼儀だった。きまり悪そうに、

「すまん……」

「すみますよ、本当の事ですし。いいですね」

「ああ……え？」

　つい誘導に釣つられて頷うなずいたが後の祭りという奴やつ。ガルタは自みずから少女がこの冒険についてくる事を許してしまったのだ。思わず口が半開きのままになる。

「お許しが出たぞ、来たきゃどこまでもついて来いっ」

「分かった」

「お嬢ちゃん──っと、名前が先だな。俺はルー・ヴァイア」

「アクアクだ」

「こちらはガルタ──セルキア現国王フォルガー三世の第一子、ガルタ・アリーム殿でん下かだ」

「これが話に聞く王子という奴やつか？」

　驚いたかアクアクは声を上げ、佇たたずむガルタを頭のてっぺんから足の爪つま先さきまでじっくり睨ねめつけた。

「な、なにをそんなに見ている。無ぶ礼れいな」

　照れているのか、ガルタは身にまとう赤裏地に紫のマントを払った。それにムッとなるアクアク。

「ルー、王子とずっと一いつ緒しよにいるのか」

「この旅の間はな」

「気に食わない──が、ルーが一緒にいるなら私もいる。そういう事だ」

　ぶっきら棒に言い渡したアクアクに、カッとガルタは顔を赤らめた。勿もち論ろん照れている訳わけではない。王子としてアクアクの態度に憤いきどおりを感じたのだ。拳こぶしを震ふるわせて、何か言おうとしているが、ぱくぱくしているだけで声は出てこない。

「ルーの行く所なら私はどこまでも行くぞ」

「さいですか」

　ばたばたばた。

「どこへ行くつもりだ。デルゾント越えか」

「いや、俺達はな……」

　ばさばさばっさばっさ。

　ルーは言葉を続ける事はできなかった。

　羽ばたく翼つばさの音。ゆるやかに地上に舞い降りる。乳にゆう白はく色しよくの羽根。月光を浴び、殺さつ伐ばつたる岩山に妖あやしげに浮かび上がった。

　これにはガルタは無む論ろんの事、山を知っているルーさえ啞あ然ぜんとなった。

「アクアク」

　それは、人の解げせる言葉だった。

「ガシュー。私は行くぞ」

　平然とアクアクはそいつに応こたえ、親しみ深く、その翼の生はえた天使とも悪魔ともつかぬ人外のものに近寄った。







　ACT.2







　デルゾント山さん嶺れいはセルキア王国の北東部に位置し、その大部分は外領、即すなわち各国家との緩かん衝しよう地ち帯たいとなっていて、いずれの国家の版はん図とでもない。山容は険けわしく、半なかば岩肌が露出して絶ぜつ壁ぺきがそそり立ち、麓ふもとからは黒々とした樹じゆ海かいが手を伸ばし、頂いただきからは万年雪が氷ひよう河がとなって滑すべり落ちてくる。山嶺は放射状に広がり、中央に巨大な円柱岩山が峙そばだっていた。この地には幾種類もの気候が入り混じり、その荒々しさゆえに人は滅めつ多たに近寄らない。

　デルゾント越えの街道のほとんどは、麓の比較的緩かん勾こう配ばいの地を通り、その山中へ入って行くものは南回りが二本、北回りが一本、しかもどれもがいつの間にか搔かき消えているというものだ。里の者が行く山道、あるいは獣けもの道みちといった類たぐいが続くばかり。その里の者さえむやみやたらには山奥深くへは足を踏み入れない。気候ゆえに生せい態たい系けいが複雑な構造である上に、野や獣じゆう・魔物が襲おそってこない可能性はまず無い。彼等は常に血に飢うえ、同族にさえも飢き渇かつの前には食らいつくという。そして何よりも、人々が恐れているのは、全身乳白色の毛で覆おおわれ、赤しやく銅どう色いろの虹こう彩さいに黒い瞳ひとみを持ち、人を嚙かみ殺す銀色の犬けん歯しを口こう腔こうに秘めた、鳥ちよう獣じゆうガシューである。

　鳥獣ガシュー。ひょろりと長い胴、その巨きよ軀くに不自然な小さい翼つばさ、牛一頭をも持ち上げてしまう鷲わし爪づめ。長いぬめるピンクの舌したは犬のそれに似ていて、体長ほどもあろう長い尾をはためかせ飛ひ翔しようする姿は、さながら竜のうねりを思わせる、という。それを語れる者は少ないが、それは見た者が食われてしまう運命──ひとえにガシューが人を食うからであった。デルゾントの奥深くに生せい息そくし、その数・生態は判わかっていない。

　街の者などはそのような珍ちん獣じゆうが真に存在しているのか、魔ま道どう士しのその力と同じほど信じてはいない。デマカセ、あるいは誇張。

　そんな得え体たいの知れぬ生物ガシューが、ガルタ王太子とその側そつ近きんルーの目の前に出現したのは、怪力少女アクアクがルーの同行人となるのが決定した直後の、昨晩の事だった。

　天使と思えど、悪魔と思えど、それがあの噂うわさのガシューであるなどとは、ガルタは全まつたくもって信じられなかった。

　何な故ぜなら天から舞い降りてきたその姿は、まるっきり人間の外見をして、異質なのは、桃色がかったミルクの翼を背につけていた、だけだったのだ。鳥獣、人食らいと呼ばれる『ガシュー』のイメージとは全然かけ離れている。

「ガシュー。私は行くぞ」
















　知り合い。一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　人間でないのは紛まがいない事。乳白色の髪、乳白色の肌、乳白色の翼──全すべてが乳白色に染まる中で、赤と黒の眼めがやたらと妖あやしげに見えた。

　彼は、自分はガシューである、そう唐とう突とつに言った。それからルーを頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで睨ねめつけ、そしてその美び貌ぼうに似つかわしい青息を吐いた。

「ガシュー、さよならだ」

「アクアク、あのなあ」

　そのガシューの困ったていが何やら人臭くて、ルーは笑えたものだった。

「諫いさめてこいとは言ったが、諫められてこいとは言わなかったぞ」

「私はルーのものになった。行くのが何な故ぜいけない」

　そのように教育したのはお前達だ。咎とがめる口く調ちようにすっかり閉へい口こうしてしまうガシュー。

「いけない、というよりもな、アクアク」

「私はルーと一いつ緒しよに行く」

　ぴしゃりと断言。ガシュー、何か言いかけ、そのまま口を開いたままになっていた。迫力というよりも威い圧あつである。

　ガシューは説伏する事を早そう々そう諦あきらめたらしい。ばさばさとその鳩はとに似た翼つばさをばたつかせて言うには、

「これ以上は無む駄だか。全まつたくどうしてこんなにまっすぐ育ったものか……ルー」

　まっすぐと言うよりも、むしろひねくれていると言った方が的確なんじゃないかい。そう苦く笑しようするルーに突とつ然ぜん話が向けられたので、へ？　と間まの抜けた声を上げた。

「不本意な事だが、あれは言い出したらきかんたちな事はよく解わかっている」

　はあ……適当な相あい槌づちを打つルーの両手首を握って言うには、

「アクアクを頼んだ。それじゃあ」

　啞あ然ぜんとするルーを残してガシューは踏み切ると、その翼を広げて飛び立とうとした。それで我われに返り、ルーは反射的に手を伸ばす。

　ぐじゃ。

　これはガシューが地面に倒れ込んだ音。うつぶせになってぴくりともしない彼に、あちゃあとルーはその足首を摑つかんだまま顔をしかめた。そして、とりあえず、といったところで、

「あのさ、最初から説明してくんない？」

「……ピーッ」

　鳥の声だった。




　ガシューの話によると、この怪力少女アクアクは、十三年前デルゾント山さん嶺れい中腹で一匹のガシューが赤子を見つけ、育てた結果だそうである。推定年齢十四歳。食人獣ガシューが何なに故ゆえに嬰えい児じの肉を食はまなかったのか、といえば、ガシューに言わせれば単に気まぐれだったのだが、真しん偽ぎのほどはガルタ達の知った事ではない。当人に至っては気にする事もない。

　金こん色じきの晴ひとみ、赤しやく銅どうの髪──熱、灼しやく熱ねつの太陽、煌きらめく南の国を漂わせる。うすら寒いデルゾント。暖かき南の沃よく土ど。南の娘・アクアク。そこら辺に原因があるのではなかろうか、ルーはそれを六感で考えた。

　で、山の主と呼ばれるガシューとしては、夜山を叩たたき起こしてまで騒ぎ立てる輩やからが癇かんに触さわって、アクアクに諫いさめに行かしたとの事。そして、このたびの結果となった。しかし──娘とはいえ、このまま山さん棲せい生活させているのは忍びなかったのだろう。その身み柄がらをいとも簡単に見知らぬ者に預ける事を決める。

　異種の子として十三年も育てていれば愛あい惜せきの情も湧わき、その現れか、

「幸せにしろよ」

　帰り際ぎわにぼそっとルーに耳打ちした、脅きよう迫はくじみた言葉を彼は忘れられない。今やガシューは娘を取られた父親と化していた。

　そしてガシューは去っていったのだが、ちなみに何な故ぜ鳥ちよう獣じゆうであるべき姿でなかったのかは、彼かれ等らが三流並みに魔道が使え、本来の姿をあまり人に見せたがらない為ためだとか。

（幸せ、幸せにしろって言われてもなあ）

　ルーはがらにもなくため息をついた。頷うなずいてはみたものの、自分と彼女とには『根本的な考えの違い』という壁がそそり立っているのを、昨夜だけですでに確信させられたのである。果たしてこの子にとっての幸福が自分には判わかるのだろうか。そんな事を、自分のマントをガシューの翼つばさに見立てて潜もぐり込み寝ているアクアクを見み下おろしながら、一晩考えたものだった。もはや、まいて捨ててくるなんて芸当はできないし、その気もなくなっていた。

　そして辿たどり着いたところは、『ま、なるよーになるさ』。天下一の苦く労ろう皆かい無む人にんだった。

　翌朝、アクアクの狩かってきた雉きじを朝食にとってから、一行は再び進み始めた。

　巌いわおが幾つも積み重なった場所を登っていく。別に技術がいる岩山である訳わけではないが、山娘アクアクと放ほう浪ろう歴れき五年を持つルーとでは、当然王おう宮きゆう育ちのガルタは遅おくれる。岩から岩へと跳とび移る。よじ登る。踏み切る。土踏まずが発達していないとリズムが悪く、どんどん遅れていく。しまいにはそんなに急でもないのに見上げるほどに間隔ができてしまった。ルーもルーで、何事も鍛たん錬れんだ、とばかりに側そつ近きんの役目も蹴け飛とばして、ひょいひょい先に進む。

「あ、あの男め、パストゥールに戻ったら、目にもの見せて、くれるっ」

　はあはあ息を切らしながらガルタは吐き捨てるように言ったものだ。

　一方、前隊の二人は。

「ルー、ガルタが来ないぞ」

「アクアク、王おう太たい子し殿でん下かを呼びつけにしてはいかんぞ」

　口くち真ま似ねをしてルーはアクアクを咎とがめた。が、インパラ少女は全まつたく無視して、彼の周りをぴょいぴょい跳はねて言うには、

「ガルタが来ないぞ、ガルタが来ないぞ、ルー、街へ行こう、行こお！」

「あのなあ」

　よく響き渡る声で喚わめくアクアクに、ルーは呆あきれて手招きをし、引き寄せた。

「あれはあれでいいの。こんな僻へき地ちに自分から来たのだから、須すべからく努力すべし、だよ」

「なんだ、それは」

「苦労は買ってでもしろ、っていうの」

　ルーの言葉にアクアクは顔をしかめる。

「いったい何の苦労がある」

　即すなわち、少女はこんな岩場の道程なぞ、苦労のくの字とも思っていないのだ。それに気づいたルーは、笑ってこれ以上語るのをやめた。

「なールー、なールー」

　何が楽しいのか、それとも初めて同ひ胞とと接して珍めずらしいんだか嬉うれしいんだか、アクアクは野ネズミの如ごとくルーの周囲をうろちょろして、しまいにはその背中にぴょんと飛び乗ってしまった。足場の悪い岩の上、あわや滑すべり落ちそうになる。

「わわわっ！　こらっ！」

　そんなルーの怒ど号ごうをものともせず、

「なールー、どこへ行くんだ」

　淡たん々たんと尋たずねる。

　そう言えば、この少女の表情には変化が少ないとルーは悟さとった。自分達が言うところの笑いや怒り、悔くやしさなどの感情がなす心の表れが、その引き締まった顔には出てこない。まるで獣けものの表情が人には判わからないように。

「ルー」

　強く、まるで叱しつ咤たするようなアクアクの催さい促そくに、考えていた事ともあわせて、一瞬ルーは気後れした。だが、すぐに気を取り直す。

「ん……まあ、どこって言われても、ちゃんと答えられんな。捜さがし物をしてるんだ」

「捜し？」

「卵だよ」

　そう、卵。その存在を知った時からガルタ王子を惹ひきつけ、とうとう数人の犠牲を出してまでここまでやって来た原因、それが卵。

「たまご……」

　眉まゆをひそめると、アクアクは、いったいどこに入れていたものやら、すっとルーの眼前に鶏けい卵らん大だいで水色と黒のマーブルの卵を差し出した。

「卵だ。さあ街へ行こう」

「カッコウの卵だったらこんな所までわざわざ来ないって」

　かんらかんら笑って応こたえる。そして、

「王女の卵だ」

「王女……？」

　ルーの言葉を聞いて、ますます不ふ可か解かい窮きわまりなくなったか、アクアクは唸うなった。稔った結果、

「王子とか王女は卵で生まれてくるのか!?」

「言うと思ったよ」

　少しずつ山娘のテンポを把は握あくしてきて、ルーは難なく間まの抜けた返事を受け流した。

「最初っから話せばな、北の、このデルゾントよりも北方の地に、タルージアという王国があったわけ。神秘の国タルージアと言えば、古代より連れん綿めんと受け継がれた建築技術や魔道などで世界にその名が知れ渡り、建国二千年とか古い古い歴史を持って、三つの子供なら誰だれでも知っている国だ──ったんだ」

「たんだ？」

「滅めつ亡ぼうしちまったのさ、十年前に。内乱、て話だけど、王家と魔道士等の仲なか違たがいが原因だそうだ。タルージアの魔道士や魔女の類たぐいっつうのは、セルキアなんて比くらべものにならないほどうじょうじょいて、国政の半分はそいつらが動かしていたいわくつきの国家だったんだ。ま、そうでもなきゃ、あんなに寒い土地に築かれた国が大国になれる訳わけはないけどな。で、その二千年仲よろしくやってきた奴やつ等らが、何な故ぜここにきてケンカしちまったかっていうと」

　饒じよう舌ぜつにルーはそこまで語ると、一つ、息をついた。そして手招きして、

「アクアク、顔」

　言われるがままにぴったりとアクアクは顔を寄せた。どうやら好奇心は旺おう盛せいらしい。

「その王女、最後のタルージア王レヴァルの一人娘、アルディシア王女が、鍵キーだそうだ。彼女が秘める力を巡めぐって内乱が生じ、そして彼女はこの世の最高の秘ひ宝ほうの在あり処かを握っているとか握ってないとか」

「で、その秘宝とやらが卵の中に入っているのか」

「いや、王女自身が閉じ込められているんだ」

　苦にが虫むしを潰つぶしたかのようなアクアクの顔つき。ルー、吹き出さずにはいられない。

「魔道士達が当時四つであった王女を卵に封じて、このデルゾントの中に捨てた。中の王女が今も生きてるかは知らないけど、この話を聞いたガルタ王子は、名誉の為ために卵捜しを決意したのさ」

　世界の秘宝とやらはともかく、その卵を捜し当てる事ができたなら、ガルタは周囲から認められる。弟マリオンなんか気にかける事なく、自分が王太子である事を知らしめる事ができる。ブラザーコンプレックスに悩む少年の、健けな気げな、そして無茶な考えだった。

　ここで一つ注意すべき事は、認めるのは貴族のみであって、国民一般はそんなのはどうでもよろしかった事である。

「ルーもその卵、欲しいのか」

　怪け訝げんそうにアクアクが覗のぞき込んで尋たずねる。人を疑う表情だけは一いつ丁ちよう前まえに揃そろってると見た。

「俺おれは別に王子についてきただけだし」

「見つけたら自由になるのか!?」

「そんなところ」

「その王女、幾つだ!?」

　耳元でキンキン叫ぶアクアク。何を意気込んでいるかとギョッとしつつも、

「十……十四だ。あ、お前もそうか」

「私が王女ではいけないか!?」

　一瞬の沈黙。ルーは立ち止まって己おのれの背にへばりつく少女を凝ぎよう視しした。

　確かに年は同じだし、山に捨てられた境遇も一いつ緒しよだが、

「だから、だからといって、お前が王女でない事は明確のめの字なの！」

　きっと眼を吊つり上げてルーは声を上げた。こいつ、なんて自じ信しん過か剰じような奴やつなんだ。

「お前は十三年前に拾われたんだよ。王女は十年前に捨てられた。矛む盾じゆんがあるだろう。それに北のタルージアの王女──アクアクは南の娘だ、南の娘がどうして北の王女である可能性がある」

　後半は何やら理り不ふ尽じんな事をルーは言って、アクアクに訂正を求めた。ところがどこで食い違いがあったか、

「私が王女になれば街に行ける」

　澄ましたもので、

「王女が見つかればいいのだろう？」

「あ？」

　そこでルーは理解した。アクアクは自分が王女ではないかと期待している訳わけではなく、自分を王女に仕立て上げて、さっさとこの捜そう索さくを終了させ街に行きたいのだ。しかも、どうやら自分を王女にするという事の意味がさっぱり解わかっていないらしい。『王女を見つけた』これさえあればすむと単純に考えている。

「アクアク」

　三たび理解不足を補おぎないにかかる。

「こういうのはな、見つけただけじゃいけないんだよ、現物を連れて帰らなくちゃあ。たとえお前がうまくなりすましたとしても、王女という代しろ物ものは大変なものだぞ」

「…………」

　何も答えないアクアク。どうやらこれも少し的まとをはずしているらしい。ルーは肩をすくめると、手っとり早い手段を取る事にした。

「お前が王女になると、俺おれとは一いつ緒しよにいられないんだっ」

「それは駄だ目めだ」

　すぐさま反応する。そしてぴょんと飛び降り、ルーの腕を引っ張って言うには、

「さあ、早く卵を見つけに行こう、早く」

「へえへえ」

　まあ、これも何かの腐くされ縁えんだ──ルーは単純明解に割り切る事にした。苛いら立だつ事は一番身体からだに悪い。人生気楽に生きよう──この少女と一緒に……？

「行こう、早く、行こう！」

　強ごう引いんに引きずっていこうとするアクアク。この怪かい力りきの前ではルーもずるずる状態に小走りになり、どんどんガルタとの差が開いていく。

「こらこら、そんなに急いだところで場所を知ってる訳わけじゃないんだから、もう少しゆっくり」

「アクアク、知ってる」

　断定的な物言い。これが怪力少女の普通の喋しやべり方だと判明するには、まだ少しの時間が必要だった。ともかく、

「知ってるう？」

　ルーは頓とん狂きような声を上げた。知っているなら『私が王女に……』などと言わなくてもいいではないか。

「アクアク、ガシューの娘。知っている、卵」

「ほんまかいな、そりゃ」

　一応半はん信しん半はん疑ぎの声を上げたものの、別に行く当てがある訳でもなし、ルーお得意の『ま、いいか』精神が発揮されてしまうのだった。

　そんな訳で、彼かれ等らはガシューの娘が導く通りに、どんどん山さん嶺れい内部に足を踏み込んでいく羽は目めとなった。







　ACT.3







　決裂のきっかけはアクアクの一ひと言ことだった。

「ガルタは遅い」

　あまりにも王子との差が開いてしまった為ため、ルーとアクアクの二人は、岩場が終わり、これから黒々とした樹じゆ海かいの一本道になろうという手前で、腰を据すえて待っていたのだ。そして暫ざん時じのち、ガルタがやっと姿を現してからのアクアクの一声がそれだった。

　最初から、昨晩彼女を目にしてからその言動が気に障さわっていたガルタが、カチンとこない訳がない。

「お前が速すぎるだけだ！」

「ルーはちゃんとついてくる。お前が遅い」

「私は王おう太たい子しだ！　そいつは侍じ従じゆうだ！　侍従が主君を置いてどこへ行く！」

　相当頭にきたのか鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのか、あるいはその両方か。ガルタのだんだん大きくなる声は峰々にこだました。

「ルーはお前のものではない！　お前は私のものだ！　私はルーのものだ、だからお前もルーのものなのだ！」

　このアクアクの高たか飛び車しやな調子さえなければ、ガルタももう少し冷静になれただろう。よく意味は判わからないが、自分が侮ぶ辱じよくされているらしいと感じたガルタは顔を真っ赤に染めた。そこへ、

「そりゃ、アクアク違う。確かにお前さんは俺おれのものになったけど、王子は除外、っつう交換条件だろうに」

　飄ひよう々ひようと言うルー。いかにも自分には関係ありませんよー、と言っているていなのが、ますますガルタを突き落とした。

　ルーは言葉を選ぶべきだった。

「お、お、お前達はーっ！」

　後の口こう論ろんは省略。

　そして生ぬるいルーの引き止めにも関わらず、ガルタは走り去ってしまったのだ。あんだけ走る気力があるんなら、もっと速く来れただろうに、などとその背を見ながらつい考えてしまうルーだった。

　立ちつくす二人。この場合どうしたらいいのだろう。ともかく、

「後を追おう」

「街へ行こう」

　同時に口に出す。アクアクにしてみれば、ガルタはルーを振り切って行ってしまったのだから、もう必要ではない。ということは自由。つまり街に行ける。わーい。となる。ルーにしてみれば、一応王おう太たい子し、俺おれ衛えい兵へい、お守もりをするのが仕事。後を追うしかないな、こりゃ。

「駄だ目めか？」

「駄目だっ」

　ルーの言葉はよく聞く娘だった。かくして、

「ガルタ王子ーっ」

「ガルタ！」

【卵捜索隊】は【卑ひ屈くつな王太子殿下捜索隊】へと転じた訳わけである。

「ガルタ！　ガルタ！」

　はっきり言ってアクアクの叱しつ責せき呼こ名めいでは、出てくるものも出てきやしない。当人も『呼んで』いるのではなく、ただルーの真ま似ねをしているだけ。呆あきれたルーが、

「あのね、アクアクはもう呼ばなくていいよ」

「分かった」

　素す直なおすぎるのが不ぶ気き味みであるが、そんな事気にする男ではない。

　山道はうねうねと、奥へ奥へ続いていく。いつ目前で途と切ぎれてもいいような細い細い道である。周囲は昨日とはまた異なった、鬱うつ蒼そうたる陰樹林が繁しげり、木こ漏もれ陽びが彼等の頰ほおに当たって、気分は森林浴自然歩道ハイキングだ。

　喚わめくのをやめたアクアク、今度はルーの肩掛けを摑つかんで、じいっとその横顔を睨ねめつけている。それに気づいたルーが、

「？　何か俺の顔についてる？」

「髪の毛、綺き麗れいだ」

「これか？」

　アクアクの言葉にルーは自分の前髪を引っ張って見せた。漆うるしのような黒髪で、その部分だけが対照的に陽に透けて輝く金髪ブロンドだった。

「これは、俺が親おや父じさんの息子である証拠」

　鷹おう揚ように喋しやべりだす。

「昔、昔ね、とある領主で妻さい帯たいの男が、領内に旅回りしに来た東亜ジプシーテルゼシアンの娘と恋に落りました。娘は暫しばらくして子を宿しましたが、不運な事に子供を生むと娘は死んでしまいました。そこへ現れた男の正せい妻さい、夫を奪うばった憎き女の子供を、驚くべき事に、我が子同然に育てたのです。『夫の子なら妻である私の子です』と名ゼリフを吐いて。で、すくすくと育った子供は立りつ派ぱに成長して、こうしてルー・ヴァイアができあがりましたと、さ」

「ほー」

　間抜けた声を上げて、パチパチとアクアクはだるそうな拍はく手しゆをした。

「なんだ、その拍手」

「昔話を聞いたら手を叩たたくのが習慣と教わったぞ」

「はいはい」

　一応まともな理由にルーは肩をすくめた。

（ルー）

（ルー、こっちにおいで）

（ルー、お茶を入れたわよ）

（ルー、私の息子……）

　血の繫つながらぬ母親の呼び声。内耳の奥で微かすかに響き、そして搔かき消えた。

　ルーはアクアクの頭に手を載のせ、その髪をくしゃっと摑つかんだ。

「黒い髪も黒い眼も、ほら少し肌の色も褐かつ色しよくがかってるだろう？　皆、テルゼシアンの特徴で、ま、お外じゃ別に珍めずらしくもないけど、貴族内おうちじゃ異い端たん者しやの俺を義妹と変わらずお袋さんは愛してくれて──だから、俺はガルタ王子を見捨てられない訳わけ」

　話の飛ひ躍やくにキョトンとするアクアク。ルーは言葉を続けた。

「もし、俺が今、天てん涯がい孤こ独どくの身だったら、今頃は踵きびすを返して山を下おりている。ただの軍人衛兵なら、な。でも、そんな事したら親父さんは他の貴族達に面めん目もくが立たなくなっちまうだろう？　親父さんもガチガチの典型的な時代錯誤人だし。そーなると、お袋さん、悲しむ訳。俺、それはできないな、ってね、こうして任務忠実に遂すい行こうしてるの。お解わかり？」

「お解る」

　妙な返事をして少女は大きく頷うなずいた。

「ルーはマザコンなのだな」

「マザ？　おいおいっ」

「安心しろ、私が母になる。私、悲しまない、だから街へ」

「解ってないっ！」

　反射的にルーは声を上げたが、それでも全まつたく動じない少女を見ると、ややあって、『しようがないな』、苦にが笑わらいというか諦あきらめの笑いというか、それとも何というか可愛かわいいものを見ている笑い、を浮かべた。

　だらだらと続く一本道。いったいどこまで続いているのやら、変化のない道程に少々飽あきがきた。それにハイペースで歩いているというのに、一いつ向こうにガルタに追いつけないどころか姿さえ見えない。脇わき道みちは無い。あの性格と体力なら、もうここら辺で休んでいてもいい頃だ。何度もルーはそう思いつつ、カーブを曲がって裏切られる。

　いったいどこまで行ってしまったのだろう。

　そして。

「……静かだな」

　トーンを低くしてルーは呟つぶやいた。それを聞き取ったアクアクが耳を澄すまし、

「鳥の鳴き声がする、虫も。動物が動く音もする。どこが静かだ」

「その意味じゃない。昨日までは、この山さん嶺れいに入ってからは二時間とあけずにさまざまな獣けものに襲おそわれた。特に気き化か狼おおかみには。なのに、今け朝さから狼どころか山猫一匹にすら遭あってない。ここら辺には獣けものは住んでないのか？　そうであれば王子は無事なんだが」

「それは違う、ルー」

　眉まゆをひそめ、引き締まった表情を見せるルーに、きっぱりアクアクは否定を言い渡した。

「ガシューの娘がいるからだ。ガシューの娘、昼飯食べてない。今、獲え物ものを捜さがして歩いてる。獣は隠れる、私の眼めから逃のがれていく」

　虎とらを食べる兎うさぎはいない。

　この怪力娘の前では狼もウサギになってしまうのか。頼りになるよりも末すえ恐おそろしい……

「じゃあ、熊くまなんかも？」

「熊は強い。アクアクも、だけど強い。どっちも互いに遭わないようにしている。遭っても近寄らない。テリトリーに入らないようにしている。でもルー、ここら辺はもう熊のテリトリー内だぞ」

「げ」

　とっさにルーは忙せわしく周囲を見回した。熊の姿を不確認してから、再びギョッとなる。

「じゃあ王子は」

「熊に見つかっていれば食われている」

　アクアクが答えた瞬間には、すでにルーはその手を取って疾しつ走そうしていた。すぐに少女も自力で走り出し、そして言うには、

「ガルタが熊に食われていたら街に行くのか」

「食われてたら困るの！」

　ルー、走る。アクアクも、走る。山道、続く。ゴール、見えない。アクアク、走っている意味が判わからない！

「ルー！　熊がいたのか！」

　息を切らさずアクアクは叫んだ。ここまでピントが狂っていれば、もう、

「早くガルタ王子を見つけるんだ！」

　頭ごなしに言い聞かせるしかない。果たして、

「分かった！」

　どこまでもどこまでも、世界の終結まで一本気な少女だった。

　しかし、道はどこまでも続いていてはくれなかった。

　ふと気がつくと、緩かん勾こう配ばいの下り坂となっていて、ますます幅は狭くなり途中で切れたりなんかもして、とうとう二人の息が干上がり、これ以上は走りたくないという時になって、山道はぶっちんと寸断されていたのだ。

　この樹じゆ海かいに異様なほどの巨石が、道をＵターンさせていた。

「…………」

　肩で息をつき、よろめきながらルーは岩に寄りかかった。アクアクも然しかり。暫しばらくは頭が回らない。

　ガルタ王子がいない。

　いくら独ひとり善よがりの王子でも、山に不慣れで、しかも道がなくなったというならば、むざむざ森に足を踏み入れるほど馬ば鹿かではないはず。なら、ここにいてもいいではないか。

「……アクアク、走っている間にガルタ王子を見かけたか？」

「見なかった」

「ったく、どこへ行っちまったんだ」

　焦しよう心しんを隠せずに、立ち上がって今来た道を凝ぎよう視しするルーに、アクアクの表情が微妙に変化した。そして、いきなりその怪力でルーの肩掛けを引っ張った。

「うわっ！」

　当然倒れ込む。慌あわててルーは立ち上がり、

「こらっ、何するんだ！」

「何な故ぜガルタを心配する」

　ぴしゃりとアクアクは叱しつ責せきするような声を上げた。心当たりも無いのに、ルーは思わず後ずさった。

「ガルタはルーのものではない。ルーのものは私だ。ガルタはルーは自分のものだと偽いつわっているくせに、どうしてルーの方が心配するのだ!?　どうしてルーは私を見ない!?」

　気き張ばって大きく開かれた眼め。爛らん々らんと金こん色じきの双そう眸ぼうが輝いている。

　ルーは知った。

　こいつは一いつ本ぽん気ぎな上に、わがままだ。

「アクアク」

　ルーは手を伸ばして彼女を抱き上げた。

「お前は駄だ々だっ子だな」

「だだ？」

「アクアク、俺おれが好きか？」

「好きだ」

　臆おく面めんもなく答える少女に、くくっとルーは吹き出した。そして、その赤髪をなぜてやる。

「俺も好きだ。それならちゃんと俺の言う事が聞けるな──今のお前を壊こわさない、そう決めたんだよ、俺は。だから王子をちゃんと王都に届けなきゃならないんだ」

「何な故ぜだ」

「何故って、そのなあ……」

「はっきり言ったらどうだい、お若いの」

　しわがれた、低い粘ねばっこい女の声。それを聞くや否いなや、アクアクを抱かかえたままルーは腰の剣に手を掛け身構えた。

　ずるり、ずるり。重たい足取り。衣きぬ擦ずれの音がやけに耳につく。岩の向こうに暗い蔭かげ。こういう場合、決まって現れるのは──

（あ、やっぱり）

　ばかばかしそうに己おのれを見み下おろしたルーに、老女は不満の声を上げた。

「なんじゃ、その顔は。もっと驚かんかい」

「パターン踏んでるよ、ばーさん」

　呆あきれて答えつつ、ルーはアクアクを下おろした。そして事もなげに、帯剣している二本のうちの長剣を鞘さやから抜き、白はく刃じんを頭からすっぽり黒マントを被かぶった老ろう婆ばの胸に突きつけた。

「こんな山奥に現れる野郎っていったら、魔道士とか魔女とか、そういう柄がらの悪いのがお決まりなの。それも偏へん屈くつな年寄り。ばーさん、モロ、パターン踏んでんだよ」

「可愛かわいげのない男じゃ」

　苦にがい顔をして、白髪の婆ばばは刃先を一いち瞥べつした。

「で、パターン化したこの婆をどうする気だい？」

「こちらも月並みに相手してやってる訳わけ」

「こわっぱが」

　へん、と鼻で笑う。その淡たん灰かい色しよくの双そう眸ぼうがねちっこい光を放った。

「ひひ、それじゃあこのまま引っ込めるかい。しがない年寄りをからかって、もう歯し牙がにもかけないのかい。この剣を鞘にしまった途と端たん、わしが何するか判わかりもせんくせに」

「じゃー刺してやろか」

　棒読み調にルーが尋たずねる。その傍かたわらでアクアクはうんともすうとも言わずに二人のやりとりを聞いていた。

「ひひっ、主ぬしに刺せるか。何も手を出していない婆ばばを。人道に反するそえ。え、できまい」

　嘲あざ笑わらって老女が言い終わるが早いか否いなか。

　セルキア王おう太たい子しの侍じ従じゆうの剣は、血しぶきを上げる事もなく、薄っぺらい婆の胸を貫つらぬいていた。

「あいにく、偽ぎ善ぜんはいけないという偽善たらしい人じん道どうって奴やつが嫌いなもんで」

　のんびりと柄つかを握り直して引き抜きながらルーは言った。老婆はその土つち気け色いろの顔を蒼あおざめ苦く渋じゆうに歪ゆがめて、胸を押さえた。

「……主、年寄りをいたわる事を教えられなかったのかい」

「年老いたものは」

　不意にアクアクが微動だにせず語り出した。

「年老いたものは若きものに知識と血肉を与えて死ぬのが生きるものの道だ。だからお前は死ぬのだ」

　こいつ、本気で言っとるな。しげしげ見み下おろしてルーは思ったものだ。彼は手を上げて少女を制した。

「はいはい。ほら、ばーさん、それじゃ死なんだろうに、クサい芝しば居いやめて」

「乗りが悪いの」

　ルーに咎とがめられた途端、ケロリと顔を上げる老婆。

「気化剣かい。魔道じゃな」

「当たり。気化狼には気化した剣じゃなきゃ。当たり前だろうに」

「なんじゃ、お前さんも今いま時どきのセルキアの若い者みたいに、魔道なんて信じない輩やからに見えるんだが」

「俺は現実主義なの。だって魔道士は確かに存在するじゃん。もともと魔道ってのは、山さん林りんの脅きよう威いから人間を守る為ために生まれたもんだろう。使わない手はないって」

　警戒心なく、会ったばかりの者にあけすけに話し込むルー。

「どうやら、お前さんは右と左が見える人間らしいの」

「育った環境が古今折衷だからね。上も下も見る」

「ふふ、主ぬし、なかなか面おも白しろい性格しとる。わしは気に入ったぞ」

「そりゃどーも。で、ばーさん何しに出てきたんだ？　まさか掛け合い漫まん才ざいする為じゃないだろう」

　やっとまともな対応に戻る。

「わしは名をゴモールとする魔女だ。ここらに棲すみついて十何年となる」

　そう答えると、魔法使いは茶色く筋すじ張ばった手を差し出した。その上に深い鼠ねずみ色いろが渦うず巻まく水晶玉が載のっている。

「これで見ておった。ガシューの娘」

　呼ばれて、険けん悪あくな目つきでアクアクは魔女を睨にらんだ。

「確かお前さんはここまで来る事をガシュー達に禁じられていたはずだが」

「私はルーのものだ。ルーの望む所に行く」

「卵狩りじゃな」

　その言葉に反応したのはルーだった。

「ばーさん！　『卵』知ってるのか!?」

　老婆は頷うなずく代かわりにニヤリと笑った。

「ばーさん、俺達をそこに連れてってくれないか？　いや、まずガルタ王子を捜さがしてくれ」

「ただじゃ、ヤだよ」

「金銀なら王子に言ってやる」

「そんなのごめんこうむる。わしが求めるものは」

　意い地じ悪わるげな婆の笑みに、ルーは思わず怯ひるんだ。何か嫌いやな予感がする！

「さっきの続きをはっきり言わんかい」

「あ、やっぱり」

　がっくりと肩を落とす。これなら腕一本とでも言われた方がまし──そう思いかけ、いや、満まん更ざらそうでもないぞと考え直すルーであった。

　しかし、今言う気なぞ毛もう頭とうない、と思う。

「ほら、はよ言わんかい」

「ルー、私も知りたい」

「しかし、なあ……」

「知りたい知りたい知りたいっ！」

　ぐらぐらと好こう奇き心しん旺おう盛せいのアクアクが彼の身体を揺さぶる。やられてる当人にしてみれば、揺さぶられるというよりも、突き飛ばされ引き摺ずり戻される感じなのだからたまったものではない。あっけなくルーは挫くじけた。
















「わわっ、分かった分かった！　言うからやめてくれえっ」

　はあ、とルーは大きくため息をついた。これだから女ってのは……ぼやいても、もう遅い。軍隊仕じ込こみの気をつけの姿勢をとると、まるでレポートでも読み上げるが如ごとく、

「ガルタ王子を連れてでないと街には帰れないんですっ」

「それは聞いた」

「それがどうして壊こわす壊さないの話になるんじゃ」

　鋭するどく突っ込む。いい加か減げんにしてくれよう、とでも言いたげな表情でルーは肩をすくめると、アクアクの頭を引き寄せた。

「そーなったら、こいつ裏切る事になるじゃん？」

　卵狩りが終わったら、王都パストゥールに連れていってやるよ。

　口こう頭とうの約束だが、他のどんな契約だろうが誓せい約やくだろうがほいほい破ってしまう彼が、七歳も年下の少女とのそれを、忠ちゆう義ぎ正しく守ろうとしているというのだ。

　だってこいつの人を見る目つき、酷ひどいもんだよ。誰だれにも気を許そうとしない。人間そんなの疲れるじゃん。俺おれだけになついてくれるのに、裏切れねーよ。

「……主ぬし」

　ルーの言葉を聞き終えたゴモールは、ほうと感嘆の息を吐いた。

「本気でこの娘にホレとるな」

「そう言われるから言いたくなかったんだ」

　後こう悔かいの念を満面に浮かべるルー。幸か不幸か、赤髪金眼の少女は全く不ふ可か解かいな面おも持もちでいた。

「昨日きのうの今日きようだって、どうせ馬ば鹿かにされるし、相手は十四だし。いーさ、どーせ俺おれはガキが趣味さ、ロリコンさ」

「勝手に開き直るでない。おうおう、一いつ丁ちよう前まえに照れとるわい、可愛かわいい奴やつじゃのう」

「あんた、これ聞きにだけ来たんだろ」

「人の恋こい路じほど面おも白しろいものはないからねえ、年寄りは暇ひまで暇で。そう拗すねるものじゃないよ、ほら、お嬢ちゃんが見とる」

　老女のからかいの声に、ギクッとなってルーはアクアクに視線をやった。少女はまだ怪け訝げんそうに彼を仰あおいでいる。『単純』な生活をしてきた彼女は、単純明解な話でないと理解しかねた。

「……判わからないか？」

「判らぬ」

　ムッとふてくされて答えるアクアクに、ルーは僅わずかに困こん惑わくの表情をし、まあそれでも良しと微笑した。そしてポンポンと赤毛を叩たたいて、

「あと一年したら教えてやるよ」

「一年……？　分かった」

　不満げなへの字口。それでも少女にとってルーの言葉は絶対化していた。

「ひゃひゃひゃ、これは是ぜ非ひとも一年後主ぬし達と会いたいねえ」

「ばーさん、しつこいよ──と、そうだ、ガルタ王子！」

　悲しき事に、話に熱中していてガルタはまたもや忘れ去られていたのだ。ずい、とゴモール婆に詰め寄ってルー曰いわく、

「ガルタ王子は何処いずくに？」

答えて曰く、

「此こ処こじゃ」

「は？」

　頓とん狂きような声を上げてしまうルーを尻しり目めに、魔女はその枯れ枝の如ごときポキポキの腕で、傍かたわらの茂みを搔かき分けた。

　灌かん木ぼくの奥に、お目当ての王おう太たい子しはいた。仰ぎよう臥がして、両腕を天に差し伸べて、白しろ眼めをむいて。一定間隔おきにその四し肢しが痙けい攣れんしている。

「!?　あんたガルタ王子に何した！」

「人聞きの悪い。停めて置いてやっただけだよ。主達は三人一緒に行ってもらう。その王子さんには少し夢を見させてるだけぞね」

　悪びれもせずのうのうとゴモールは答えた。眉まゆをひそめるルー。

「夢？」

「一番見たがっている夢よ。なあに、ちょっとした魔道の黒くろ蓮はすの夢じゃ。命に別条ないわ」

「一番見たがって……る？」

　の割には、この表情はどうしたものだろう。脂あぶら汗あせをじっとりとかき、強こわばって、もがきたくてももがけない苦しみに、悶もん絶ぜつしたような。

「二つ、覚えておくさね。一つは、人間は皆マゾなんだという事よ。自分自身をいたぶるのが好きなのさ。もう一つは、魔道とは大おお方かたがこんなものじゃ、人に幻げん影えいを見させる。黒蓮の夢に人々は恐れるだけよ。ふっ、愚おろかな事じゃ。だからこそ、いま魔道は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっているのではないか」

　低く、己おのれに言い聞かせるようにゴモールは呟つぶやいた。現実主義の者が増ふえてきた──その事を老婆の言葉は物語っていた。魔道士の存在の場所が無くなりつつあるのだ。その事はルーも知っていた。そうして魔道士の数は少なくなり、あと百年もすれば、この世から魔道士や魔女は消しよう滅めつしてしまうだろう、とも。

　タルージアはその意味でも特別な位置にいた。何な故ぜなら、この世の全すべての魔道士は、タルージアの地を祖として広まったと言われているのだから。列国の衰すい退たいにも関わらず、一国だけはその繁栄を誇っていた魔道士の国。それがいの一番に倒れた。原因は魔道士と王家の対立。要かなめをしょっぱなに失った魔道士達には、もはや行く先は失われている。

　だから？

「それが、どーだっていうんだ。あんた、俺達をどうするつもりだよ」

　憮ぶ然ぜんとルーは尋たずねる。ひょいとその後ろからアクアクがガルタを覗のぞき込み、近寄った。

「ガルタ、死んでる」

「死んでねーって」

　期待外はずれにアクアクは頰ほおを脹ふくらませて、

「えいっ、ガルタ！」

　ガツッ。軽く──彼女にしてみれば──ガルタの脇わき腹ばらを蹴けりつけた。途と端たん、バネが切れたように半身をガルタは起こした。

　ハアハアと、まるで息を止めていたみたいに荒息をつく。それから血走った眼で周囲を見、そしてアクアクを発見した。

「……ア、クアク？」

　茫ぼう然ぜんと彼女を見つめる。アクアクはそれを真っ直ぐ見み据すえた。

　金色の睛ひとみに己おのれの姿を認める。

「あ……ゆ、め？」

　ガルタの反応を何と見たか。

「『卵』へ連れていってやろう」

　ゴモールは黒衣を翻ひるがえし、そして岩の蔭かげへとゆっくり歩み回った。暫しばし三人は無言のまま、老婆の消えた岩を見つめていたが、

「しょーもない、王子、行きましょか」

　アクアクを促うながし、ルーはガルタに手を差し伸べた。ガルタがそれを無意識に摑つかもうとした途端、ビクッとその手が痙けい攣れんして引っ込んだ。

「あ……」

　キョトンとなるルーに気づかれぬようにガルタは唇くちびるを嚙かみしめると、彼の手を払って一人で立ち上がった。

「どうなってる……んだ」

　とても夢見が悪かった。







　ACT.4







　夜は更ふけた。新月を介して王都を出発した時と同じ三日月である。但ただしこれからは満ちつつあるのだ。

　細い高山林が闇やみの中に佇たたずみ、夜風が渡るたびにざわざわと梢こずえを震わせる。墨ぼく汁じゆうをぶちまけたモノトーンの景け色しき。傍かたわらの丘のスロープに沿ってポツンポツンと間隔を持って立つ木々。密集した樹じゆ海かいではなく、閑かん静せいな空間のある林であるのが妙みように童話めいていて、圧倒的に杉系の多い雑ぞう木き林ばやしをすり抜ける月の薄い光が、妖あやしい気を漂わせていた。

　玲れい瓏ろうと照る月。

　冴さえ冴ざえと差す青い月光。

　周りを囲む丘。冬ふゆ木こ立だち。

　紺ぐん青じように染め上げられた空──寒い。

　ガルタは身を震わせた。見れば鳥肌が立っている。春も半なかばだというのにこの冷気は何だというのだろう。周囲の景色も、確かに冬だ。それにデルゾント山さん嶺れい特有の、あの険けわしい尾根がいつの間にか消え、なだらかな低いスロープを描く丘に替わっているというのはどういう事だ。此こ処こはいったい？

「ばーさん」

　うんざりした調子のルーの声に、過敏にガルタは身を強こわばらせた。

　先頭を切って黙々と歩いていた魔女ゴモールが振り返る。

「ここ、どこ」

「デルゾントの中ぞね」

「そりゃ分かってるさ。デルゾントのどこら辺だ」

「判わかるかい？」

　小こ馬ば鹿かにしたようにゴモールは尋たずね返すと、再び歩き出した。肩をすくめるルー。

「俺おれ達たちは山道から原生林に入って、常に下りの勾こう配ばいを歩いてきたはずだ。デルゾント山嶺は放射状に広がる山脈だから、これだけ下って山の姿がないとすれば、ここはデルゾント外、もしくは魔道の空間内だな」

「わしは必要ない噓うそはつかんよ。ここはデルゾントの中で魔道の中ではない。ただちょっと、主ぬし達の重力方向を曲げてやったのさ」

「じゅうりょくほうこう？」

　聞き慣れぬ言葉を思わずガルタは口にした。それをゴモールは一いち瞥べつすると、

「物が下に落ちる訳わけを知っとるか。それは重力があるからだ。それはこの大地の下奥底に居る不変の巨物で、我われ々われを絶えず引っ張っている。魔道士はその重力のパワーの一部を操あやつる術を知っているのじゃ。そうすれば今まで壁であったものが床になったり、宙ちゆうが大地になる」

　幾度も瞬またたくガルタ。得え体たいの知れぬ笑みをゴモールはその顔に浮かべた。そして、

「此処は【巨鷲ガルマーの家】の中じゃ」

【巨鷲ガルマーの家】とは、デルゾントの中央にそそり立つ岩山、メサの事で、ほぼ円柱の岩がん壁ぺきがひときわ高く突き出し、あのような所に住むのは伝説の巨鷲ガルマーしかいないという事で、その名がついていた。

「ほれ、日の暮れる前、殺さつ風ぷう景けいな岩の道を通ったろうに、あれが岩山メサの絶壁だったんよ」

　では、あの丘の向こうには崖がけが展開しているという訳だ。老婆の言う通りなら、この頂上はひどく広こう大だいで、下へ手たをすると下級領主の封土くらいはありそうだった。

「あの岩山のてっぺんにこんな高原が広がっているなんて、思いもよらなかった。ばーさんといると便利だな」

　妙に感心しつつルーが頷うなずいてみせる。

「で、どこに行くんだって？」

「卵狩りだろうて」

　当たり前の事を、とでも言いたげにゴモールは答えた。それにルーは、あ？　と間抜けた声を上げ、隣となりを歩くアクアクを見み下おろした。

「アクアク。お前、卵知ってると言ったよな」

「言った」

　きっぱり。

「【巨鷲ガルマーの家】の絶壁を登った……訳ないよな。お前、どこでそれ見たの？」

「ここ」

　再びきっぱり。一瞬ぎょっとなったが、すぐにルーは頭を押さえて、

「そっか、ガシューだな。降りてみたか？」

「いや、ガシューの背から見み下おろしただけだ。ガシューは二度と来てはいけないと言った」

　ためらいなくアクアクは語る。では何な故ぜ文もん句く一つ言わず今彼女がここにいるのか。答えはくどいので省略する。

「こんな所だから王女をでっち上げる事を言い出したんだな。全まつたく、俺おれ達たちは運がいいよ。でも、ばーさん」

　不意にルーが真ま顔がおになる。

「どうして俺達を導く？　あんたにとって何を得する事があるというんだ」

「……寒くないかのう」

「はぐらかす気？」

　ゴモールの足が停まった。そしておもむろに三人に振り向き、黒衣の中からその茶筋張った両手を差し伸べる。

　卵が一つ。怪あやしげなオレンジの希き薄はくな光を内側から発していて、白い卵らん殻かくに透明感を持たせている。

「これは、卵じゃ」

　韻いん々いんと腹に響く声。王子とその側そつ近きんは息を吞のんだ。アクアクは憮ぶ然ぜんとして辺あたりを見回していて、まるで興味を示さない。

「主達のどちらかにやろう。滋養には卵がいいんよ、ひゃひゃひゃ」

　絵に描いたような老ろう婆ばの高笑い。途と端たん、顔を強こわばらせてガルタが飛びすさって、滅めつ多たに触れた事のない帯たい剣けんに手を掛けた。

「判わかったぞ！」

　上うわ擦ずった、かん高い怒ど号ごうを飛ばす。

「貴き様さま、好意を見せておいて、実は私を、セルキアの王おう太たい子しを暗あん殺さつしにきた輩やからであろう！　言え、どこの手の者だ。エルペラか、オータか、それとも、国内の者か──言え！　まさか、まさか、マリオンの──」

　それ以上は、言葉を続ける事は王おう太たい子しにはできなかった。まさか。弟はまだ十五で、兄を裏切るような子供ではない。

　でも、万が一にも、周りにそそのかされて、いや、そんな馬ば鹿かな……。

　とても、夢見が悪かったのだ。

　自みずから押し黙った少年を見て、ゴモールは、ルーがよくするように、肩をすくめた。

「年寄りは暇ひまだと言わなかったかの。特に、国を追い出された、北の古い魔女は」

　その一ひと言ことで、はっとルーは気がついた。

「ばーさん！　あんたタルージアの魔女だったのか！」

「タルージアは王家と魔道士ではなく、革新派バルボアと王党派ロワルプラアの魔道士間の争いで滅ほろんだのだ。そして我々は負け、王女は連れ去られた。どこへ？　タルージアの王党派ロワルプラアの魔道士が、タルージアの王女捜しを手伝ってはいかんかね」

「い、いいえっ」

　ジロリと鋭するどく睨にらみつけられたのに、ルーは焦あせって首を振った。ゴモールは頷うなずくと、

「よし、お主にこれはやろう」

「あ、それはパス」

　ケロリと元の飄ひよう々ひようたる態度に戻って、差し出された卵をルーは押し返す。

「何じゃと？」

「ただより高いものはないってね。それ貰もらったらどーしても『卵』を見つけなきゃならなくなるだろう？」

「ほう、さっしがいいわい。本当にお前、貴族か？」

　その問いにルーは答えず、ニヤリといたずらな笑みを浮かべた。それから、まだ気を許していないガルタに向かって、手を振って見せる。

　が、ルーは甘かった。もう一人収しゆう拾しゆうしなければならない事をすっかり忘れていたのだ。

　誰だれも見ていぬ隙すきに、細っこい腕が伸び、魔女の手の上の卵をかっさらった。

「あ！」

　声を上げた時にはすでに遅く、佇たたずむ三人を尻しり目めにアクアクはひょいと卵を口に放り込んだ。殻つきのままで。

「あ、こら！」

　止める間もなくじゃりじゃりと嚙かみ砕くだく。呆ぼう然ぜんとしているガルタの前で、アクアクは器用に粉々になった殻だけを吐き捨てた。さすがは野や生せい児じというべきであろうか。

（こいつ、本当に街に連れていってよいものだろーか）

　真剣に悩んでしまうルーであった。

「ふ、ふふふ、わしの勝ちじゃな」

　したり顔の老ろう婆ば。当人は全まつたく無関心でいる。ぷうっとルーは頰ほおを脹ふくらませると、

「ひっでー、俺おれは知らんぞ」

「知ってもらうさ。王女に会いたいのはわしだけではないからの」

「あ？」

　不意にゴモールは方向転換して、もと来た道を戻りだした。そのまま三人も後に続こうとするが、どうも妙な事に気づき、足を停とめる。

「？　おいっ、ばーさん、どこに行くんだよ」

「わしゃ帰るよ」

　まるで野の良ら仕事から家にでも帰るような口く調ちようで、のうのう答える。

「帰るって……」

「言っただろうて、待っていたのはわしだけではないと。交こう替たいや」

「誰だれが待ってんだよ」

「ほなさいなら」

「こらこら、待ちなさい、ばーさん」

　切せつ迫ぱくのせの字も無いルーの呼び止めに、何な故ぜかゴモールは足を停めた。本当に待つとは思わなかったルーが言葉に詰まると、老婆はしゃがれた声で、

「ルー・ヴァイア、柔やわらかいものは何だ」

「女の肌」

　間かん髪はつを入れずにルーは答え、その後で何だそれは、と訝いぶかる面おも持もちになる。そこにアクアクがひょいと顔を突き出し、

「女、というと、私の事か」

「お前はまだガキ」

「柔やわらかくないのかー、ないのかー」

「これ、叩たたくんじゃありませんッ。いてて、骨張ってて痛いんだよ」

　ルーは一つの事だけに興味を集中する事ができないらしい。本題を蹴けってどうのこうのと怪力少女と言い合っているうちに、ゴモールの姿は搔かき消えてしまった。

「あ……」

　魔道士が消えた宙ちゆうに手を伸ばし、ガルタは何か言いかけるが、すぐ口くち籠ごもり、そして腕を下ろした。それから二人を一いち瞥べつすると、後は脇わき目めもふらず少年は進み出す。

「あ、王子、ちょっと待って。いててっ」

　慌あわててルーはアクアクを封じ込めて、何やら不ふ機き嫌げんな王おう太たい子しの後を追った。




【巨鷲ガルマーの家】は、盆のように縁をぐるりと丘で巡めぐらし、中は平へい坦たんな大地が広がっていた。空気が多少希き薄はくである事を抜かせば、他は下と何ら変わりはない。

　そう、何ら。

　殺さつ伐ばつたる冬景色。肌寒い大気──この、標高四千メートルを超える所で！

　季節は春であるのに冬模様。そんなちゃちな事は問題外である。

　何な故ぜ、この地に林などというものが存在しているのか。空気も温度も、下と比くらべれば多少薄い低いだが、本来あるべきそれに比べれば、異常な高値を示しているではないか。

　環境に無む頓とん着ちやくなガルタだって、この『無変化』の異常に気づかない訳わけがない。始めは不安げに周囲を見回して、次に落ち着かず肩を揺らして、しまいには、

「……ルー・ヴァイア、何か、変ではないか」

「私はルーではない」

　などと、アクアクに向かって尋たずねる始末。気づいて赤せき面めんし、その反動でむっと膨ふくれるのがまだまだ子供であるとルーの眼めには映った。

「お、お前などに聞いてはいない、ルー！」

　なんとも高たか飛び車しやな態度はアクアクと変わりはないと内心思いつつ、自分も先程から考えていた解答を口にした。

「十中八、九はこの山頂一帯の空間が歪ゆがんでいるんでしょ──魔道士かれらふうに言えば」

「空間が歪んでいる？」

　聞き慣れぬ文に半信半疑で繰り返すガルタ。ルーは頷うなずいた。

「法師の話によると、人外の途と方ほうもない力、例たとえば天てん変ぺん地ち異いなどの際に、大地とともにその上空空間もが歪わい曲きよくしてしまった場だそうで、そしてこのような場は世界の至る所に在あり、その内部では独自の自然律が働き、このような現象を引き起こしているそうな」

「歪曲……」

　不ふ可か解かいな面おも持もちでガルタは呟つぶやいた。亜空間の存在──言葉にしてみれば何やら重厚でいかにも向こう関係で敬遠したくなるが、実際存在を目まの当たりにしてみると、何て事はない、ただの場所である。あまりピンとこない。

　ただし、この中に例の卵がある訳わけはそこからきているのだろう、と漠ばく然ぜんと悟さとれた。

「ルー！」

「うわあっ！」

　叱しつ責せきするアクアクの、急に己おのれの肩掛けを引っ張ったのに、ルーは驚きの声を上げた。

「な、なんだ、俺おれは心配なんかしてないぞ」

「落ちる」

　また癇かん癪しやくを起こしたのかと弁明するのを遮さえぎって、少女は彼かれ等らの足元を指さした。

「わわ」

　つられて覗のぞいたガルタが驚きよう愕がくに声を上げる。

　崖がけ。

　対丘まで平坦な地が続くと思われていた此処は、その半なかばを過ぎた所で唐とう突とつに切れ込み、内部へと落ちこんでいたのだ。

　崖がけ崩くずれが起きた後のようなガレキの扇状地となっていて、その底に盆地の半分を占しめるほどの広大な平地が広がり、そして、

「モームだ」

　眼を細めてルーは呟つぶやいた。驚愕のまなこでガルタが振り向く。

　月影に暗く浮かび上がった、鬱うつ蒼そうたる巨大な塊かたまり。

「廃街モームが……」

　もう一度、ルーは低く呟いた。
















SECTION 2　BIRDS DAY










　夢見が悪かった。

　誰だれもかもが自分を裏切っていく夢。

　始めは取り巻き連中が。次に中立を保たもっていた輩やからが。法が、国民が。そして、父、母が。

　弟は、その後だった。始めに裏切るべきである弟が、最後にきた。何な故ぜだ。可お笑かしい。

　彼は孤独だった。血の匂においも、喧けん嘩かも無く、白濁とした場に佇たたずむきりだった。

（何故だ何故行ってしまう）

（私を裏切ってどこへ行く）

（そんなに弟がいいのかどうしていいのだ）

　誰も答えはしない。応じもしない。

　ルー・ヴァイア！

　私を置いてどこへ行く!?

　こんな山の中に、私は王おう太たい子しだぞ！

「私は王太子なんだ！　そうお前達が決めたんじゃないか！」




　行・く・な。







　ACT.1







「ルーは他にも廃街モームを見た事があるのか」

　頼りなく、おっかなびっくりで瓦が礫れきの坂を下くだりつつガルタは尋たずねた。尋ねられた方はガラクタをなだれさせ、それに乗じて下りていく。

「二度ほど東域と南洋で。ここよりもっと規模は小さかったけど、造りは似てますねえ」

　インパラ少女は崖がけなんかなんのその、ひょいひょいと跳とんですでに底まで到達している。

「初めて見るが……信じられない」

　感かん嘆たんの息とも驚きよう愕がく然ぜんとした声ともつかぬものをガルタは洩もらした。

　廃街モーム。

　鬱うつ蒼そうとそびえ立つ旧建築物群。

　様々な立体があった。正方形や円形、円弧形や長方形、主流は四角の敷地の上に建てられた物である。彼等が己おのれらの街で見る物よりも、やけにすっきりのっぺらとしていて企画整然的であった。

　それに、この高さはなんだというのだ。

　王おう宮きゆうの最高塔ダイナよりもはるかに高く、まるで天を目め指ざして建築され、神の怒りの雷火を被こうむった、炎の宮プライムの如ごとき。

　坂を下るにつれ、その圧倒する重厚感に固かた唾ずを吞のむ。

　古いにしえの街。

　もうどの民族が、どの時代建てたかも判わからぬ。

　どのような建築技術をもってして、このような巨大高層メトロポリスを造り上げたのか、今までは解明できずに、それは世界の此こ処こ彼処かしこに沈黙に守られた廃はい墟きよとしてひっそりと在あった。

　その中の一つ。

　規模は王都パストゥールに匹ひつ敵てきするほど、いや、外郭はすでに崩ほう壊かいし瓦が礫れきと化しているので、当時はもっと広大な街であったのだろう、この谷間から上の台地へと溢あふれ出るほどに。

　下におり立ったガルタは、足元がしっかりしたのにほっと胸をなで下ろした。

「アクアク」

　ルーが呼ぶ。辺あたりをもの珍めずらしげに跳とび回っていた少女は、ぴょこぴょこと駆け寄ってきて、無言のまま右手を差し出した。

　またもや卵だった。アヒルの卵大で、鋼はがねの如ごとき鈍にぶい銀色の輝きを放っている。

　アクアクからそれを受け取ると、ルーは叩たたいたり振ったり落としたりいろいろと試して、危険がないのを確かめてからガルタに手渡した。

　硬質の感覚──卵、というよりも完全に金属の塊かたまりである。

　何であろう。ガルタはその答えを求める為ためにルーを仰あおいだ。が、彼も不ふ可か解かいな面おも持もちで首を振るだけだった。

　ガルタから卵を返され、それを懐ふところに入れて、ルーは再びアクアクに呼びかけた。

「アクアク、お前、どこで例の卵を見た？」

「見てない」

　少女の返事は常に意表を突く。が、ルーもそうそう驚いてばかりはいられなかった。

「お前ねえ」

　頭を押さえて、窘たしなめるようにルーは言う。

「さっき見たと言ったろーが。ったく、笑いは覚えなかったけど、噓うそつく事は覚えた訳わけ？」

「言葉のアヤだ」

「意味解わかって言ってるのかよ」

　むん、と側はたから見ればエバリくさっている態度で言い返すアクアクを、撫ぶ然ぜんとした目で見流すルー。すりゃ少女はますますむくれて、

「あっちだ」

　びんっ、と勢いよく指さし示す。ルー、暫しばしぼけらーと少女を眺ながめ、示されるままに振り向いた。

　目前に長々続く大通り。その遥はるか彼方かなたに小さく見える細長い棒のシルエット。塔であろうか。その周辺の建物の蔭かげと比較しても、ずば抜けて高い。

「あの建物の中に卵は眠っている──そうだ」

「そうだ？」

「ガシューが言った」

　この時、ルーはようやく翼つばさを持った人語を話す獣けものが、人間とは全くかけ離れた思考の持ち主だと悟った。

　一体あいつら、こいつにどーゆー教育したんでいっ。

　一いつ本ぽん気ぎ。わがまま。現実主義。ここまでは許せる。問題は『歪ゆがんだ実直』だった。当人としては、確かに真ま面じ目めに正直でいるつもりなのであろうが、『真面目』の在あり方が歪んでいるのだ。結論を言ってから推論、そして前提を語る、つまり、『卵を見た』[image: 下矢印]『在あるのを聞いた＝見た』[image: 下矢印]『ガシューがあの建物の中に卵が在ると言った』、という具ぐ合あいに尋じん常じようの人間の導く方法と全まつたく逆に喋しやべっていくという芸当をしでかしているのである。他人には噓をついたと思われても、当人は至って正直にある訳で……。

（こいつにゃ俗才は一生つかんだろうな）

（しゃーないな）

　山から下おりたら目を離さないでおこう、と誓ちかうルーであった。しかし、こんな事に気づく彼も、一般価値基準思考から相当外はずれていると思うのだが……。

「行くぞ、ルー・ヴァイア」

　もう一人、御ご時じ世せいの一般価値基準思考から少々外れている王族の少年が侍じ従じゆうを促うながし、大路を進み出した。

　通りは何か妙な感触がした。

　まともな地面でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　硬かたく、石のようになめらか。

　幅は八十メートルそこそこ。長さは見当がつかない。その道の全すべてを覆おおいつくす巨大な一枚石などあろうか？

　継つぎ目が無いのだ。隅すみから隅まで、路地も小路もはぎ合わせが無く、まっ平ら。この街網もう羅らするどの道にもそれは言えるだろう。

（いったい何だと言う。モーム、廃街モームとは？）

（普通の廃はい墟きよと化した街と、どうしてこんなにも違う）

　目も眩くらむ高層建築物。見上げれば今にものしかかってきそうなほど、前を見れば倒れてきて両挟みになりそうなほど、巨大で圧倒する。

　そして、空くう虚きよ。

　重圧の中の、がらんとした空間。閑しずけさ。戦せん慄りつが背筋を駆け抜ける静寂。恐怖を扇せん動どうするまでの空からっぽ。

　風だけがその中を通り過ぎる。

　しい……ん。

　あまりの静けさにガルタは耳鳴りを覚えた。自分らの足音の反響だけが耳につく。

　周囲は原型をとどめぬほど崩ほう壊かいしつくしているのに、街中は何一つ損そん傷しようなく、おそらく古いにしえの時と同じままである。何な故ぜだ？

　廃街モームが廃街モームである所以ゆえんを、未いまだ誰だれ一人解明した者はいない。

　この街が築かれた当時は、まだ人の住めるような所に在あったのだろう。それから天てん変ぺん地ち異いでこのメサが街もろとも隆りゆう起きし、歪わい曲きよく空くう間かんの不ふ可か思し議ぎな環境の中で、今日まで保存されていた。推論だ。
















「素す晴ばらしい高度な建築技術があったのだな。どうやってこんな高い物を建てたのだろう」

　感嘆の息とともにガルタは呟つぶやいた。ルーも同意を示すように振り仰あおぐ。振り仰いだその顔に。

「……アクアク、人の頭にしがみつくのはやめてくれ」

　逆肩車で自分の顔に張りついた少女を、ルーはむんずと襟えり首くびつまんでひっぺがした。あのバカ力には似つかわしくないほど、軽い。

　まるで猫の子の扱いに、全身ばたばたとばたつかせるアクアク。言葉に出して騒がないぶん、幼児が駄だ々だをこねているように見えるが、それに伴ともなう蹴けりやビンタの痛いことったら。

「こらこらっ、お前も人間なら身体からだで表さず言葉を喋しやべれっ」

「あれは何だ」

　拗すねているかと思いきや、淡たん々たんと問題を提起する。思わず拍子抜けしたが、ルーはアクアクの視線を追った。その先に。

　すっとルーの目が細くなった。

「ありゃあ……何だ？」

「何かあったのか」

「あるも何も──こりゃ大変だ」

　珍めずらしく本気で焦あせりを含んだ声を上げて、ルーはアクアクをつまんだままそれに向かって駆け出した。後に続くガルタ。

　往来に佇たたずむ物──完かん璧ぺきなまでの人骨標本だった。黄ばんだ骨の一本一本、一いつ塊かい一いつ塊かいが、在あるべき部位に収おさまり、ちゃんとした直立人間型を作っている。それも、今まさに走り出さんとする不安定な格かつ好こうで。

　これは、人間が創つくり出せる最高の造形オブジエ。

「……何だ、これは」

　アクアクが撫ぶ然ぜんとした面おも持もちで聞く。

「人間の全身の骨だよ。見た事あるだろう」

「ばらばらにならないのか」

「普通は、な……」

　背後からガルタが覗のぞき込み、ギョッとなって思わず後ずさる。骨が、というよりも、この場に何でこんな物が、の驚きだった。

　ルーは鞘さやから大剣を抜き払うと、その刃先で頭ず蓋がい骨こつを軽く叩たたいてみた。カポンカポンとなにやら間の抜けた音が響く。

「ふむ。異常が……あるよなあ。触さわるなよ、アクアク」

「ルー、卵だ」

「え？」

　果たして、胸部の肋ろつ骨こつを覗けば、その曲骨が作る腔あなの底に、アクアクが先程見つけた卵形の塊かたまりと同じ物があるではないか。

　ルーは眉まゆを曇くもらせた。そしてふところからそれを取り出して、こねくり回し調べて思うには、

（これが……原因？　噓うそだよなあ）

「ルー！　あっちにもあるぞ！」

　ガルタの声を受け、ルーは少女を下ろすと、おもむろに歩み出した。勿もち論ろん二人もついていく。

　ああ、なんということだろう。

　廃街モームの住民は生きていたのだ。

　しかも、肢し体たいの肉は腐ふ敗はいして朽ち落ち、化石と化した白骨となって。

　大路に、まるで今いま先さきまで生活を営いとなみ、此処を闊かつ歩ぽしていたかのように、まるで今しがた何者かによってストップモーションをかけられたかのように、ぴたりと静止した人骨の人々が佇む。進むにつれてその数は増していき、姿勢も生々しく大胆になっていく。

　彼等に共通している事は、その骨内に、もしくは腔内にあの金属塊が埋め込まれていた事だ。ある者は脳天にそれをめり込ませて、倒れかけた姿で凝ぎよう固こしている。

「な、なんだ、ここは」

　驚きよう愕がくするよりも呆あつ気けにとられて周りを見回すルー。彼が家出中に聞き、見、そしてその足で踏み込んだ廃街モームには、このような笑いたくもなるような光景は無かった。

　此処は特別なのか。

　それとも、これも廃街モームの一面？

　手元の金属塊を凝ぎよう視しする。これの為ために地に帰る事を許されなくなった、人骨標本群。

　パッと、慌あわててルーはそれを捨てた。

（冗談じゃねーぜっ。俺おれは死にたくねーよ）

「王子い、まだ進むつもりですかあ」

　後ろで声も出なくなっていた王おう太たい子しに呼びかける。しかし、ルーは言い方がまずかった。まだ、という言葉の裏に『こんな馬ば鹿かげた事成功する訳わけないじゃないか』、嘲あざけりを含んでいたと解釈するのがコンプレックス持ちの王子である事に気づいていなかったのだ。

　ムッと反抗神経が逆さか撫なでされるガルタ。

「進むんだ！　このくらい覚かく悟ごはしてきたっ」

　などと啖たん呵か切って、人骨の林をずんずか進み出した。実のところ、自分が一番踵きびすを返したいのだが。全く素す直なおでない。

「覚悟だって。お前してきた？」

「カクゴって美う味まいか」

「あ？」

　そして、こちらも何かが素直でない二人は、たいして恐れもなく、面めん倒どうくさそうに後をついていくのだった。







　ACT.2







　見上げると、それは巨大な橋だった。空を渡る、延えん々えんと続く橋。

「なんだー、あれは」

　別に驚いた様よう子すもなく尋たずねるアクアク。彼女にとっては何もかもが真新しく、『こんなものか』と信じ込んでしまう。

「はて……？」

　ルーは首をひねった。橋というには川が無い。下は道である。くねくねとうねり、建物と建物をつないで、まるで宙ちゆうに浮いた第二の道路である。

「これは支柱だな」

　交差点の中央に図ずう々ずうしくも林りん立りつした巨大な石の足を叩たたきながらガルタが言う。それから頭上高く見上げて、その高さに立ち眩くらむ。

「足がいっぱーい、足がいっぱーいっ」

　どたばたと興奮しながら喚わめくはアクアク。確かにこれだけの高さともなると、支柱は十本二十本ですまされるはずがなく、二十メートル間隔で、硬質の足が林のように地面から生えそびえている。

「まさか、パレード用のアーケードじゃないよなあ」

　頓とん珍ちん漢かんな事を言ってから、ルーは石足に梯はし子ごが取り付けられているのに気がついた。

　時とき折おり、ゴオーともシャーともつかぬ微かすかな音が聞こえてくる。上には、間違いなく《動》があるのだ、この死凍の街で。

「行ってみよう」

「行く？　行くってどこへ──」

　ガルタの問いを無視して、ルーはどうやら鉄らしい梯子に手を掛け、登り始めた。

「ルー、ルー・ヴァイア！」

　仰ぎよう天てんするのはガルタだけであって、アクアクは有う無むも言わず彼女の主人の後を追つい随ずいしていく。王太子殿下はどうしたものかと袂たもとでうろたえていたが、例の虚こ空くうの圧迫に堪たまらず、梯子に跳とびついた。

「どうして私がこんな目に遭あわなくてはならないんだ！　私はセルキアの王太子ガルタ・アリームだぞ！　ルー・ヴァイア、覚えていろ！」

　そう、彼こそ知る人ぞ知るの高所恐怖症なのである。なまじい軽度で我が慢まんができてしまうから、タチが悪い。重症であれば、彼の吞のん気きな従者も考えを改めるであろうが、少年の怪度では無情にも押し切ってしまうのだ。そういう男なのである、ルー・ヴァイアとは。勿もち論ろん、知る人の中に彼は入っている。

　まるで怨おん念ねんのようにぶつぶつ罵ば倒とうし続けるガルタの声は、憐あわれにも当人には『右の耳から左の耳へ』の状態であった。彼はもっと別の事を考えていた。

　先程から規則正しい間隔で指先に伝導してくる震え。登っていくにつれ、はっきりしてくるが、それでも身震いほどにも達しない微細な振動。いったい、この上に何があるのだろうか。この震えは何を意味しているのだろうか。

　だいぶ時間をかけて、やっと彼かれ等らは頂上──橋の上へと辿たどり着いた。

　もはや月は消えていたが、異様にほんのりと明るい。

（呪のろわれている）

　とっさにガルタは口の中で念ねん誦じゆした。呪われている。何の呪いだ、何な故ぜ自分がこの呪いに巻き込まれねばならないのだ……。

「……風が無い」

　不満そうにアクアクが声を上げる。橋の幅はさほどなく、五人並んで歩けば、六人目は下に落ちそうである。そして一列に、直径一メートルはありそうなドーナツ形の鉄輪がずっと埋め込まれていた。

　美術造形であるとしたら、古代人の美意識感覚は今とは全まつたく異なったものなのだろう。

（それとも祭さい壇だんの一種か、祈き禱とう所じよか──ええい、訳わけワカメだっ。ともかく進んで……）

　ルーの思考は終わりまで届かなかった。

　次の振動が来た。

　風を切り裂く音。大気の唸うなり声。それでも揺れは小こ刻きざみでしかない。

「ルー・ヴァイアっ、こ、この音は」

　今いま頃ごろ気づいたガルタが焦あせって問いかける。はっとルーは身を伏せ、足元の鉄輪に耳を当てがった。

　シャーッ、という氷ひよう上じようを滑べるような音。それに、カチ、カチ、カチ、と何かが断続的に切り替わる響きがまじって、ついには己おのれの耳元でその金属的な音が立てられ、通り過ぎた。

　ルーと同じ事をしてみたガルタが、訝いぶかって、顔を上げた時。

「ルー！」

　アクアクの一いつ喝かつ。反射的に飛び上がり身構えたルーは、顔面に一線の引きつりを感じた。

　橋きよう上じようを、巨大な獣けものが猛突進してくる！

「！！！」

　声にならぬ声を上げたのはガルタ王子。彼は今までにこんなばかデカく、不ぶ格かつ好こうで猛もう烈れつな動物を見た事はなかった。いや、彼だけではなく、ルー・ヴァイアとてお目にかかった事はない。

　ギラギラ目ま映ばゆい光を放つ双そう眸ぼう。全体的に四角張り、体たい毛もうは無いのか青白い肌がテカテカ輝いている。足は短いのか、ほとんど見えないというのに、その速さときたら、一瞬前に見た時は拳こぶしほどしかなかったのに、今はすでに見上げるほどまでに──

（間に合わん！）

　蹴けり殺される！

　目を固くつむった。パアッと怪あやしげな眼光が瞼まぶたを貫く。肌で感じる距離に不快な音がドップラー効果で近づき、脳に響くほどまでになった、その時。

　強い牽けん引いん力りよく。

　怪力少女と称された娘は、言葉なく、都育ちの二人をゴミの如ごとく搔かき寄せその腕にして、一気に跳ちよう躍やくしたのだ。

　ルーはアクアクの倍、ガルタにしたって一まわり大きい、その二人を、屁へとも思わず抱かかえて、悠ゆうに三メートルはあろうかと思われる巨きよ獣じゆうの背に飛び乗ったのだ。さすがに、妙みように堅い背の上に着いた時は、彼女の息は乱れていたが。

「──……？」

　肢し体たいの四し散さん、もしくは潰つぶれることを思わず期待していたルーは、なんの変化もないのに釈しやく然ぜんとせず、目を開いて拍子抜けした。

「な、なんだ……？」

　死を期待した者は、その事象以外自分に何が起こっても、てんで無む頓とん着ちやくらしい。ルーには、どうしてこうなったのか、一体どこにいるのか、全まつたく判わからずにいた。判るのは、座すわり込んでいる自分の足元で、アクアクが手をついてぜいぜいしている事……。

「アクアク!?」

　手を伸ばすとピタリと荒い呼吸は止まり、一ひと言こと、

「ガルタが死んだ」

「げっ」

　ギョッと声を上げてから一瞬後、ルーは、ああまたか、と何やら疲れた吐と息いきを洩もらした。

　案の定じよう、ガルタ王子は自分の傍かたわらで失しつ神しんと洒落しやれ込んでいた。




「ともかく、こいつを止まらせよう」

　と、黒と金の髪を強風になびかせ、ルーは這はいつくばった。立ち上がるとそのまま後ろに飛ばされそうだった。

　それにしても、この獣けものの体長ときたら、呆あきれるくらい長いのである。蜿えん々えん長ちよう蛇だとはこの事か、果ての尾っぽは豆つぶほどに見える。蛇へび。そうか、蛇だ。このつるつるした体といい、長さといい、足が無いという事は、立りつ派ぱなうわばみではないか。この歯にキリキリくるような音は、蛇の地を滑すべるそれに酷こく似じしているではないか。

　となると。

（四つ足の停め方は知っているが、蛇うわばみの停め方なんぞ、俺おれは知らんぞ）

「おい、アクアク」

　ルーの呼びかけに、少女が寄ってくる。

「お前、蛇の停め方を知ってるか？」

「首を摑つかんで、しっぽ摑んで、嚙かみつく」

「あーあ、お前に聞いた俺おれが悪かったよ」

「そーだ、ルーが悪い」

　解わかって言ってるのかなあ、と疑わしく感じるルーであったが、このままでは埒らちがあかないと、まずは馬と同様に首筋を叩たたいてみようとした。

　どこが首かなんぞは気にせず、ルーは脇わき腹ばらとおぼしき所に手を伸ばし、ぴたぴたと叩いてみた。

「ほら、停まるんだよ、停まってくれ」

　脇腹は、眼光と同じように発光していて、まるで宝石のように輝いている。

「ほらほら。うーむ、やっぱり無む駄だか」

「ルー、私がやる」

　腕を組んだルーの返事も待たずに、アクアクは進み出ると、脇腹と背の境辺あたりに走っている溝みぞに両手を掛けると、ぴょんと跳とんだ。

「あ!?」

　くあく。そう叫さけぶが早いか否か、彼女は思いっきりもよく、手の代わりに足で脇腹を蹴けりつけていた。

　ガッシャーン！

　破音が風に搔かき消されたとともに、少女の身体は蛇の体内に埋まい没ぼつした。

「アクアク！」

　ガバッとルーは顔を脇腹に張りつけた。目を疑う気持ちで。アクアク。それだけを思って。

　それを目にした時、確かにルーは目を疑い、点にさせた。

　彼の可愛かわいくてたまらない少女は、うわばみの体内で、弾はじけ散ったガラス片で切ったのか、右腕の傷を嘗なめていた。

　体内は空くう洞どうだったのだ。

　ルーは口元を押さえた。

　これは、うわばみなんかでは、動物なんかではない。

「…………」

　じっとりと、背中が汗ばむのを感じた。

「アクアク。ガルタ王子をそっちに下ろすから、受け取ってくれ……」

「ここにいていいのか」

「いい……」

　それだけを喘あえぐようにルーは言い渡すと、気絶中のガルタを下ろし、自分もその中に飛び込んだ。

（これは）

（廃街モームの住人の車だ）

　車といえど、馬車のように動力となる馬は無し、御ぎよ者しやとなる人間もおらず、それでもこんな細い道を踏み外はずしもせず、いったいこれは如い何かなる魔力のなせる技わざなのであろうか。

（禁断の地。これが禁断の、失われし楽園ユートピア）

　ルーは車内の両脇に取り付けられた長なが椅い子すに、のろのろと腰を掛けた。アクアクがそれに倣ならって座席に飛び乗り、彼の膝ひざの上で丸くなっても、茫ぼう然ぜんと手を置いただけであった。

（見る）

（見るのか）

（真理──真実？　過去を見るのか）

（今の俺おれ達に、何が関係あるという）

「眩まぶしい」

　少女はそう呟つぶやくと、ルーの胸に頭をなすりつけた。それで目が覚さめたように若者は顔を上げた。

「アクアク？」

「眩しい、眩しいぞ。私も寝る、寝るんだ！」

　断だん固こたる態度でアクアクは喚わめくと、有う無むを言わせぬ強さでルーの肩掛けを引っ張り、それにくるまった。

「うわわ、こらっ！」

　と、怒ど鳴なった時はもう眠っていたりして。

「…………」

　暫しばし寝込む少女を凝ぎよう視ししていたが、仕方なく背もたれにのしかかった。俺だって眠りてえよ、とボヤかずにはいられない。

　ルーは窓の外を見た。

　高い。

　さっさと王子殿下は失神してくれてよかったものだ、と今いま更さらながら胸をなでおろした。

　廃街モームの車は、時とき折おり高層建築物内へと突入し、中のがらんとした、まるでダンス場のようなホールを通り抜けて、再び橋へと戻る。察するに、そこは停留所なのであろう。何か名前らしき文字が書かれてあるが、スピードが速く、その上、ミミズがのたくったような見たこともない言葉なので、読める訳わけがない。

　背筋に感じる微動。それは何ともいえぬ眠気をそそる、単調で静かな揺れだった。

「……ま、どーにかなるさ。きっと」

　開き直ったルーの瞼まぶたはとろんと半開きになり、ほとんどくっつきかけて、薄暗い街並みを眺ながめていた。

　始め、自分はすでに夢中にあると、ぼんやり考えていた。

　次に、目がぼやけているのだと思った。

　はっと目を見開いた時に、それが街の灯とう火かである事にようやく気がついた。焦あせって立ち上がりかけ、膝元のアクアクの為ために座り直す。首をひねって見るその風景は、なんという事だろう。見る見るうちに街の此こ処こ彼処かしこから、ぽつぽつ灯火があがり、日昼の如ごとき照明で街を埋めつくしてしまったのだ。そしてその輝きは次し第だいに増していき、ついには星月夜の空までに侵入して、彼らの光を搔かき消した。天空は白々と、まるで曙しよ光こうの如ごとき様相でいる。

「なんなんだ、この光は……」

　啞あ然ぜんとするルー。この箱の天てん井じようからの光もそうだけれど、いったいこれほどの熱量を、光源を生みだすシステムはどのようになっているのだろうか。政府の科学技術省だって、ここまで開発は進んでいない。

「…………」

　ルーは頭を抱かかえた。

（いかん。考えると訳ワカメになる。見流そー、見流そー）

　側はたから見れば気がふれたかの如きへらへらした笑いを上げる。

　だが、笑いはそのまま強こわばってしまった。

　幾度目かの停留所に突入した時、車は唐とう突とつに減速し、ガクンと前につんのめった。と同時に光も一気に明るさを増し、その目ま映ばゆさに反射的に瞼まぶたを閉じる。

　ついに、蛇へびは停まったのだ。

　確かにどーにかなるものであった。

　空気が抜けたような音に、脇腹の一部が左右に、観音開きに開いていく。昇降口だ。

　皓こう々こうたる照明。

　白い床。壁。天井。

　がらんとしたホール。

「いらっしゃい」

　不意にかかった少女の声。琴線を鳴らしたような、高い調子の声で、彼女は天から降ってきたか地から湧わいて出たか、扉とびらの前に佇たたずみ、ルーににっこり微笑ほほえみかけた。

「やあ」

　手を上げて対応するルー。ちょっと驚いたように彼女は小首を傾かしげ、

「貴方あなた、オドロかないのね」

「今いま更さら、何に驚きゃいいんだ。あんたは幽ゆう霊れいか？」

「ちゃんとした人間よ。あなたがたがこの街に入って来た時からお待ちしていたわ。さあ、出ていらっしゃいな」

「この二人をかついで？」

「仕方ないわね。王おう太たい子し殿でん下かの方は私が持ってあげるわ」

　彼女が言うが早いか、対向の座席に横たえられていたガルタ王子の肢し体たいはふわりと浮ふ上じようし、すっと扉から出ていった。ルーもアクアクを抱かかえて車を下りる。

　扉は閉しまり、蛇車は再び走り出した。風圧が彼等を襲おそう。

　呆あきれるほどの長さの車体を、ほーっと半なかば呆ぼう然ぜん、半ば感心の面おも持もちで見ていたが、それもようやく終わると、ルーは少女と対たい峙じした。

　黒々とした、見つめられればどぎまぎしそうなほど大きく円つぶらな双そう眸ぼう。肩に掛かる黒髪は、ぬばたまの闇やみを切りとったように、妖あやしげなぬめりを放っている。線は細いが意志の強い彫りで、厚めの小さな深しん紅くの唇くちびるには、子供らしい人を小こ馬ば鹿かにした笑みを浮かべていた。

「アクアクが起きない。お前、魔法使いか？」

「魔法使いですって！」

　ひときわ甲かん高だかい声を上げると、少女はケタケタ耳みみ障ざわりな笑いをたてた。

「魔法使い、魔法使い！　よしてよ、あんな奴やつ等らと！　私は魔道士。お姉様には暫しばらく眠っていただくわ。私、苦にが手てなの、このタイプ」

「さいですか」

　肩をすくめるルー。アクアクといい、この少女といい、彼の妹といい、全まつたく女というものは根本的に違いがないものであった。

「それにしても、よくいらっしゃいました。それも、一番のパターンを踏んで！」

　そこまで言うと、再度少女は笑った。ルーが苦にがい顔を作るのは、ひとえに彼はパターン化を一番嫌きらっているからだ。が、すぐに開き直り、

「話の先が読めて便利だろう？」

「そうね。辺へん境きようの地での冒ぼう険けん譚たん。一人は王子、一人は勇者、一人は紅こう一いつ点てん。素す晴ばらしく、そこら辺に転がっているような小説の設定だわ。惜おしむらくは、王子ではなくて勇者が主人公である事、そしてヒロインが悲劇どころか、ヒーローを助けてしまう怪力少女である事──だわね」

「こいつはヒロインじゃないよ」

　嘲あざけった口く調ちようで少女が応対したのに、ルーは笑って否定した。あら、と反抗したげな目つきで少女が睨にらむ。

「悲劇のヒロインはちゃんと一人いるのさ」

「一人？」

「トボけたって無む駄だだ。失われし王国の王女アルディシア。此処にいるんだろう」

　同意を求めている風で、しかし有う無むを言わせぬ強い調子で、ルーは言った。瞬間、魔道士は息を吞んだが、すぐに平静を装よそおって、妖しい、媚び笑しようを口元に浮かべた。

「いらっしゃい──案内してあげる」

「そりゃ、どうも」

　くるりと踵きびすを返すと、少女は音もなくすたすた長い紫の衣を引きずって歩き出した。宙ちゆうに浮かんだままのガルタも前進し、ルーもアクアクを抱かかえたまま後についていく。人が良いというか、無む頓とん着ちやくというか、自じ信しん過か剰じようというか、少しは少女を疑っても、半はん信しん半はん疑ぎでもよいから、してもいいものだが、ルー・ヴァイアはまるで『疑う事を知らぬ』ように、ひょこひょことついていくのだった。

「誰だれが主人公かなんて、考えている人間の観点によるからなあ。別にどうでもいいけど」

　不ぶ気き味みに白く輝く床を歩きながら、今度はルーが馴なれ馴れしく言葉をかける。

「この調子でいくと、ワンパターン意表突きが待ってるんだな、これがまた」

「どんな？」

「このガシューの娘が王女様でしたーっ、ていうの」

　阿あ呆ほらしげに答えて、ルーはアクアクを抱かかえ直した。それを横目で見て、

「そこまで貴方の思いどおりにはならないわよ。おあいにくさまっ」

　棘とげ々とげしく魔道士の少女は言い渡すのだった。

　それから彼等は自動階段なるもの──階段の方が勝手に下に向かって動いてくれる便利な代しろ物ものだ。これは乗り始めが難むずかしく、ルーはわざわざいったん動きを停めてもらった──に乗り、階下、階下へと向かった。

　しかし、これがまたいやに長いのである。

　長過ぎて底が、麓ふもとが見えないのである。

　麓。そう、山といっても過言ではなかった。橋きよう上じように登ったぶん、全すべて降りてしまいそうである。前後左右、段々のみでしかも白塗り空間というのは、遠近感覚が無くなりそうだった。

　階段の一段に、一列になって座すわり込む。

「いったい、この階段はどこまで続くんだい？」

「地階までよ、二十六階からね。ここは中央センターなの。ここでこの街の全すべてを管理しているわ、水も光も、さっきの乗り物もね」

「廃街モームは生き返ったのか？」

「生きているのよ、もともと。住民は死んでしまったけど、街はずっと生きているわ。それが廃街モームなの、一人で生存していける街。他の廃街モームは死んでいるけど、此処だけは、亜空間に守られて生き続けた」

「昔は生きてはいない物が生きて、生きているものが死ぬのか。神よ！　て、ところかな」

　他た愛わいなげに、世間話のように会話する二人。

　階段はゆっくりと下降していく。

「お前さん、名前は？　年は幾つ？」

「私を口く説どくおつもり？」

「誰だれがこんなおチビさんを相手にするかいな」

「本命はそのお姉様？」

　キラリと魔道士の漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが、ぬめりを放った。

「百八つ」

「こりゃどーも」

　その面おもてに似つかわしい、陰いん謀ぼうを秘めて。

「お前さんもタルージアの者だろう。革新派バルボアか、王党派ロワルプラアか」

「──革新派バルボアよ」

　声をひそめて、そっけなく彼女は答えた。

「ふーん。ゴモールばあさんは王党派ロワルプラアだと言ったが、お前さん達、仲悪いんじゃなかったの」

「仲良くなる原因を考えてみなさい」

「利害が一致した、かな？　でもそれじゃあ単純……」

「そうよ。利害が一致したの。決して仲が良くなった訳わけではないわ。馬ば鹿かね」

　淡々と答え、魔道士はプイと横を向いた。

「さいですか」

　もう一度、ルーは肩をすくめた。

　階段は続く。延えん々えんと。







　ACT.3







「そう、気をつけてよ。いい、静かにゆっくりと、肩を張らないで。あ、もう少し、私が合あい図ずしたら──はい！」

　合図とともに若き魔道士は目をつむった。そして、

「きゃあっ」

「……どうしてお前さんが悲ひ鳴めいを上げるのさ」

　ぱったりと白はく亜あの床に倒れ込んで、それでも腕にしていたアクアクを潰つぶさないように仰あお向むけになって、ルーは咎とがめた。少女も恥じ入ったか赤らんでいる。まだまだ魔道士然とはしていないようであった。それでもつんけんと、

「何言ってるのよ、私があれほど足元をすくわれないよう注意したのに。さ、早く行くわよ」

　だんだんと愛あい想そがなくなっていく言葉で、ルーは『よっこらしょ』とじじむさく掛け声をかけて立ち上がった。

　少女のヒールと若人わこうどのブーツの、床タイルと触れ合う硬質の音が、廊ろう下か内に響き合う。目も眩くらむ白光体の回かい廊ろう壁に、時とき折おりガラス戸で封じられた棚、いわゆるショーウインドウがあり、得え体たいの知れない物がうっすらと埃ほこりを被かぶりながら陳列されていた。

「ふむ」

　何を考えたのかショーウインドウの一つに近寄ると、拳こぶしを振り上げてルーはそれを叩たたき割った。そして中からパールブルーの短パンを取り出して、しげしげと見つめる。

「それ、女の服よ。貴方、女じよ装そう癖へきあるの」

「アクアクにはかせるの。だってこいつなんにもはいてないのに、こんな短い服着ているんだもん。女は腰から冷えていくっていうし、目のやり場に困るかんねえ」

　ちょっと上目使いにルーは説明する。やはり照れているのだろう。それを呆あきれた面おも持もちで見て、少女はガルタを操あやつりつつ再び歩き出した。

　照れている割わりには、何食わぬ顔で短パンをはかせているルー。それから凝ぎよう視しして言うには、

「うん、やっぱ冷えちゃ、まずいよな」

「早くなさいよ」

　窓もない幾き何か学がくの線で囲まれた空間。足元がまるで宙ちゆうに浮いているような、おぼつかない感触。歩いているうちに、すぐ傍かたわらに壁が迫っている気もして、実際真っ直ぐに歩けず、いつの間にか斜めに進んでいる事もあり、ぶつかる手前で、『げ』と声を上げる事もしばしば。

　よくまあ、こんな所で廃街モームの奴やつ等らは生きていたよ、と感心せざるを得ない。

　それでも暫しばらく歩ほを進めていると、目も感覚も慣れて平へい衡こうを保つ事が可能になったが、異常なまでに潔けつ癖ぺきを誇張した白はく亜あに対する不安は拭ぬぐいきれなかった。

「ここには他に誰だれかいるのかい？」

「いるわ。故こタルージアの隠道族が」

「革新派も、王党派も？」

　さりげなく尋たずねたルーに、少女は小悪魔の笑みを口元に浮かべたきりだった。

「君は卵を見た事があるか」

「ないわ」

　あっさりと答え、そして彼女は付け足した。

「そして、誰も見た事がない」

「へ？」

「見られなくなったのよ、馬ば鹿かね。本当にこんな奴やつ等らでよかったのかしら。いいわ。駄だ目めでもともと。ここでさよならだわ。貴方に風と時の御ご加か護ごがありますように」
















　頓とん狂きような声をルーが上げたのも無視して、儀礼的な別れを告げると、唐とう突とつに少女の姿は搔かき消えてしまった。

　つん、と巴は旦たん杏きように似た匂においが残る。

「……時から見捨てられた土地なんだろーに、此処は」

　ちょっとピントの外はずれたところでムッときているルー。彼女が置き去りにしていった事実にはまるっきり無関心でいる。

　とはいうものの、このまま佇たたずんでいる訳わけにもいかず、さてどうしたものかと首を傾かしげた。

「どうして引き止めなかった？」

　怪け訝げんそうな声。振り向くと、床面に寝かされていたはずのガルタ王子が、眉まゆをひそめて座すわり込んでいた。

「気づきましたか」

「とうの昔に。ずっと眠ったふりをしていた」

「行きたい者は行かしただけです。不満ならどーして自分でしなかったんで？」

　所しよ詮せん、ルーはガルタが口で勝てる相手ではない。少年はさっと赤らんだ。

「別に。尋たずねてみただけだ」

　プイと顔を逸そらしてしまう。

　ともかく、ルーはガルタに失しつ神しんしていた間の事の成り行き、状況などを説明し、察するところ、ここは地下道で、それは迷路の如ごとく入り組み、街の下部に張り巡らされている、そして、この先に目め指ざす『王女の卵』はあるらしい、と加えた。

　アクアクが二人を助けたと聞いて、女に救命されたとあって自じ尊そん心しんを傷つけられ、不ふ機き嫌げんになるかと思いきや、王子は眩まぶしそうに目を細めて、従者の腕の中で熟じゆく睡すいし続ける少女を見つめていた。

「でも、どうも巧うまくいきすぎではないか。このままではすぐに卵を見つけてしまう。罠わなではないだろうか……」

「罠、というよりも本当に王女に近づけない、んじゃないんですか。見られなくなった。そう言ったでしょ。バルボアは戦乱の際、王女をかっさらった。殺さずに。何の為ために？　時が来るのを待って王女を卵に封じ込めたが、その中で王女は力を発はつ揮きして、バルボアを寄せつけなくしてしまった」

「それをこちらにやらせようというのか？　馬ば鹿かな。魔道士にできぬものが何なに故ゆえに私にできる」

　腹だたしげにガルタは言い放った。ルーだってそこまで知っている訳わけがない。

「謎なぞはこの中に。ま、ともかく行きましょう」

　という訳わけで、彼等は再び前進する事になったのだが──

　チラリとガルタは従者を覗のぞき見た。いかにも飄ひよう然ぜんとしているくせに、鋭するどい洞察力と判断だ。頭の回転も速いし、何よりも現実的である。こうしてみると、王おう宮きゆうの取り巻き連中の、なんと幼よう稚ちな事か、非現実、妄もう想そう的てきな事か。

　なにか、この男が頼もしく見え始めた。この時からか、王子が傍かたわらの従者を、『ただの傍ぼう若じやく無ぶ人じんで無ぶ礼れいな男』から『ちょっと変わっているが良き家庭教師と言ってもいい男』くらいに好感を持ち始めたのは。

　但ただし、王おう太たい子し殿でん下かの有り難い性格判断にも関わらず、当人は至って『風が吹いてるなー、散歩するかー』であって、『風が吹いてるなー、桶おけ屋やが儲もうかるなー』とは考えないのであった。全すべては彼の運というべきか、それとも意識下がそうしているとしたら、彼はガルタが考えているより、より怪傑な人物であるのだが、果たして真しん偽ぎのほどは……。

「しかし、バルボアとロワルプラアが手を組むなんて、もっとタルージアの事を詳くわしく知ってからの方が、ルー・ヴァイア、引き返した方がいいのではないのか」

「ここまでされてですか」

　ついと伸ばされたルーの指先を追って、ガルタはギョッとなった。

【王女の卵まであと二千二十三メートル！　さあ頑がん張ばろう！】

　十字路の中央に、でんとそんな立札が据すえられ、ご丁てい寧ねいにも指差しマークまで描かれているのだ。まるで彼等の楽しみの的まとになっているよう、いや、完全になっていた。

「殺害せしめんとしているのならば、今ここでしてもいいはず。彼等は我われ々われに進めと強制しているんですよ、引き返した方が危あぶない」

　顔が引きつって何も言えないガルタは、素す直なおに頷うなずいた。二人は立札の示す通り進む。

　言葉が途と切ぎれたのに、先を歩いて後者の視線を受ける羽は目めになったガルタ。落ち着かず、襟えり元もとを整えてみたり、剣の柄つかをカチカチ鳴らしてみたり、いろいろとしていた。だが、ついに、

「私は、王太子、なんだよな」

　夢見が悪く、ずっと引き摺ずっていた。

「王太子という事は、王になるという事だな」

「なんですって？」

　立ち停まった若者の瞳ひとみに、唇くちびるをきつく嚙かみしめた十七歳の少年の姿が映った。

「わ、私は王太子なんだ！　お前達が、お前達がそう決めたのに、どうして私を置いていくんだ！　何な故ぜマリオンと比較するんだ！」

「誰だれも置いてってないじゃないですか」

　唐とう突とつの叫さけびに面食らいながらルーは応答する。しかし、ガルタは堰せきを切ったように叫び続けた。悪夢を振り払うが如ごとく。

「私は私で、弟は弟だ、私だって好き好んで王太子になった訳わけではない、そう決められていたんだ、私にはどうにもできない、それなのに、何な故ぜ私を責めるんだ！」

　何を言われたかったのか判わからない。同情されたかったのかもしれない。叱しつ責せきされたかったのかもしれない。ただ、次にルー・ヴァイアにこう言われるのを望んでいたのではないのは確かだった。

「あ、じゃあヤめますか」

　衝撃一つ。反撃。震え、絞しぼり出すように、

「お、お前も、マリオンの方が、良いと思ってる、のか、そう、か……」

「じゃなくて」

　蒼そう白はくになりつつある王子とは裏腹に、ルーは飄ひよう々ひようと応こたえた。

「王になってから、王をヤめるんです。いや、王制を廃止するんですわ」

　これには意表を突かれた。言葉を把は握あくするまで暫しばし時間がかかった。ようやく出たのは、

「そんな事したら、混乱が……」

「起きないんですよ、この国は」

「政治や、外政に問題が……」

「ないんです。いやあ、一度言おうと思ってたんですけど」

　当初の問題はどこへやら、すでにガルタの興味はルーの話に向けられていた。歩きながらキョトンとした少年にルーは説明しだす。

「セルキアは、百年前の大陸大戦で列国全すべてを敵にして大敗したでしょ。それから国王は戦争責任を取らされて廃はい位い──のはずだったが、戦後処理のヴァルムヘル会議で当時の国質からいって、王は居いた方が何かと便利という事で、王室はそのまま残り、いわゆる象徴となった訳わけです。貴族も、列国も自国の手前、潰つぶす訳にもいかず、残った。しかし、今までの生活が忘れられない王おう諸しよ侯こうは、いつしか遊びを覚えたのです」

「遊び？」

「昔をそのまま再現する、遊び。お判わかりですね、今、王おう宮きゆう、貴族の館やかたで行われている事は全すべて古人が創つくりだしたオママゴトで、実質的な事は何もしていないんですよ。いつしか誰だれもが忘れてしまった、オママゴトである事を。政府もその方が何も騒がずにいてくれるからいいと、惰だ性せいに任まかせて今日まで続いた。だから、いつやめてもいいんですよ、オママゴトは。ただの金食い虫だから」

「そ、そんな……」

　そんな馬ば鹿かな。信じろというのが無理だった。オママゴト。象徴。つまり、飾り。誰だれが王となっても、できが良くても悪くても関係ない。では、今までの自分の苦悩は何だったのだ。いや、自分達の存在の意味は？

「噓うそだと思うなら、王子は王諸侯が政府と会談しているのを見た事がありますか。彼等が作成した案は政府に渡った時点で廃案されているんです。オママゴトですからね。皆が皆して偽いつわっている。芸術もんですよ、これ」

　しみじみ感心して言うルー。呆ぼう然ぜんと聞いていたガルタは矛む盾じゆんに気がついた。

「待て、そういうお前も貴族の一人だ。何な故ぜそんな事が判るっ」

「俺おれは一年前まで家出していたもんですから。それまでは同様オママゴトしてたんですわ。亜東テルゼスカの血が入ってるから、とまあ散さん々ざん苦労しましたけどね、なんてことはない、世間ではテルゼスカどころかモモンカや亜大陸人との混血がうじゃうじゃ。俺は外の人間なんです、もう。だから、こうして軍人衛兵してるでしょ」

　最後の言葉は、貴族だったならわざわざ軍人になる必要もないという事である。国庫が生活費を出してくれるのだから。

　ガルタは頭を振った。

「わ、私には解わからぬ、そんな、いったい、わ、解らない、どうしたらいい、私は……」

「じょじょに考えていくべし。うん、急いだってしようもない事だな。王宮に帰ってゆっくり考える事にしましょう。はい、おしまい」

「あ……分かった」

　確かに、そうした方が良いように思えた。

「ま、当座の問題は、これだな」

　突然、ルーがポカッと何かを叩たたいた。気がつくと、それは二枚目の立札だった。

【卵まで千三百六メートル。さあ君はどれくらい近づけるかなっ？　ごけんとーを祈る！】

「こ、これ、思いきりバカにしていないか」

　憤ふん慨がいしてガルタが声を上げる。ルーも、仕方ないなーと呆あきれた面おも持もちで立札を眺ながめた。いったいタルージアの魔道士達は何を考えているのだろうか。裏をかく気にもなれない。

「だいたい、何が御健闘だ、こんなにていよく進んで近づけるも何もないだろう！」

「そうですねえ、パターンでいえば、こういう時は魔道士が創つくり出した怪物とかが現れるんですけど」

「それは気がつかなかったわ」

　不意に天てん井じようからさっきの少女の声がしたかと思うが早いか、ぼんっと煙をまき散らして緑の肌をしたひょろりと長い男が現れた。一目で判わかる、こいつは魔道士の中でも幻術師だ。

　紳士然とした男は深く被かぶっていたシルクハットを取り、一礼した。顔を上げてはっとなる。

　凶まが々まがしい緋ひの双そう眸ぼう。

「これはこれは、役者不足に気づかぬとは、恐きよう縮しゆくの至りです」

　ギコちない挨あい拶さつ。フフンと男は鼻で笑った。

「さて、どのような怪物モンスターがお望みですかな。でも変わったお方達ですな、もっと進めば私のような者が役者を揃そろえずともすむというのに。やはり隠道人びとと違って、王家のお方は高こう尚しようで風流な事がお好きですなあ。では、早さつ速そく」

　二人が啞あ然ぜんとしている間に幻術師はまくしたてると、ぱっと二人に握り拳こぶしを差し出した。

「さてさて、どちらに卵は入っているでしょう」

　ほとんどサーカスの中で手品を見ているような気分だった。促うながされるままガルタが男の右手を示すと、男はニタリと笑った。

　耳まで裂けているかのように見えた。

「はい、これですぞ」

　ゆっくりと開いた手の中に、どうやって隠していたのか、鶏大の卵が一つ、壁や床の色に埋まい没ぼつしてしまいそうなほど、妙みように白くあった。

「よいですかな」

　何が何だか解わからぬうちに、男は卵を振りかざし、躊ちゆう躇ちよなくガルタの脳天に振り落とした。

「王子！」

　ルーが我われに返って手を伸ばすよりも速く。

　べちゃ。

　卵は割れた。

　どろりと中身が流れ出て、頭の形に沿って前髪を伝い、それは床にべとっと落ちた。

　生卵が。

「……う──べとべと」

「はあい、残念でしたあ。貴方のは外はずれです。カスです。さあ今度はそっちの貴方ですぞ。金と黒の髪をした、貴方ですぞ」

　幻術師の声が低くなり、ふっとルーは軽いめまいに似たものを感じた。アクアクを抱かかえる腕の力が抜けそうになる。

「貴方の卵は左手の方です。よろしいですね。さーなーにーがー出ーてーくーるーでーしょおーかー」

　妙に間延びした声。どんどん男の声は低くなる。

　いかん。

　幻術だ。

　しかし、判わかっていても、もはやどうにもならなかった。

「割ーりーまーすーよー、たーのーしーみーでーすーねー、たーのー……」

　低くなり過ぎて言葉の区別がつかなくなる。同時にあまりの低音のせいか、男の口が動くたびに、どーん！　どーん！　と鼓膜を打ち破りそうな揺れが、波がルーを襲おそった。

　ガチン

　鉄球か岩で頭を叩たたき割られた。そんな響きが、頭ず蓋がい骨こつを伝つたって肢し体たいを駆け巡った。

　駄だ目めだ。

　その思いも同時に駆け巡り、ルー・ヴァイアの身体からだはそれを受け入れた。

　するりと手から重みが抜けていく。

　駄目だ。

　アクアク！

　ガクンと膝ひざが折れ、全身から力が脱けた。

　目の前が白はく濁だくの世界に一変した。







　ACT.4







「お前はいったい何年私と連れ添っているのだ！」

　遠くで誰だれかが怒ど鳴なっている。

「何な故ぜあれくらいの事が分からぬ！　私の面めん目もくは丸まる潰つぶれだ！」

「申し訳わけ……ございませぬ」

　泣きそうな、消え入りそうな声。夫が妻の失敗を咎とがめているらしい。でも、その男の声はどこか聞き覚えがあった。

「謝あやまってすむ事か！」

　続いて平手打ちの音。何か家具が倒れ、乱れる派は手でな音がする。

「全まつたく、とんだ嫁よめを私も貰もらったものだ。社しや交こう辞じ令れいも駄だ目め、礼儀作法も駄目、テーブルマナーさえなっとらん」

　ぼんやりと霞かすみがかったようだが像が見えてきた。どこか貴族の館やかたの一室らしい。男の体格は長身で、なかなかスラリとして肉付きがよかった。女の方はまだ視野内に入ってこない。

「山娘だからしかたないと思って、せめて女としては最高とまでは言わぬが、並程度にでも満足いくだろうと思いきや、夜の方もてんで駄目、そのくせ、一向に孕はらむ気け色しきもないときている！」

　その言葉でルーはピンときた。

　親おや父じだ。

　ヴァイア家の当主ネブラス＝ヴァイアの妻を咎とがめる口くち癖ぐせは、『山娘といって』だった。セルキア版はん図とでも山岳地方を封土とする地方領主の娘であった義母を、そう非難した。幼年の頃ころのルーは、何故自分が此こ処こにいるのに母がそう罵ののしられねばならぬのだろうと、泣きながら母親に問いただそうとしたものである。彼女は口固く閉ざして何も答えはしなかったが、義妹が生まれてから事の事実を告げたのは、何を隠そう父親ネブラスの方であった。

（親父さんはまたお袋さんを泣かしているのか……）

　うつらうつらとそんな事を考える。

「すみません……でした、あなた」

「謝るなと言っているだろう！」

　男の金の髪がうねるのを見た。

　急に視界が鮮明に、そして開いた。

「ヤメロ！　親父！」

　しかし。

　彼は息を止めた。

　傍ぼう観かんする意識とは裏腹に、映像の中に踊り出た彼の前に佇たたずむのは、前髪のみが希薄色の、黒髪黒眼の険けんのある男だった。

（俺おれだ）

（これは、俺だ）

　反射的に背を振り向く。

　アクアク。

　絨じゆう緞たんを敷きつめた床に倒れ込み、うつむいて肩を震わせている女。

　これが、あのアクアクだというのか？

　結ゆい上げられた髪は確かに夕焼の赤で、伏せがちの眼めに収おさまる双そう眸ぼうは例の黄玉トパーズである。しかしその眼光はどうしたというのだ。三十過ぎの男に服従し、怯おびえが四し肢しに現れている彼女には、二十一の若者を閉へい口こうさせ、しかも愛いとおしいと感じさせた不屈の光を宿してはいなかった。

　年は二十五、六であろうか。十四の少女よりも背は伸び、女としての丸みを充分に持っていたが、今では絶対見られない華きや奢しやさ、脆もろささえも身についていた。

　病人のようなぬける白さの肌。痛々しいまでにコルセットで締めつけられたウエスト。

（これは、未来だ）

　漠ばく然ぜんたる予感。これが彼の未来なのだ。アクアクと一いつ緒しよになった後の、ルー・ヴァイアの姿なのだ。彼の父親と同じ行為をしている、この男が。

（この、俺、なのか……）

　見れば見るほど自分にそっくり──当然の事であるが──そして父親に酷こく似じしていた。一度たりとも他人から似ているなどと、また自分でさえこの金髪さえ無ければ真に血を分けた肉親であるなどと信じられぬほど似ていない、そう考えていたのに。

　愕がく然ぜんとした。

　容姿どころか性格まで、年経へるごとに父親のそれと重なってきているなんて。

　昔、父は嫌いだった。

　母をぶつ父が嫌いで嫌いでたまらなかった。憎かった。家出した理由の一つでもあった。

　今は親父さんだ。俺の親父さんだ。

「なんだ、その眼は」

　男と女の中に入って、女をかばうように片かた膝ひざついて男を睨にらみ上げるルーに、彼は苛いら立だった口く調ちようで咎とがめた。

「私に逆らう気か。所有物の存在のくせに、持ち主の私に逆らう気か！」

「オマエハ俺ジャナイ」

「その眼めはやめろ！」

「あくあくニ手ヲ出スナ！」

　二人の怒ど号ごうが重なった次の瞬間、ルーは男の鋭するどい平手打ちを受けていた。倒れたその襟えり元もとを摑つかまれ起こされ、たて続けに打たれる。

　今、ルーはアクアクと同化していた。抵抗する事もできず、殴なぐられ続ける。

（何な故ぜ抗あらがわない）

（何故こんなになってしまった）

（俺が、俺が原因なのか!?）

「ヤメロ！」

　彼女の──彼の手が、男の利きき手を捕とらえた。男のギョッとなった顔が恨うらめしい。

「俺ハ、オ前ジャナイ」

　ゆらりと立ち上がる。

「タトエ、オ前ガ俺ダトシテモ、俺ハオ前トハ違ウ」

「アクアク、どうしたんだ……」

「オ前ハタダノ幻想ダ！　幻想ナラ消エテナクナレ！」

　カッとルーの両手が男の顔を鷲わし摑づかみにした。ぐにゃり。腐くさったキャベツを潰つぶしたかの呆あつ気けなさでそれは崩くずれ、身体からだが倒れ込んできた。

　身体は刹せつ那な、粘液と化した。

　どろりと白はく濁だくの塊かたまりがルーと衝しよう突とつし、そのまま彼を包み込む。

　私はお前だ。私はお前だ。お前は私か？

　粘液の中で何かが共鳴していた。




　彼は紅くれないの大輪の花々に交じった名もない野花であった。

　王おう宮きゆうの一室である。荘そう重ちような金とアイボリーを主体とした部屋の造りには見覚えがあった。

「…………」

　目の前で二人の貴族の男が、辺あたりをはばかりながら語り合っている。薄暗い部屋。麦酒ビールを酌くみ交わし合って、とても団だん欒らんには見えない。二人の面様は陰かげって判わからなかった。

「……ガルタ殿でん下かももうおしまいだな」
















「ああ。あの発案は最初から無む謀ぼうだったのだ」

　知名度の低い貴族らの、どこにでも見られるくちさがないひそひそ話である。

「体制改革など、愚おろかしい事を考えたものだ」

　小こ馬ば鹿かにして鼻で笑う。その言葉には王おう太たい子し殿下に対しての敬意は払われていなかった。

「貴族制度を廃止するだと。全まつたく我われ々われを何だと思っているのだ。自分がああしてぬくぬくと生きていられるのも、我々がいればこそなのに。弟殿下はとてもよくできた御お方かたなのに、俺は昔からあの王子は愚かだと思っていたのだ」

「私も同感だぞ。やはり、始めからマリオン殿下を王太子に擁よう立りつすれば良かったんだ」

「今からでも遅くはない──ガルタ殿下を廃はい嫡ちやくするには、まずあの男を始末せねば。どうせ今回の件とてあやつの口車に乗せられたからであろうに。ふん、男のくせにお喋しやべりな奴やつだ」

　己おのれの事を棚上げして何を言っているか。そう嘲あざけようにも雑草の身では口がきけない。

「しかし、何なに故ゆえに殿下はあんな男を側そばに置いているんだ。俺おれはあの男は嫌いだった」

「得え体たいの知れぬ東亜テルゼスカ女の生んだ者など、そもそもこの宮きゆう殿でんには似に合あわぬ。父親のネブラス＝ヴァイア殿は立りつ派ぱな御方であられるのに」

　雑草の彼は、彼等の話題の人物が自分である事を悟さとった。

「卑いやしい血が出るのさ。ブレンバルト公も気苦労が多かろう。妹姫の夫君はマリオン派か」

「うむ。ブレンバルト公もそうなるそうだ。ガルタ王子派はほとんどいないだろう」

（親父ト敵対スル。妹トモ敵対スル）

（オ袋サンハドウシタダロウカ）

（まりおん王子ハ。がるた王子ハ……）

　憤ふん慨がいはしなかった。愕がく然ぜんともしなかった。ただ、ふざけるなと一笑したかった。嘲ちよう笑しようしたかった。それでも草の身では叶かなわぬ事だった。

　鼎かなえの軽重を問われているガルタ王子。

（俺ハがるた王子ヲ推おシテイル。何な故ぜダ？）

（何故俺ハコノ国ニ居ル？）

　ひょいと一人が彼に向かって手を伸ばしてきた。彼は摘つまれて花群から取り除かれる。

「雑草が」

　プツン。

　花びらが一枚もぎ取られた。同時に彼の意識の一部も搔かき消える。しかし抗あらがう事をする気にもなれず、ただ茫ぼう然ぜんと迫りくる指輪を幾つもはめた指先を眺ながめる。

「あやつも宮きゆう中ちゆうの花畑に咲いたペンペン草よ」

　陰質な低い笑いが洩もれた。男の手は無む造ぞう作さに彼の意識を引きちぎり続ける。




　俺ガ何ヲシタトイウンダ。

　何な故ぜコンナニ責メサイナマレナケレバナラナイ。何故コンナニ悩マナケレバナラナイ。何故コレホドマデニ束そく縛ばくサレネバナラヌ。俺ハ自由ダ、自由ダッタハズダ。

　昔ハヨカッタ。何モ考エナクトモヨカッタ。ドウニカナッテイタ。楽シクヤッテイタ。

「そうさ、むかしはよかったのさ」

　ドウシテコンナニナッテシマッタノダロウ。

「きまってるじゃないか。おまえもそれをわかってるじゃないか、みとめてるじゃないか」

　知ラナイ。俺ハ何モ知ラナイ。

「じゃあおしえてやろう──アクアクだよ」

　ナンダッテ？

「あのあかげのおんなのせいさ」

　スベテ？

「ああ、そうだとも。おまえがあんないやしいおんなをつれてきたのがわるかったのだ。あのおんなは疫やく病びよう神がみだ」

　違ウ──あくあくハ疫病神ナドデハナイ。

「ではなぜこんなところにいる？　おまえはあのひからたびじにつくつもりだったのだろう。だのに、おままごとして、おうきゅうにしばりつけられている。すべてはあのおんながここにいるといいはったからじゃないか」

　ソウ……ダッタカ？

　俺ノ頭ハ必死ニ過去ヲ思イ出ソウトシタ。ドコカニソレラシキモノノ光ガ灯ともッテ消エタ。

「いまのあのおんなにはおまえをひきつけるものはなにもない。いまだぞ、でていくなら」

　出テイク？　あくあくヲ残シテ、王子ヲ残シテ、出テイク？　コノ都ヲ、コノ国ヲ？

「きがかりか？　あののうなしおうじが。おびえるだけのあのおんなが」

　改革ヲ薦すすメタノハ俺ダ。あくあくヲ連レテキタノハ俺ダ。ソンナ無責任ナ事ハデキナイ。

「むせきにん？　けっ、わらわしてくれるぜ。おまえにせきにんなんてことばはにあわない。さあおもいだせよ、むかしを。むかしのおまえはやりたいようにやってたじゃないか。せきにんなんてよわいやつのへりくつだとおもってたじゃないか。あのほうろうのひびはなんだったんだ。いきていくにはじぶんをしんじるしかなかったのに。おまえはこの腐くさったまちで腐ったにんげんになりさがったのか！」

　違ウ！

　俺ハ重イ手て枷かせヲ吹キトバス勢イデ叫さけンダ。

　イ・ヤ・ダ。

　腐リタクナイ──コンナ所ニ沈ミタクナイ。

「あの風をわすれたか？　そうげんでかんじた風を。さばくでみた風を」

　覚エテイル──せるりあん・ぶるーノ空。ザワメク樹じゆ海かい。吹キ抜ケル風。人々ノ活気。

　生キテイル、アソコヘ戻リタイ……

「そうだ、おまえのいるばしょはここじゃあない。おまえは生きたい。あのおんなさえいなければおまえはかえれるんだ」

　殺セ、ト言ウノカ？　カツテハ愛シタ女ヲ。

「できないのか？　めんどうくさいやつだな。そうだ、いっそのこと、つれてこなけりゃ、でるぞんとに置いてくりゃよかったんだ」

　ソウ……ダナ。置イテクレバ、ヨカッタ。

「ああ、そうだ。置いてくればいいんだ。あのやまに。そうすれば生きていける」

　置イテクレバ……

「さあ、そのてを放せ。放すだけでいいんだ。さあ！」

「ルー！」




「アクアク！」

　ルーに呼ばれ、ぱっちりと目を覚さましたアクアクは、次の瞬間床に落とされた。が、すぐさま身を立て直し、続いて倒れ込んだ彼を受け止める。

「ルー？」

　怪け訝げんそうな声を上げる。それにルー・ヴァイアは我われに返った。

　アクアクの髪からお天てん道とさまの匂においが香る。

「ちっ……」

　低い呻うめきを洩もらし、アクアクに支えられ片かた膝ひざをつきながら、ルーは卵が当たった脳のう天てんを押さえた。少しコブになっていた。

「どうした、ルー・ヴァイア。顔色が変だぞ」

　焦あせって傍かたわらに立つガルタが尋たずねる。ルーは首を振り、キッと前を睨にらんだ。

　幻術師の掌てのひらからは手品によく見られる万国旗が垂たれ下がっていた。その一いつ端たんは自分の肩に絡からみついている。

「ふふふ、貴方の卵が当たりでしたな。記念にこれは差し上げよう」

「……あんた、俺に幻術を見せたな」

「はて、何の事かな。いつ私がそのような事をする時間がありましたか」

　にやにや笑って応こたえる幻術師。ガルタも同意を示すか頷うなずいている。

　もう一度幻術師は鼻で笑った。それからシルクハットをかぶると、

「大変お目汚よごしを致しました。これにて私はご免つかまつる」

　一礼して、魔道士少女と同じく搔かき消えた。

「あ、ちょっと待て！」

　ガルタが出遅れて叫さけぶ。しかし、残るは空間のみで、再び出現する気け配はいは無かった。

「……なんだっていうんだ。何が役者不足だ」

　頰ほおを脹ふくらませてガルタが吐き捨てるように言う。ルーは無言のまま立ち上がった。少し、立ち眩くらみがして、少女の肩を支えに使う。それでよろめくほど少女はヤワではない。ただ、

「ルー」

　呼び掛けているでも、咎とがめているでも、また心配しているでもなく、アクアクは彼の名を口にしただけだった。

「馬ば鹿からしい！　行くぞ、ルー・ヴァイア、アクアク」

　癇かん癪しやく起こしてガルタは喚わめき、先頭だって進み出した。それを追って二人は歩きだしたが、すぐにルーは違和感に気がついた。

（そうか、ガルタ王子、今アクアクの名を呼んだのか……）

　そんな些さ細さいな事であったけれど、ルーはそれに気づくほどに今、鋭えい敏びんになっていた。特にこの少女に関して、

（あいつら、俺をかどわかして何を楽しんでやがる）

（いったい何を謀はかっている）

　しかし、それを口に出してガルタと頭を突き出し合って検討する気にはなれなかった。こうなったら開き直りである。何でもきやがれだ。もはや前進あるのみ！

　彼は全まつたくもって気楽な奴やつだった。







　ACT.5







【さあやって参りました、目標地点まであと五百十一メートル！　ここからが正しよう念ねん場ば、我われ々われはここでさよならだ。あとは勝手に君達でやってくれたまえ。ではごきげんよう……】

　もうお分かりだろう。立札である。文面からすると、どうやら最終立札らしいが、この『勝手にしてくれ』と『ごきげんよう』とは何事だ？　読むなり座すわり込んでしまったガルタでなくとも気が抜けてバカバカしさに涙が出そうになる。

「……ルー・ヴァイア」

　完ペキやる気の失うせた声である。

「私は何の為ためにここにいる？」

「タルージアの王女を捜さがす為、です」

「じゃあ、これはいったいなんなんだ？」

　調子の狂った声を上げ、ペンペンとガルタは立札を叩たたいた。さあ、と苦笑して応こたえるしかないルー。突とつ如じよ、ガルタは立ち上がった。

「ルー・ヴァイア。私は考えていた。タルージアが滅ほろびてより十年。今までに何十という者が王女を目め指ざしデルゾントに踏み込み、遂ついに帰らぬ者となった。あの絶ぜつ壁ぺきが、というなら魔法を使えばよい。中にはかなりの魔道士がいた。だとすると、先せん駆く者しや達はタルージア魔道士に殺されたに違いない。しかし、何な故ぜ私達はこうして導かれているのか」

　何の自信か、手を腰に当てがい、言うには、

「察するところ、選ばれたのだ、彼等に」

「その根こん拠きよは？」

　疲れた笑いを浮かべながらルーは尋たずねる。

「何故私達が、と？　それは選ばれる因子フアクターが在あったからだ。そして、残念ながらその因子フアクターを持っているのはこのガルタではない」

　意外にあっさりと自分を対象から外はずす王子。彼等、王家の者は何にも己おのれが主人公でなければ気がすまない、自己中心で、ガルタ王子もその例に洩もれなかったはずなのに。こんな場合は、

「ルー・ヴァイア！　選ばれたのはお前だ！　そう、お前はこれから最後の試練を乗り越え、目的を果たさねばならぬ運命なのだ！　残念ながら私は足手まとい、心残りではあるが、お前を待つ身と敢あえてなろう。ではさらばだ」

「お待ち」

　声高らかに、いかにも後こう悔かいの念でいっぱいだと、有無を言わせず語り、ガルタはルーの両手をしっかと握って踵きびすを返そうとした。それをむんずと襟えり首くび摑つかんで引き戻すルー。

「自分だけ逃げようなんて許しませんぜ」

「は、放せ、こんなのやってられん！　お前だけでも話は進む、もうこんな所はごめんだっ」

　甘やかせばつけあがるし、厳きびしく当たれば卑ひ屈くつになる。困ったものだとルーは肩をすくめた。

「ええいっ、情けがあるんならその手を放してくんねえ！」

「なにを時代がかったコトを。第一俺に選ばれるような因子フアクターは無いじゃないですか。押しつけはごめんでい。王子が始めた事なんだからご自分でケリつけて下さい！　だいたい、因子があるとしたら、俺じゃなくてこのガシューの娘の方に──」

　揉もみあっていたルーの言葉が不意に途と切ぎれた。相手が急に力を抜いたのにバランスを失って、ガルタ、よろめく。

「……アクアク？」

　眼前で手を振るというよくある行動をとってみる。しかし、反応なし。少女は顔を強こわばらせて目を見開き、驚きよう愕がくのポーズでいた。ルーの肩掛けを固く握り締めて凝ぎよう固こしている。

「？　お前、どーしたん？」

「──出た」

　ボソッと抑よく揚ようなく呟つぶやくアクアク。あ？　と聞き返してルーは耳を寄せた。

「でたあっ！」

「うわっ！」

　雄お叫たけびとともに静まっていたアクアクの緊張が一気に解とけ、がばっとルーの頭にしがみついた。

「わ、わ、わ、何をやってんだっ」

「出た、出たっ、出たあっ！」

　絶ぜつ叫きようというか叫きよう喚かんというか、決して悲ひ鳴めいには聞こえない声を上げる。ルーの頭ず上じようであれやこれやの大騒動。その暴れようにルーも顔面に蹴けりを食らうのを避さけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「うわ！　うわあーっ！」

「こらアクアク！　あ、いてっ。落ち着くんだ、うわっぷ」

　分ふん別べつがなくなってもがく少女の服の裾すそがまくれて顔に覆おおいかぶさり、息が詰まるルー。

「で、出た？　でたでたって、な、何が？」

　このアクアクにしてこの態度に、すっかり動揺して四方八方にせわしなくガルタは視線を投げた。

「出、出た出たって、いったい──出た」

　唐とう突とつに王子の声が間抜けたものになった。拍子抜けた、目が点の状態で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

「え？　何が……」

「ぎゃあああああっ！」

　鼓膜が破れなかったのが不思議なほどの音量でアクアクは喚かん声せいをぶちかますと、何がなんでも放すまいとルーの首っ玉にかじりついて、そのまましーんとなってしまった。

「ア、アクアク？　お前いったい何を発はつ狂きようしとんだよ。こら、どーした」

「出たんだ、ルー・ヴァイア」

　淡たん々たんとアクアクに代わって答えるガルタ王子。少女の身体からだの隙すき間まからまなざしを向けたルーは、思わず絶句してしまった。

「……で、出たって、これ……が？」

「他に何がある」

　自分が疑われたようにムッとなるガルタ。

　王子の腕の中にいるもの。意表を突いてそれは黒猫だった。ほどよく成長し、漆うるしのつやを放つ極ごく上じようの毛並を持っている。縦割れの黄玉トパーズの双そう眸ぼうが、ルーの黒こく瞳どうと合った。

「ね、にゃんこが……？」

　何か飛び出してくるのではと、恐る恐るルーは猫に手を伸ばしかけた。途と端たん、

「ぎゃああっ！」

　反射的に双方ばっと跳とびのく。それから顔を見合わせ、申し合わせたようにルーとガルタは肩をすくめて、吹き出した。

「弱み、と見た」

「なるほど、ミもココロも『ガシューの娘』な訳わけね。いかにも鳥らしい反はん応のうだ」

　何を感心しているのか、ふむふむ一人で頷うなずくルー。王子もこの表情少ない少女にさえ天敵があると思うと、どこかしらこそばゆく、腕の中の猫とルーの頭上のアクアクを、幾度も見み比くらべてしまうのだった。

（でも、なんでこんな所にネコが……？）

　小首を傾かしげげるガルタの記憶に、翩へん翻ぽんとひるがえる緑と赤の格こう子し縞じまに金の楔くさびが縫ぬい込められていた旗が閃ひらめいた。

　緑は大地を表し、赤は血脈を表し、金きん楔せつはタルージアの守しゆ護ご神しん、猫びよう面めん人身のタラア神を象かたどっている。故ゆえにタルージアを象しよう徴ちようする聖なる獣けものは猫だ。という事は、

「王女はすぐそこだ！　行くぞ皆の者！」

　目標物の存在を確信した途と端たんに、現金にもガルタは意い気き軒けん昂こうとなって駆けだした。こめかみ付近を圧迫されて喚わめいていたルーも、追いかけようとして、うっとたたらを踏んだ。

　ひたひたと、白はく亜あの回かい廊ろうの彼方かなたから蠢うごめき寄せつつある波。それを目前にしてガルタも走り出す格かつ好こうのまま凝固している。

　ルーの首にしがみついていたアクアクの、頰ほおに押しつけた胸がピクンと微かすかに震えた。

　ゆっくり顔を上げる。

「！！！」

　次の瞬間には、ルーを束そく縛ばくしていた全力が抜け、少女の瘦やせた肢し体たいが肩上から傾かしいだ。

「!?　アクアク!!」

　間かん一いつ髪ぱつでアクアクを抱きとめるルー。少女は白眼をむいたまま悶もん絶ぜつしていた。

「こらっ、こんな所で失しつ神しんするんじゃないっ」

　そう叱しかりつつも、一方では発狂する前に失神してくれてよかったと、ルーは安あん堵どの息を洩もらしていたりして。ともかく背負い直して、彼は王子に寄り添った。

「王子、アクアクが伸びちまいました。すみませんがこれから先は」

「るっ、ルー・ヴァイア、なんだっ、これは。こいつらも卵を守ってるのか」

「そーなんですか？」

　思わず聞き返す。となると、ますます前進は困難なものになる。ここは一つ、王子に腹を据すえて一人で行ってもらわねばならない。

　他人が動揺すればするほど、沈着、というか第三者になっていく性格のルー。彼はげんなりと目をヒラメにしてそいつらを眺ながめた。

　お判わかりだと思うが、それはにゃんこの大群だった。ゆっくりと足並み揃そろえて彼等に歩み寄ってくる。その数は二百を超えそうだ。

　潮うしおの如ごとく、回かい廊ろう満面にざわざわと、鳴き声一つ上げず統一をもってにゃんこはやってくる。アクアクが気絶しても仕方ない。ルーが見たって気け圧おされるものがあった。

　そもそも大群というものが気持ち悪い。猫にしろ、ネズミにしろ、蠢うごめくものが一ひと塊かたまりとなってわさわさやっている風景を想像してみれば、多かれ少なかれ、後ずさりしてしまうだろう。人間の場合も然しかり。大群で喜べるのは魚ぐらいなものである。

　大小さまざまなにゃんこ。血種も豊富で、今すぐに万国大猫展が催もよおせそうである。

　猫屋敷。そんな言葉がルーの胸きよう中ちゆうをよぎった。では、猫屋敷につき物、といえば、

（怪談？　おいおい、冗談じゃねーぞ）

　そういえば、故こタルージア王国の王おう宮きゆうアルネボナ宮殿は、巷ちまたで噂うわさの猫屋敷だったそうな。

「わ、くすぐったい」

　甲かん高だかい声を上げてガルタが跳とび上がった。いつの間にかにゃんこたちは足元までやってきて、わらわらと群がっていたのだ。股またを擦すり抜け、目を細めてすり寄ってくるところを見ると、どうやら歯向かってくる気はないらしい。

　見る見るうちに足の踏み場もなくなっていく。

「こいつら正しよう念ねん場ばとは関係なさそうですよ」

　甘かった。

　王子と目が合う前に、ルーは黒猫と目を合わせてしまった。

　にんまりと、チェシャア猫のようにそいつは笑った、気がした。

「関係ある！　これでは前に行けぬ！」

　ガルタが言い終えるが早いか否いなか。

　チェシャア猫の口がパッと開いたかと思うと、その口こう腔こう内から何かが飛び出し、べちっとルーの鼻先にへばりついた。

「わ！」

　突然の事に驚きよう愕がくの声を上げ、とっさに払い落としたルーは、それを覗のぞき調べてもう一度、喚声を上げそうになった。

　さて、ここで問題を一つ。

　人間には訳わけもなく怖こわい物が幾つかある。別にそれが襲おそってくるとか嚙かみついてくるとか、まして罵ののしりいじめてくる訳でもないのに、不安と恐怖に陥おとしいれられるのだ。血を見て倒れるなど良い例である。それには個人差があり、銀紙がダメという奴やつもいれば、庭でポテポテ歩く鳩はとがダメという奴もいる。が、それでも万民共通の物もある訳で、例たとえば、暗くら闇やみ。夜中のトイレ。死体。ナメクジ。そしてゴキブリ。一部の人を抜かせば、誰だれでも一度は恐怖感、嫌けん悪お感かんを抱いだいたに違いない。

　そこで質問だ。

　ただいまルー・ヴァイアを二度も驚かせた奴やつは、その中のどれであろうか？

　答えは簡単だ。猫の口から『夜中のトイレ』が飛び出してくるはずがない。

　それは茶ちや褐かつ色しよくの、テカテカに輝く背を持ったゴキブリだった。

　さあ、ゴキブリの現物を、いや絵でもよい、このさい想像でもよいから見てみよ！　まさにこれこそ筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい代しろ物ものである。という訳で尽くさない。くわばらくわばら。

「今のは何だ、ルー・ヴァイア」

　キョトンとした面おも持もちで尋たずねてくるガルタ。しかし、ルーがそれを答える手間はなくなった。何な故ぜなら約二百の猫が一いつ斉せいに口を開き、口腔からババッとチャバネゴキブリが飛び出してきたのだから。

　ばたばたとまっしぐらに飛んできたチャバネゴキブリと、いったい何が起こったのか把は握あくしきれず呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいたガルタはキスをした。それが堰せきを切った。

「う、うわあああああーっ！」

　先程のアクアクに負けず劣おとらずの悲ひ鳴めい。そしてにゃんこに四方を囲まれているにも関わらず、王子は逃げ出した。一足ごとに猫が踏み潰つぶされるが、もはや非道などと言ってられない。ルーも然しかりで、肩掛けを頭からかぶって駆け出す。

　視野が全すべて茶色で、ブンブンブンと気の狂いそうな羽音が四角い空間に鳴り響く。ばちっばちっと硬かたい殻からが全身に叩たたきつけられる。

　無む我が夢む中ちゆうだった。

　空一面のゴキブリ。別に彼等は飛んでくるだけで、敵意も殺害心も持っていないのだが、無む性しように恐ろしかった。口を開けばその中に入ってきそうなので、絶ぜつ叫きようできず、恐怖を散らせられない。そうしてそれが心中で蓄積され膨ふくれ上がり、どうにも押さえ切れなくなった時、ようやくゴキブリ空間から抜け出す事ができた。それでも暫しばらく走り続け、ようやく歩が緩ゆるくなってどちらともなく二人は膝ひざをついた。

　口を開かなかったついでに息まで止めていたらしく、ぜいぜいとガルタの息は荒い。ルーも動どう悸きが速く、表情が張りついていた。

　王おう宮きゆうの最も清せい掃そうの行き届いた一角に住むガルタは、ゴキブリを見るのは初めてだった。噂うわさには聞いていたが、それにしてもなんていやらしい光こう沢たくであったろう！　あの形はいったい何だ？　触しよつ角かくが頰ほおを掠かすった時のおぞましさ！

　ゴキブリの姿を思い出して、ガルタはゲロを吐きそうになって口を塞ふさいだ。

　ルーはゴキブリが苦にが手てだった。ナメクジもカタツムリも嫌いだ。身の毛もよだつ。

（あ～、やだやだやだ）

　二人して胸を搔かいていた。

　猫にゴキブリ。猫はともあれ、ゴキブリが正しよう念ねん場ばだったとは……。ようやくにして、あの魔道士の少女が卵を見られなくなったという理由が判明したのだ。

（そういえば聞いた事があるぞ。ゴキブリの繁殖力は絶大で、ついでに生命力も強大で）

（殺虫剤も始めは効果があるが、暫しばらくするとゴキブリの方がそれに慣れて効きかなくなり）

（魔道の場合も同じ事が言えるのだと）

　ルーはいつものように虚むなしく笑おうとした。だが、ひくひく口元が引きつるだけだった。

　しかし、あのにゃんこもゴキブリも、どこから湧わいて出たんだ？

　ガルタとルーは顔を見合わせ、はあ、とため息をついた。







　ACT.6







「ゆ、行くぞ、ルー・ヴァイア」

「はあ……」

　気のない返事。それでもガルタは一大決心が揺らぐのを許さず、角を忍び足で出た。

　目の前に広がる眠り猫群と壁にへばりつくゴキブリ群。妙みように静か。時とき折おり視野の隅すみでゴキブリがカサカサ斜めに走っていくだけで、まさに嵐の前の静けさだった。

　抜き足、差し足、忍び足。

　原始的な手段ではあるが、二人は『寝た子を起こすな前進』をとる事にした。が、猫の方も伊だ達てに番人をやっている訳ではなく、斥せつ候こう猫が首をもたげて二人を見、一声した。

　当然二百の猫はその声で起き上がり、暴れ出す。すると一万以上のゴキブリが触発され、空を飛び交かう。

　進撃の意は海の藻も屑くずと消える。

　これがすでに十回は行われていた。こうなるとガルタはやっきになり、意地でも卵まで辿たどり着こうとするのだが、この単純攻撃は無む謀ぼうという事がまだ判わかっていないらしい。

「王子い、もっと別の方法を考えましょうや。埒らちがあきませんって」

「うるさい！　私は負けん！」

　良く言えば一いち途ずな人間。悪く言えば単純バカ。十一回目の失敗にルーは少々疲労を感じ、その場に座すわり込んだ。

（あの生理的な悪お寒かんさえなければなあ……）

　魔道士にできない事がどうして一いつ介かいの王子と従者にできるというのだ。

　ゴキブリなどに何をうだうだ言っているのかと思ってはいけない。奴やつ等らは他の虫や動物とは別格なのだ。なにせ人間は死んでもゴキブリは生き残ると言われる世の中である。総勢百万はいそうなゴキブリに対して人間二人はなんて無力な物であったろう。ああ、ゴキブリは強し！

（しかし、三日経たてば恩を忘れる猫がここまで統とう率そつされた行動を）

（いったい何が突き動かしているんだ？）

　その時、腹部に急に圧迫がかかったのに、ルーはギョッとなって振り返り、そして安あん堵どの息をついた。

「アクアク、気がついたのか」

　ルーに抱きついたままのアクアクは何も応こたえなかった。唇くちびるを嚙かみしめ、何な故ぜだ、そんなやりきれない怒りを瞳ひとみに燃やして。

　確かに彼女にとっては不本意な事であろう。力量関係で見ればアクアクの方が遥はるかに勝まさっているし、奴ね等こは彼女に対して襲しゆう撃げきを仕掛けてくる訳わけでもないのに、何故か身体からだが反応してしまうのだから。これも訳もなく怖こわい物であった、アクアクにとって。

　だから、悔くやしかった。彼女の世界観における矛む盾じゆん。許容出来ない一線。

　少女は野生であった。そして人間であった。野生になりきれず、人間になりきれず、危あやうい線で双方を取り入れ双方を取り除き、彼女はまさしく『大地に生きる人の子』なのだ。

「──ルー！」

　唐とう突とつにアクアクが飛び起きた。

「私は戦うぞ！」

「へ？」

　もしや中央突破などと言い出すのかと思いきや、アクアクは懐ふところに手を突っ込むと、全まつたくどこに隠し持っていたんだか、細長い三センチほどの黄色い果実をボトボト取り出した。

「……また、たび？」

「またたび？　なんだそれは」

　何事かとガルタが寄ってきて、一つ摘つまみ上げる。どうやら越えつ冬とうしたらしく硬かたかった。

「猫の好物だ。これを食べると酔っ払う」

　淡たん々たんと説明し、アクアクは床に散らばった掌てのひら一杯のまたたびを集めた。それに彼女の意い図とを悟さとるルー。

「あ、なるほど。それじゃあオトリ作戦といきますか」

「ん、そうだな」

　ガルタの同意を得ると、ルーはアクアクの手からまたたびを半分取った。

「俺おれとアクアクでにゃんこの相手をしているから、その間に王子は進入して下さい」

「え!?　私が一人で!?」

　予期しなかった事にガルタ王子、仰ぎよう天てんする。あいにくと彼は、『王子が一人で危険に挑いどむ』図式は成り立たない頭の構造をしていて、二つに分かれるとしても、まさか自分が一人の方になるとは思ってもみなかったのだ。

　しかし、ここでどんなにガルタがじたばたしても、一いつ向こうに気にしないのがルーである。

「行くぞ、アクアク」

「えい、えい、おーっ！」

「……お前どこでそれを覚えた訳？」

　なんやかんやと騒いでいるうちに、たたと二人は走り出た。

　十字路に佇たたずみ、二人、構えをとる。

「投とう擲てき！」

「とーてきー！」

　五、六個の皮を開いたまたたびを投げつけると、すぐさま二人は反対方向に快走した。

　数秒後、怒ど濤とうの如ごとく追いすがって駆け行く猫の一群と、それに追い立てられてバサバサ雨雲のように突き進んで行くゴキブリ塊が通過。そこからちょいと離れた所で、呆ぼう然ぜんと見守るガルタなど完全無視で、延えん々えんと続く激げき浪ろうは二人を追って回かい廊ろうのいずくかへと去った。

　すっかりと敵群が消えてしまうまで、ガルタはたっぷり一刻かかった感じがした。

　嵐の去った跡あと。床に糞ふん尿にようやらの汚お物ぶつや、おびただしい数のゴキブリの死し骸がいが散乱している。死骸の大多数は嚙かみ砕くだかれた形けい跡せきがあり、もげた六本の針金のような足や弓ゆみ形なりの触角が、まぬけのように落ちていた。深皿形の、油のる体部がひしゃげ潰つぶれて、亀き裂れつの入ったその部分から体液が弾はじけ出ている。どろりと粘ねばり気のあるそれには、透黄色の液や深緑ビリジアンの固形物の粒が混じっていた。進むにつれ、それはだんだんと酷むごさを増し、ガルタは口を押さえた。

　それにしても、何という異い臭しゆう！
















　ゴキブリ本来の臭においに加えて、猫の汚物にゴキブリの体液！　幾種類かの悪臭が混こん沌とんとしたその空間は、もはや人外の境地であった。一ひと嗅かぎごとに卒そつ倒とうしかけるのを、倒れたらよけい泥沼に浸つかるだけだと、ふらふらしながらもガルタは一秒でも早くの脱出を図はかった。

（王おう太たい子しガルタ・アリーム、デルゾントにてゴキブリ臭しゆうに死す──）

　そのフレーズがぐるぐる回る。ガルタは無意識に手を伸ばした。どんよりと重く喉のどにわだかまる邪じや気き、そして疲労感。心とは裏腹に歩みが遅れてくる。

（死ぬのだろうか）

　死ぬ？　こんな所で？　誰だれにも看み取とられず、一人で？　こんな、日の当たらぬ、得え体たいの知れぬ所で？

（日の当たらぬ……）

　ぽっと水晶体に、先程まで側そばにいた少女の姿が、鮮あざやかに映った。

（アクアク──わがままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなムスメ）

（粗そ雑ざつでガサツで、会え釈しやくの一つも知らず）

（ルー・ヴァイアの少女、赤い髪をした……）

　覗のぞくのは太陽の双そう眸ぼう。黄玉トパーズにめくるめく輝きを放つ、堅けん固ごな意志の眼。頑がん是ぜない子供、ガシューの娘。

（魅み惑わくだ）

（太陽の魔力だ）

（燦さん然ぜんと……眩まぶしい）

　澄すんだ金色の光が視野に染しみていく。

　吞のみ込まれる。肢し体たいに覆おおい被さって、空間はそれに埋めつくされ、脳に色がついて……

　唐とう突とつに額ひたいに衝しよう撃げきが走った。

「いたっ！」

　悲ひ鳴めいを上げてガルタは我われに返った。いつの間にか周囲の様相は変化しており、ひときわ広いホールの隅すみの仄ほの暗ぐらい中に立っていた。悪あく臭しゆうもなく、天てん井じようは吹き抜けになっていて、高い。

　ガルタは息を吞のんだ、自分と正しよう面めん衝しよう突とつした物を目まの当たりにして──それは、十七の少年よりも一回りもどデカい、蜂はち蜜みつ色の卵だった。あまりの巨大さに一歩後ずさりした彼は、くらくらっとめまいを感じた。

　そこは巨卵の一大養殖場だった。いやらしいまでに黄色の、何十という卵郡が尖とがった方を上に向け、行ぎよう儀ぎ正しく整列してそこにある。

「こ、この中の一つが、王女……？」

　ガルタは上うわ擦ずった声を上げた。まさか、この何十とあるこいつらを、一つ一つ割っていけというのだろうか、それも一人で。

　どくん、どくん、どくん。

　卵らん殻かくの中から、急に脈動の音が響き始めた。生きている卵。その音はだんだんと大きくなり、王子のそれと調べを奏かなでるまでに至る。呆ぼう然ぜんと佇たたずむ少年を嘲あざ笑わらっているようだった。




　さて、一方のルーとアクアクは、ずっと走りっぱなしだった、これがまた。

　もう幾つ角を曲がったのかも分からない。堂どう々どう巡めぐりをしているような気もするのに、追跡団の殿しんがりと鉢はち合あう事なく、また残してきたガルタ王子と出会う事もなかった。それだけこの地下回かい廊ろうは広く長く、そして入り組んでいるのだ。

　しかし、この回廊はいったい何の意味があるのだろうか。地下のイメージとして拷ごう問もん室しつというのがあるが、それとはどうしても思えない。通路。上にもあるのに？　地下神殿。地下都市。その要素がどこにある？　祭さい壇だんがある訳わけでなし、家か屋おくがある訳でなし、あるのはただ白はく亜あの壁と床と天てん井じようだけ。入った頃ころに見られたショーウインドウも今は一つも見られない。

　深く、深く、もっと深くへ。廃街モームの真しん髄ずいへと誘いざなわれるようにルーは走っていた。何かがそこに在ある。確信はあった。

　モームが廃街モームたる所以ゆえん。人は消え去りて街は生き続ける。人が作り出した物のくせに、人の手を離れてなお生きている街。奥へ、もっと奥へ。

　ルーはすでに彼等を執しつ拗ように追い縋すがってくる物達の事を忘ぼう却きやくしていた。彼にとってそこはもはや回かい廊ろうではなかった。幻想的な、若者を未知と既き知ち、来世と前世の混こん沌とんとした時の狭はざ間ま、現い在まという時の亜空間へと導みちびく胎たい道どうであった。

　しかし、相あい棒ぼうにとっては胎道どころか、怒りと苛いら立だち、そして恐きよう怖ふの象しよう徴ちようだった。

　背の高いルーとの足のコンパスの差はかなりのものであるのに、ともすれば彼の十五、六メートルは先を駆けているアクアク。よく見れば走るというよりも連続跳ちよう躍やくしているのだ、彼女は。いったいこんな瘦やせぎすの体たい軀くのどこから持続力が生まれるのだろうと、半なかば感心、半ば不安になって、ルーは思うのだった。

　時とき折おり、思い出したかのように足を踏み停め、後ろを来るにゃんこ群目がけてまたたびを投げつける。するとにゃんこはそれに酔いしれて、もっともっとと異い口く同どう音おんに喚わめきながら追ってくる。それに誘われてゴキブリ群が僅わずかに後おくれて飛んで来る。時間稼かせぎにはちょうどよかったが、問題はまたたびがいつ切れてしまうかだった。

　中へ、中へ、もっと中心へ。

「ルー、ガルタだ！」

「あ？」

　見ると、前方彼方かなたに点一個。双方走り寄っているので、見る見るうちにその姿は大きくなって、ルーはそれが王子である事を認めた。

「ガルタ王子!?」

「ル、ルー・ヴァイア！　こっちに来るな！」

　怒ど鳴なり終わった時には三人はすれ違っていた。え？　と振り返ったルーの頰ほおに、びちゃんと冷たい物が一つ。

　直感的に回かい避ひすべきであると悟さとると、ルーは突っ込もうとするアクアクの腕を取って引き戻り、手近な角を折れた。前を王子が一いち目もく散さんに逃げている。

　走りながらルーは頰に張りついた物を拭ぬぐい取り、手についたそれを見てみた。

　粘ねん菌きんだった。それも、角が無いだけで、ごくごくナメクジの形状に似た。

　ルーはぷっつん神経が切れそうだった。

　アクアクの天敵がにゃんこだったら、ルーの天敵はナメクジだったのだ。残念ながら彼はまたたびならぬ塩、を携けい帯たいしておらず、ナメクジに酷こく似じとはいえど、粘菌である以上、お塩さんが効果ある保証はなかった。




　猫とゴキブリと、そして巨大な粘菌の塊かたまり。

　その三者に追われた彼等は、もう何も考えずにつっぱしっていた。いったいどうして粘菌なんぞがあるかというと、ガルタ王子が遭そう遇ぐうした卵群の中から突とつ如じよ孵ふ化かして、どこの脳ミソで考えているのだかガルタを追っかけてきた、という訳わけである。

　攻撃しているつもりなのか、ゾル状の内肉をぶちぶちちぎっては投げ、ちぎっては投げてくる粘菌。

「げ、げてもん出せば話が進むって、安あん直ちよく、ちきしょうっ」

　後は口をぱくぱくさせて、自分でも何を言っているのか解わからないが罵ののしり続けるルー。

　ルー、走る。アクアクも、走る。ガルタ、遅れて走る。走り続ける！

　……ゲテモノを出しても、話は進まないものは進まない。

「も、もうやめッ、やめたっ」

　鬼ごっこをいち早く抜けたのはガルタだった。こういうのは日ひ頃ごろの行いがモノをいう。

　気が抜けたせいか、がくんと王子の膝ひざが折れて、床に倒れ込んだ。喘ぜん鳴めいとも呻うめきともつかぬ声を、低く洩もらして、虫の息。

「お、王子、立って！」

　こちらもぜいぜい、ルーが叫さけぶ。ガルタの口が金魚のようにぱくぱく動いた。声を出す気力も無いらしい。

「ガルタ王子！　食い殺される！　早く！」

　食い殺される。ああ、そうか。こんな猫とゴキブリと粘菌しかいない世界で、こいつらは飢うえているのか。生きながら食われるというのはどんな感触だろう。まず柔やわらかい腹を引きちぎられるな。だらだらと鮮せん血けつが噴ふいて、胸当ても服も紅くれないに染まるだろう。どす黒くなるだろう。中に詰まっているどろどろした真しん紅くのゼリーが飛び出て、床に広がる。肉片が散乱し、その中を褐かつ色しよくで二本の長い触角を持った物が蠢うごめく。ぴちゃぴちゃと生いき血ちをすする音。真っ白な骨。ざわめく物体。自分が自分でない物に吸収される一瞬間。マゾヒスティックな恍こう惚こつ。意識が身体からだを抜ける解放感。

「王子！」

　ばしっ！

　強烈なルーの平手打ち。自意識の内側へのめりかけていたガルタは、俄にわかに我われに返った。従者の、険けわしい、切せつ羽ぱ詰つまった表情があった。

「王子！　気がふれてる場合じゃないんだ！　生きるんだ、立って！」

　ゆさゆさと肩を揺らす。しかし、得えもいわれぬ快感は、まだ彼の肢し体たいをねっとりと絡からめとっていた。

「もう、私はここで……」

　ぼんやりと呟つぶやくガルタに、二発目のビンタが飛んだ。

「死ぬなんて思う時は死んだ時でよい！　人間生きてりゃあどうにかなるんだ、どうにかなりゃあ生きれる！　でも死んだらどうにかする事もできないんだ！　王子、立って！」

　切せつ羽ぱ詰つまったルーの怒号は、その迫力と説得感に、すっぽりとガルタの頭に嵌はまった。

　半なかば消化できないながらものろのろと立ち上がる。

　チッとルーは舌打ちした。どこか上に出られる階段はないのだろうか。徐じよ々じよに情じよう緒ちよを安定させてきた彼は、とっさに周囲に眼を光らせた。

　あった。

　階段ではない。引き戸である。よく眼を凝こらさねばそれと判わからなかったが、壁に、床と垂直に一筋の亀き裂れつが入っていて、その両側に把とっ手てが付いていた。

　急いで駆け寄り、力任まかせに横に引く。

　びくともしない。

　何事かに気づいたガルタが、倣ならって反対方向から力を込めたが、寸分も動かなかった。鍵かぎがかかっているというよりも、重いのだ。ずっしりと、金属のぶ厚い板でできた戸。男二人でも微び動どうだにしない。

（ちきしょう、火事場のバカ力があるなら今だというのに！）

　一いつ気きに顔に血がのぼってくる。ハンドルを握り締める両手にじっとりと汗がしみ出てきた。

　ふっと、抵抗が小さくなった。開いた!?　と眼を疑ったルーは、己おのれの元に赤髪の少女が加わった事を知った。

　さても、土ど壇たん場ばで思いも寄らぬことをするのは、いつの世も女性らしい。アクアクが加わった途と端たん、一枚壁だったそれは、ギギギと開き出したのだ。

「くっ──」

　それに発はつ破ぱをかけられ、満身の力を込める。

　引き離した追おつ手ての耳みみ障ざわりな音が聞こえてきた。

「い、いやあっ!!」

　響く怪力少女の掛け声で、戸はガチャンと一気に開放された。と同時に、中から幾体もの白骨体が折り重なって、流れ出てきたのだ。

「ひっ！」

　うわずった悲ひ鳴めいをガルタが上げる。ガシャガシャンと乾いた音を立てて、人骨は床に崩くずれ落ち散らばった。反射的にルーは中を覗のぞいた。

　広大な部屋。

　何段も重なった、膨ぼう大だいな数のベッド。

　長いテーブル。椅い子す。

　訳わけの判わからぬ器具や装置。眩まぶしい照明。

　そして、ベッドの数に合わせたような数の人骨の群れ。

　眼めが見開いたまま張りついた。眼球が乾き始めて痛みを感じる。それでも瞳ひとみはその世紀末の絶ぜつ景けいに吸い寄せられ、瞼まぶたを閉じる事を許さなかった。

　これが奥だ。

　これが中心だ。廃街モームたる所以ゆえんが、これだ。

　振り返ると、対面の壁も、角の向こうの壁も、此こ処こ彼処かしこで何の技わざか自動的に扉とびらが開き、同じように白骨体が倒れ出てきた。

　乾骨の砕くだけ散る音が回かい廊ろう中に反響する。

　何か目に見えぬものが、気体の歪ゆがみが自骨から湧わき、開き放たれた扉から一ひと塊かたまりとなって流れ出た、気がした。

　ぞわっと全身の体毛が逆さか立だつ戦せん慄りつを感じた。平へい衡こう感かん覚かくが一瞬失われる。

「あ、ああ……」

　ガルタの驚きよう愕がくに満ちた声。目の前に広がる異質な光景が何を意味し、何を問いかけているのか解わからなかった。言葉が出てこない、頭が空白にすり換かえられる。

　白い骨。光る天てん井じよう。耳につく足音。羽音。

　近づく、未知。

　そこをどうやって逃げたのか判わからなかった。







　ACT.7







　はっとアクアクは足を停めた。傍かたわらを走っていたルーが問いかける。

「どうした、アクアクっ」

「──来る。前からも来る！」

　叱しつ咤たするような声を上げ、アクアクはルーの腰にしがみついた。

　回り込まれた！

　ただの偶然か、そこまでする知能があるのか。両脇わきは壁が続き、曲がる角が見当たらない。彼等はとうとう絶ぜつ対たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちに追い込まれてしまったのだ。

　猫団が攻撃してこなければ、ゴキブリもナメクジ状粘ねん菌きんも命の危き惧ぐをする事はない。しかし、万が一、ゴキブリが体内に入ったら、その生命力は胃の中でサバイバルし、内ない壁へきを食い破って外に出てくる。と、拷ごう問もん牢ろうの番人が話しているのを聞いた事がある。粘菌だって何の毒を持っているか判わかったものではない。

「ちっ──どうにかしてみるさ。アクアク、背中に乗んな」

　完全に開き直りのていであった。指示された通りアクアクが背におぶさると、ルーは剣を鞘さやから抜き取った。ナメクジなぞ、斬きって斬って斬りまくって、細こま切ぎれにしてやる！

　先頭隊の歩みが緩ゆるみ、彼等三人を取り囲んだ。にゃんこが静かになると、ついてきたゴキブリも自動的に飛び交うのを止めて、壁や天井にへばりつく。まるで次の展開を待っているようだ。そして、粘菌。遅おくれて辿たどり着いたそれは、帝王然と猫どもの垣かき根ねを押し分けて、包囲の輪の中に手を伸ばしてきた。

「…………」

　ごくりと固かた唾ずを吞のむ音が立つ。

　その体肉がぷるぷる震えた。

　と。

　それはゾル化して、皮ひ膜まくをもゾル化して床面に流れ出したのである！

「げっ」

　これは思いも寄らなかった攻撃だ。あんかけに変へん態たいしたそいつは、どろどろと辺あたりかまわず、特に三人の方へ流れ込んだ。顔を引きつらせ呆ぼう然ぜんとしている間に爪つま先さきへ、踵きびすへ、そして踝くるぶしへと達する。

　気づいた時は、膝ひざはゾル状生物でまさに埋うまろうとしていた。

「あ──」

　それでも何をすべきか判わからず、忙いそがしく周囲を見回す。

　そうこうしている内に膝は埋まい没ぼつし、ついでにわわわとルーが片足を上げかけた途と端たん、それはゲルに戻ったのだ。

　液体から固形物へと変化した粘菌。急激に濃のう縮しゆくして、それは二人の足を締め上げた。

「わあっ！　わ？　わ？　わ？」

『わ』しか口をついて出てこないガルタ。足あし枷かせは今や床に同化し、動きを封じ込めた。

「おい、こりゃいったい──わわっ」

　呆あつ気けにとられて呟つぶやきかけたルーは、爪つま先さきだけが食い込んでいるという不安定な状態を保持できず、そのまま横転した。

　べちん、と弾力のある物に跳はね返る生きのよい音が立つ。全身平手打ちをされたようなものだ。勿もち論ろん彼の背のアクアクも、一いつ緒しよに被害を受けていた。

「……痛い」

　彼女が言うと真実味に欠ける。聞いたルーが、

「お前さんね、運動神経がいいんだから、俺おれと一いつ緒しよになって倒れる事ないだろーに」

「そうする」

　殊しゆ勝しような心がけというか、『ルーとどこまでも一緒』の頭のアクアクは、これまた『ルーの言う事は絶対』によって、その場から主しゆ旨しを変えた。

　ひょいと跳はねて立ち上がる。途端、

「ぎゃ！」

　一匹の灰猫がアクアク目がけて体当たりを食らわせたのだ。無論、こんな事くらいでよろめいていたら、何も怪力少女と呼ぶ必要はない。

　しかし、それを皮切りに、事の成り行きを見守っていた二百のにゃんこらが、一いつ斉せいに唯ゆい一いつ足枷の難から逃のがれた少女を目標に、猪ちよ突とつ猛もう進しんしたのだ！

　鳥の習性のおかげで、反射的に逃げ出す。だが、ネコ科の動物が瞬間に出すスピードは、彼女の脚きやく力りよくを遥はるかに上回っていた。

　あっ、と声を上げた時には、アクアクの姿は積み重なった猫山の中に埋まい没ぼつしていた。

「ア──アクアクーッ!!」

　ルーの黒こく瞳どうの比率が白眼のそれよりも小さくなる。団だん子ごと化した猫山は、もごもごと蠢うごめき始め、だんだん彼等から離れていった。

「ちきしょうっ、放せ、放しやがれっ！」

　逆上した彼は手にしていた剣で、眼下の半透明で弾力に富み過ぎたものを、突き刺し斬きり刻んだ。しかし、手ごたえはほとんどなく、ジャムを相手にしている感触で、斬っても斬ってもたちまち塞ふさがってしまうのである。

　アクアク。

　正気か否いなか。

　生きているか否か。

　残っているか否か──その肢し体たいが。

「てめえら！　そいつを食ったら俺おれがてめえらを食ってやるからな！　ちきしょう、戻ってきやがれ、放しやがれ！」

　爛らん々らんと眼めを光らせ、ありったけの声で猫相手に怒ど号ごうを飛ばすルー。自分の危き惧ぐなんかそっちのけである。そこまで惚ほれているのか、単なる大バカの移り気なだけか。

　しかし、そっちのけでいる訳わけにもいかなくなった。にゃんこの動作に触発されたゴキブリどもが、それを追い、移動を始めたのだ。

　ぶーん、と羽音が聞こえているうちはまだ可愛かわいい。それがゴゴゴと轟ごう音おんとなる時、人々は『群れ』というものに対して、言うにいわれぬ不安に慄りつ然ぜんとするのである。

「わあっ、助けて！」

　ガルタが悲ひ鳴めいを上げて、マントをまくってうずくまる。通り過ぎてくれ。もう他の事を考える事はできなかった。しかし、ルーはそうもいかなかった。いく気も無かった。

　バチバチと背、脚あし、腕、後頭部と、硬かたいゴキブリの体が突き当たる。それに構かまう事なく、黒髪に数匹のゴキちゃんを絡からめたまま、ルーは刃先を足元に突き立てていた。

　異い臭しゆうが鼻につく。

「ちっ……ちっきしょー！　ゴキブリが怖こわくて人間やっ、げっ！」

　怒りを爆ばく発はつさせて喚わめきかけた彼の口こう腔こうに、一匹のゴキブリが紛まぎれ込んだ。とっさに吐き出すが、共に気力も吐き出してしまったようだ。

　へたあ、と膝ひざをついて座すわり込んでしまう。

　所しよ詮せん、彼は主人公にはなれても英雄にはなれないのである。

（だから嫌いなんだ、三さん文もん小説なんぞ）

（小あ説れの中では、主人公が危機に陥おちいった時は）

（感情の高こう揚ようと共に、今まで無かった底力とか超能力とかを発はつ揮きして）

（格かつ好こう良くヒロインを助けちまう──でーきれーだ）

　もぞもぞと、ルーにへばりついたゴキブリが徘はい徊かいする。その数はだんだんと増していき、背はい面めんはびっしりと茶ばね色で埋まってしまった。彼の五体が埋まい没ぼつしてしまうのも時間の問題であろう。それだけゴキブリの総数は多く、万にも億にも達しそうな勢いだった。

　それでもルー・ヴァイアは呆ぼう然ぜんと座すわり込んで、黒く変色した空間の向こうにぼんやりと見える小さな塊かたまりを眺ながめていた。

　あれは。

　あれはなんだろう。

　冥めい府ふの入り口へと導く、永遠の女神ハーブの黒い闇やみの翼つばさだろうか。

　ごそごそ。

　耳元で聞こえる。鼓膜に何か触ふれる感じ。

（耳から中に入ろうというのか……）

　波打つ。

　視界の中央から波が生しようじ、それは一線を描きつつ、徐じよ々じよに長くなってこちらへと近づく。

　三さん途ずの川までやってきたのか。

　波は大きくうねり、しぶきを舞い上げる。

　怒ど濤とうが彼を襲おそった。

　ざっぶーんっ

　あわや溺でき死しというところであった。実体を持った水が彼を覆おおった瞬間に正気に戻り、ルーはとっさに手を搔かいた。

　搔いたら、なんと足あし枷かせが取れたのである。

「？？？」

　全まつたく事態を把は握あくできないながらも、傍かたわらのガルタの腕を取ったのは上じよう出で来きであろう。必死にもがいて水面上に出、波に吞のまれながらも開いた戸の端はしに手を掛ける。

　なんという激流だろう。荒波というよりもダムの放水だ、これでは。

　流されていく。足も手も短くふんばりの利きかぬゴキブリや猫が濁だく流りゆうに吞まれ、浮き沈みしつつ眼にも止まらぬ速さで流されていく。

　いったいこんな膨ぼう大だいな量の水がどこからやってきたのだろうか？

（この色は）

（この深い色は）

　海。少し濁にごった、それでも嵩かさを増すと紺こん碧ぺきの彩りを見せる、海の水。唇くちびるにかかるしぶきを嘗なめて、それがそれである事を確認した。

　波少ない内海といえど、ブレンバルト公領は海に面している。潮しおの香りは同じだ。冷たいが、真水とは異ことなる、硬水と軟水の入り混じった、柔やわらかい……

　ざばん！

　大波をかぶって再び溺おぼれる。種々の異物が流れている中で、片手で王子を摑つかみ、もう片手でもがくルー。しかし、水の抵抗はあまりにも強大で、ともすれば吞のみ込まれそうになる。

　そして、若者は見た。

　イメージ。この海水全体が持つイメージ。

　透明な泡あわに包まれた、雪銀の髪プラチナ・ブロンドの少女の裸ら身しん。胎たい児じの如ごとく四し肢しを屈くつし、膝ひざまで届きそうな長い髪を四し方ほう八はつ方ぽうにたなびかせている。

　面おもては見えぬが、瞼まぶたを閉じて、眠っているようだ。細い線の、まだ子供の身体からだをした少女。精せい巧こうな硝子ガラス細ざい工くのように華きや奢しやで儚はかない。

　薄はつ幸こうの美少女とはこの事か──

　と。

　彼女のイメージが消えた。

　王女。念じてみる。

　王女。アルディシア王女。亡ぼう国こくの姫君。

　そして、王女とともに忽こつ然ぜんと洪こう水ずいが搔かき消えた。いきなり浮力を失って水中で溺おぼれかけていたルーとガルタ、そのまま重力に引っ張られて床に叩たたきつけられる。

「いててて……て？」

　異常事態は異常事態にて終わりを迎える。

　幾度も瞬またたいてルーは辺あたりを見回した。

　森しん閑かんとしている。海水どころか猫もゴキブリも、粘ねん菌きんさえも姿が見えない。

　消えてしまった。みんな消えてしまった。

　いったいどこへ流されてしまったのだろう。

　そもそも、水はどこから出現したのだろう。

（アルディシア王女の頭から）

　軽い立ちくらみを覚えながらルーは立ち上がった。全身濡ぬれ鼠ねずみ……じゃない？　王子はまた失しつ神しんしている。そういえば手に取った時から異様に重いとは感じていたが。

　王女が助けてくれた。

（何な故ぜだ──あいつらは王女を守っていたんじゃないのか）

　頭がぐるぐる回る。わからん。革新派バルボアはあいつらを恐れていた。バルボアは自分達を卵に案内し、あいつらはそれを阻そ止しし、王女はあいつらを片づけた。そして、王党派ロワルプラアとバルボアとの利害が一致した？　卵から出す？

　わからん。

　わかるのは、

（あれが、王女の秘められし力、というのか）

　水を湧わかす……？

（英雄株を取られちまったな）

「あ……あくあくうっ！」

　何はともあれ、あのお姫ひいさんを見つけなければ。ルーは駆かけ出した。

　どこまで運ばれていったのか、こっちが大分流されてしまったのか。彼の靴くつ底ぞこの音だけが白はく亜あの回かい廊ろうに響き、他は何も聞こえない。四方の白さがやけに眼めを刺す。途中で王子を置いてきてしまった事に気がついたが、ま、これもどーにかなるだろうと、うっちゃって置く事にした。

「あくあく！　いるなら返事をしろ！」

「しろ」「ろ」「ろ」

　あれはもしや魔道士、幻術師が見せた幻想だったのかもしれぬ。自分達はいいように遊ばれていただけで、実際はこれから……。

（あの感触が幻まぼろしだった訳わけがない！）

　異物の舌した触ざわり。吐き気が甦よみがえる。

　あくあく。一いつ緒しよに流されちまったんじゃないだろうな。

　戻るか戻るまいか佇たたずんだ彼の視野に、捜さがし物の姿が入った。廊ろう下かの真ん中でべたんとうつぶせに、まるで潰つぶれたカエルのように大の字になって倒れている。少女にあられもない格かつ好こうであるが、今はそんな事言ってられない。

「アクアク、無ぶ事じか！」

　走り寄り、急いで身体からだをひっくり返したルーは、目が点になってしまった。

　少女も気絶していた。気絶しながら、最後まで乱らん闘とうしていたのか、黒にゃんこ一匹にかぶりついていた。彼女の四し肢しや顔には無数に引っ搔かき傷があったが、ガシューの娘にとっては、物の数にも入らないだろう。悲ひ惨さんなのはにゃんこの方である。犬けん歯しが発達したアクアクに背を嚙かみつかれっ放しで、しかもそこから血がだらだら流出していたのだから。

　ルーは苦く笑しようした。拒きよ否ひ反はん応のうを示すとはいえ、実力では少女の方が断然勝まさっている。土ど壇たん場ばになりゃ猫なんぞアクアクの弱みでも敵でもないのだ。心配する事はなかった。

「ほら、アクアクさん、放してやりな」

　口をこじ開けて、黒猫を開放してやる。あまりにも不ふ憫びんなので肩掛けを破って包帯をしてやった。




「こっちもダメだ。こっちも割れている」
















「これも違う……これもだ」

「ルー！　ルー！　見つけた、割れてないの、見つけたっ」

　はしゃぐ（？）アクアクの声に、例の巨大卵を調べていたルーとガルタは、彼女がぺっとりとへばりついている一つの卵に近寄った。確かにそれは損そん部ぶ無く、ついでに『私が眠れる卵の美ひ女めよ。誰だれか助けて』、丁てい寧ねいよろしくメッセージまで刻まれていたのだ。どこまで人をバカにしているのやら。

「本物かなあ……」

　半はん信しん半はん疑ぎのガルタ。

「割ってみりゃあ判わかる、どれ」

　剣の柄つかを立てて、ルーは殻からに打ちつけた。

　ガッ。

　ひびも入らない。ムッと顔をしかめると、ルーはアクアクに剣を渡し、

「アクアク、やってごらん」

　ガチンッ。

　全然歯がたたない。アクアクはルーよりも癇かんに触さわったらしく、何度も打ちつけたが、びくともしなかった。

「無む駄だな事。それには魔道のシールドがかかっている。同類に解といてもらわぬ限り割れぬ」

　不意に第三者の声が上から降りかかった。ギョッとなってとっさに身構え、振り仰あおぐ。

　吹き抜けの天てん井じよう。うねる影。ガシュー！

　ガチャンとガラスの割れる音。そしてゆっくり降こう下かして来る鳥ちよう獣じゆうガシューの、乳白色の巨きよ軀く。三人はガラス片を避け、それを凝ぎよう視しした。神に呪われた犬ガブル・ガブルゾーンナが卵殻群の上に翼つばさを下ろすと、早さつ速そくその赤しやく銅どうの双そう眸ぼうの前に娘は立った。

「何かあったのか、ガシュー」

「なに、お前にはなむけをな。ルー・ヴァイア、何を呆ぼう然ぜんとしている」

「いや……ガシューを見るのは初めてだから」

　目を大きく開いて、ルーは呟つぶやくように応こたえた。バサバサとガシューの長尾が揺れる。

「我われ等らが怖こわいか」

「いやー、でかいなあ、と思ってさ」

　神秘的な容よう姿しであった。頭と肢し体たいは獣けもののそれである。しかし翼つばさとその尾は鳥だ。雑食で木の実から人間まで、何でもよく食べる。アクアクを育てし一族。

（こいつらの代かわりになるのかよ、俺は）

　つくづく眺ながめてしまうルーであった。そんな彼の思いを知ってか知らずか。

「持じ参さん金きん代りだ、主ぬしらを送ってやる」

「じさんきん～っ？」

　ガルタとルー、頓とん狂きような声を合わせる。

「なんなら最初から一いつ緒しよに来てくれよなー」

　なんのかんのと言いながら、アクアクに倣ならってその背に登るルーとガルタ。

　王女の卵を足摑づかみにして、羽を広げてゆっくりと飛び立つ。地下街から離り脱だつして、一いつ気きに廃街モームを飛び出す。

「眩まぶしい……っ」

　陽ひは昇のぼっていた。東の地平線から昇ってからすぐらしく、ガルタが初めて目にするほどの巨おおきなおてんとさんだった。

「あっ、こりゃさみーな」

　風にたなびく羽う毛もうに身を埋うめるルー。全まつたくなんて便利な奴やつ等らなんだろうと、ほくほくしていた彼に、三流魔道士並みの鳥獣のテレパシーが伝わってきた。

（これで終わると思うな）

「へ？」

（我等が娘の持参金がこれだけですむと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ。お前が約束を果たさぬ限り、我々は持参金をしに行くぞ）

「おい、ちょっと約束って……」

（夫婦の契ちぎりだ）

「げっ」

（よいな）

　ガシューに凄すごまれて、ルーは後ずさった。結婚なんて、んな約束したか!?

（……こんなガキを今から相手にするほど、俺おれは落ちぶれちゃいないぞ）

　ガシューの頭の上で胡座あぐらを組んで日向ひなたぼっこをしているアクアクを見る。彼女の髪が朝の澄すんだセルリアンブルーによく映はえていた。

（……ま、いっか）

　一応彼の仕事は終了した。今は五体満足のこの身をいたわる事に専念しよう。明日の心配は明日すればよい。後こう悔かいは後あとにするから後悔だ。

　妙みような事ばかり起きたが、彼の楽観主義は矯きよう正せいどころかますます根強くなってしまった。何な故ぜならマジにどーにかなってしまったのだから。

　この世は所しよ詮せん『さもあらばあれ』だった。

　そして、目的は達したものの、いまいちしっくりこないガルタ・アリームと、釈しやく然ぜんとしないながらも『どーでもいいさ』のルーと、『ぬくい』と日につ光こう浴よくしているアクアクの卵狩りは、ひとまず、ぢ・えんどを迎えたのであった。


ちゃんちゃん。


















SECTION 3　SEA COOP







　ACT.1







　セルキア王おう都とパストゥールには二本の川が流れている。東からデュポゼルツ、クヌース、それぞれ東部のグスター湿しつ地ち、北部のデルゾント山さん嶺れいを水源とし、パストゥールから南へ数キロ下くだった所で一つになり、そして内海ボルダに流れ込む。水量はさほど多くはないが、万年雪と湿原の水気に、それは枯かれる事なく、セルキアの大地を潤うるおしていた。

　さて、百万都市のパストゥールは、石造りの四角い家並みが広がる整然とした街である。百年前の戦争の大たい火かより、古い建物に対する執しゆう着ちやくが失うせ、どんどん造っては壊こわし造っては壊しを繰り返し、今や世界に先さき駆がける未来都市だ。治ち安あんも良く、貧ひん窮きゆうの差が最も小さい都市とも言われる。それはひとえに国民の手で国家が運営されているからに相違ない。

　しかし、華はなやかな人々の活気を吹き上げる街の中で、王おう宮きゆうとその周辺だけは、妙みように閑かん静せいな──どんよりとした甘い香りが漂っていた。

　甘い香り。それは歯を磨みがく習慣の廃すたれたそこの住民、貴族達の口こう臭しゆうを覆おおい隠す口香水マウスウオツシユの、甘んだるい匂においかも知れぬ。そして、それをまき散らす根こん源げんが、セルキア王家の大だい拠きよ点てんパストゥール宮殿、通称【回かい廊ろう宮殿】である。

「あくあくさーんっ」

　その名のいわれは、言葉の通りで敷地内に隈くまなく張り巡らされたクロイスター、殿堂内の行けども行けども在ある階段の、壮そう麗れいさからきている。アイボリーと金を基調にしたその建築物は、内部の精せい密みつな浮き彫ぼりや天てん井じようの絵画に彩いろどられ、セルキアの繁はん栄えいを誇っていた。

　そして今、噴ふん水すいの舞い散る庭園にて。

「あくあくさーんっ」

「ブレンバルト公の若わか君ぎみい」

　垣かき根ねの間をうろついていたルー・ヴァイアは、声をかけられ顔を上げた。二つ垣根の向こうに、肉付きの良い中年男が立っている。あの白しろ無む垢くの衣装からいって、どうやら料理長らしい。彼はばたばたと駆け寄ってきた。

「カルツ、うちのお姫ひいさんを見なかったか」

「調う房ちの七面鳥見ませんでしたかい」

　同時に尋たずねる。それから顔を見合わせると、二人して頭を押さえた。

「一いつ緒しよだなあ」

「わああ、今夜の料理があっ」

　その場で阿あ波わ踊おどりを始めるカルツ。付き合い始めて十日の余裕があると、ルーは笑ってお茶を濁にごす事にした。

　そっぽ向いて笑ったルーの視野内に、異い様ような物が映った。

　七面鳥の足である。

　殿でん堂どうの屋根の樋といから、ちらほらと見える七面鳥の足。ルーは声を上げた。

「しちめんちょーさん、みーっけっ」

「え、どこどこ」

「あっそこ。俺、行ってくるわ」

　気軽に言うが、五階の殿舎の屋根に登るには、時計台に入って、あの歯車の迷めい路ろを渡って、天窓から細い梯はし子ごを辿たどって行かなければならない。高さは三十メートル以上ある。高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようのカルツには、ちと酷こくな高さだ。

「若だんなあ～、お気をつけてえ～」

　見学を決め込んで、手を振る料理長だった。

　ブレンバルト領主の長男ルー・ヴァイアは、この王宮内では侍じ従じゆう層以下に人気がある。ひっくり返して言えば、貴族とは不仲。片親が亜東テルゼスカ女という事もあり、また、それから引き起こされた四年間の家出、外とのギャップの消しよう滅めつ、そこで育はぐくまれた狡こう猾かつな性格が、現状を引き起こしていた。ルーのような『明日には明日の風が吹く』精神の若者を、巷ちまたでさえ新人類と呼ぶのに、例のオママゴト中の貴族は旧人類中の旧人類、よって、ふらりと交ざり込んだ彼を異い端たん者しやと侮ぶ蔑べつするが、実のところ、すでに己おのれらが世の異端者になっている事に気づいてはいない。

　さて、そのルー・ヴァイアのお姫ひいさんこと、一週間ほど前王宮へやって来たアクアクの方は、これが妙みように好感を集めている。ルーとは違った意味でずけずけモノを言うが、それがイヤミがなくて、その無む頓とん着ちやくな表情に怒るに怒れず、また可愛かわいいとさえ思わせてしまうのは、憎めない性格、とでも言うのだろう。

「アクアクーっ」

　葡ぶ萄どう色いろの屋根を中腰になって進み、天てつ辺ぺんで、暴れる七面鳥を抱き抱かかえて座すわり込む少女に、ルーは呼びかけた。

「おみゃー何してんの」

　隣となりに腰かけた彼を見、アクアクが言うには、

「……七面鳥が」

「あん？」

「風が見たいと言った」

　そりゃー、七面鳥は空を飛べないわさ。

「風を知らないと言った。だからここに連れてきてやった」

　連れてきたとゆーよりも、無む理り強じいに連れ込んだとゆーんじゃないかね。もがきにもがいて、ついにぐったりとしてしまった七面鳥を見てそう思ったものだ。

「ルーはここには風が無いと言うけど、ちゃんと吹いてる。此処パストウールにもちゃんと吹いてるぞ」

　アクアクは片手を宙ちゆうに伸ばした。流れる大気がその腕に絡からみ、そして少女のスカーレットに艶つや光る髪をなぶって去って行った。うーん、可愛い。彼は、少女が鳥にしているように、その頭を抱き込んだ。

「そりゃーね、アクアクさん」

「プロレスごっこか？」

「どっからそーゆー言葉を覚えてくるんだっ」

　話をくじかれて声を上げるルー。この語ご彙いの吸収力は意味に対しては発はつ揮きしないらしい。

「あくあくさーん、真ま面じ目めに聞きなさいよう」

「まじめだ」

　どっちが真剣・不真面目なんだか判わからない二人であった。ルーはじいっとアクアクを凝ぎよう視ししたが、一つため息まじりの苦く笑しようを洩もらすと、その背中を軽く押した。

「ほら、ガルタ王子がめでたく凱がい旋せんしてきたから、迎えに行くぞ」

「おうっ」

　怖おじけもなくアクアクは立ち上がった。

　空の低い処を、逆さか巻まく風が吹き抜けていく。

　あくあくさん、知ってる？

　宮こ殿こには風を感じとれない人ばかりなのさ。

　俺と一いつ緒しよにそいつを連れてくるかい？

　少女はぴょいぴょい跳とんで、そして下の天窓に飛び込む前にルーに向かって手を振った。その手には、しっかりと首絞めされた七面鳥の憐あわれな姿が。

　ルーは自分の使命をはっと思い出して、慌あわててその後を追った。




　ガシューの背に揺られてデルゾント山さん嶺れいの麓ふもとの町に送り届けられた例の三人。アクアクの『早く街に連れていけ』との言葉に、ルーと少女は先に王都入りをしていた。ガルタは王子の身分、何やら入り組んだ事情のもと、下山の知らせを得て王都から赴おもむいた使者と百人の衛えい兵へいとともに、一週間ほどそこに留とどまった。

　そして、今さっき、王都へ帰き還かんしてきたのである。あの王女の卵を荷馬車に括くくりつけて。

　中身がまだはっきりしていない為ため、公表こそされなかったが、噂うわさが噂を呼んで、王おう太たい子しの凱がい旋せんは大変盛況なものだった。街の人々はその巨大な卵に好奇の目を向け沿えん道どうに押し寄せ、久々の『世間をあっと言わせるような事件』に、はしゃいでいた。実のところは、その凱旋や卵が何を示しているかなんて知る者も、考える者さえ、一握りしかいない。要するに、彼等は退たい屈くつな日常から抜け出せれば何でもよく、お祭り騒ぎができればよかったのだ。それを【王朝の繁はん栄えいの証あかし】などと解かい釈しやくしているから、ますます世間と王宮の差は開いていく。

（平和でいーけど、こんな事続くものかねえ）

　なんて、パレードと化して紙かみ吹雪ふぶき舞う公道を、物見の塔から見み下おろして、ルーは思った。

（ま、続こーが続くまいが、どっちでもよいけど）

（これでヒヨコが出てきたら大笑いだよなあ）

　王太子ガルタ・アリームは多少強こわばった面持ちで入城した。それをただの緊張ととるか、さま変わりととるかはその人次第であろう。

『報告』が始まる前に、ルーはガルタ王子の部屋に呼び出された。衛兵服で身を固めた彼を、一目見るなり、ガルタは撫ぶ然ぜんとした声を上げた。

「なんだあ、その格かつ好こうは。仮にも一領主の嫡ちやく男なんであろう、もっと相そう応おうの格好をしてこい」

　自分の勢力範囲に戻ってきた事で、ガルタは自信を取り戻したか、驕おごった口調で言う。しかし、以前のように侮ぶ蔑べつの響きは無い。

「この方が動き易やすいもので」

　しゃちほこばった、極楽鳥のような貴族の礼装など、まっぴらごめんである。

　ひょこんとルーの背後から顔を出したアクアクを見て、そこはかとなくガルタの表情が、ちょっと困ったような、複雑なものになったのを、ルーは見み逃のがさなかった。

　少女も御前に出るという事で、ルーと同じ格好をしているが、いかにも苦しそうである。

「何か用ですかあ？」

「あ、ん、その事だが」

　言いかけて、王子は周りにいた小こ姓しようや侍じ従じゆうを部屋から追い出した。それから、ためらいがちに、ちょっと照れて、

「ルー・ヴァイア、もうマリオンの方に所属してしまったのか？」

「いえ、面めん倒どうくさいから今んところ、無所属です。おいおいシュルツ裁判院院長のところにでも振り分けてもらおーと思ってますけど」

「シュルツか……」

　多少の落らく胆たんを含んでガルタは呟つぶやいた。それからまた、言い出すに言えない、躊ちゆう躇ちよのていでいる。ルーは何やらニヤニヤと笑って二の句を待っていたが、アクアクには待つなんて芸当はできなかった。

「はっきりしろ、ガルタ！」

「わわっ。だ、だからな、その、私の所に来ないか？」

「は？」

　人悪く聞き返したりするルー。王子はかっと耳じ朶だまで赤くなったが、言葉は続けた。

「つ、つまり、私の侍じ従じゆうにならぬか？　い、いや、なって欲しい。なってはくれまいか!?」

　力を込めてガルタは、外に洩もれるのも気にせず、声を上げた。一国の王おう太たい子しともあろう者が、臣しん下かに頭を下げて頼んでいるのだ。元よりその性格ならばともかく、少年はもっと典型的な『王子』であったはずだ。ルーは意表を突かれて、幾度も瞬またたいた。

「あ、あれからよく考えたが、わ、私はもっとお前に、いろいろと教えてもらわなくては、ならないと思う。この二週間、私は私なりに調べ、考えてみたのだ。するとどうだ、お前の言った通り、私達は、酷ひどく、異常な状態に置かれている。古今、例を見ないような。私が知ったのはほんの一部でしかないが、慄りつ然ぜんたるものがあった。私達の中にも、この状態を認識している者は少なくないだろう。だが、お前のようにじかに外に出、その肌で時代とのギャップを認め、共存している者は全まつたくいない。皆、事態を軽く見ているのだ。歴史書の世に憧どう憬けいし、そこから抜け切れず、遂ついには埋まい没ぼつして上がれない……こんな事、今までよく続いたものだ、これ以上続けていたらどこかで摩ま擦さつが生じてしまう。そうであろう？」

　しっかとルーの両手を握り締める。ルーは啞あ然ぜんとなって、何度も頷うなずくしかできなかった。

「だから、お前のような者が必要なのだ。王太子として、お前に、ぜひ」

　力強い懇こん願がん。もう少しルーに使し命めい感かんを感じる肌があれば、素す直なおにその慧けい眼がんに従った事であろう。

（なんと、まあ）

（頭ごなしに否定せず、納なつ得とくいくまで調べて）

（さすが、良い教育がされているわあ）

　感心のていでルーは王太子を見み下おろした。だが、彼には使命感より、まずお役目ごめんのフレーズが頭に湧わいてしまったのだ。

「……せっかくですが」

　ルーは丁てい重ちように辞じ退たいを申し出た。びっくり眼まなこになるガルタ。合が点てんいかない。そんな表情。

「マリオン王子にも勧かん誘ゆうされたんです」

「し、しかし、さっき──」

「俺おれ、いつまでも此処にいるつもりありませんから」

　いけしゃあしゃあと応こたえるルー。今度はガルタが呆ぼう然ぜんとなる番だった。王おう宮きゆうにいるつもりはない。郷きよう里りのブレンバルトに帰るという意味だろうか。それとも、箱庭の中から現実に戻るという意味だろうか。

　何か言いかけたガルタの声を妨さまたげて、外の小こ姓しようが時間を告げた。少年は当とう惑わくしたような、怒ったような面おも持もちで、後ろ髪を引かれながらも部屋を出ていった。

「……さて、俺達も行くか」

　ルーは一つ伸びをして、アクアクの頭をぽんと叩たたいた。それに対して、彼の顔を憮ぶ然ぜんと凝ぎよう視しするアクアク。

「ルーはここから出ていくのか？」

「まあね。お前、パストゥールが好きか？」

「いろいろな物があって面おも白しろい」

「そっかあ……お前、玉の輿こしも夢じゃないぞ」

　少々気抜けた調子でルーが言うと、アクアクは小首を傾かしげ、そして、

「そのタマノコシに乗ってどこか行くんだな」

　などと言ってのけた。思わず声を吞のんで、それから苦にがく笑うルー。

「ま……そんなところだ、よ」

　これで結けつ構こう、ルーは気にしていたのだ。廃街モームの中で、幻術師に見せられた黒蓮の夢を。




　侍じ従じゆうと廷てい臣しんが群むらがる広間にて。

　王太子の持ち帰った巨卵は異質な雰囲気を場内に漂わせていた。集まる面々は常つねに王宮内で見かける、いわば身内だけである。玉ぎよく座ざに現国王フォルガー三世、王おう妃ひファナ＝アザリア。第二子マリオン・ベイザ、シュルツ裁判院院長、フェルガラント騎き士し長、政府のお目め付つけ役やく・セルズ宮内庁長官などの顔触れ、遠巻きに衛えい兵へい、それから小こ姓しようや侍じ従じゆうがわらわらと侍はべっている。そして、それに取り囲まれ、毅き然ぜんと立つ王おう太たい子しガルタ・アリーム、両脇に片かた膝ひざをついたルー・ヴァイアと、アクアク。

　先程から緊きん迫ぱくしたムード。それを醸かもしだしているのは、国王と対たい峙じしているガルタ──じゃなくて、アクアク。セルキア国民でないとはいえ、一国の象しよう徴ちようと対面しながら礼儀を払う事もなく、ただつったっているだけなのだ。ルーもルーでそれを窘たしなめる事もしない。

　ざわざわと周りがざわつきだす。ガルタも当とう惑わくするが王子として注意するにできず、廷てい臣しんらも時機を失って何もできずにいた。

　フォルガーの藍あい色いろの双そう眸ぼうが炯けい々けいと光った。

「その娘は何者だ？」

　追及は国王から出た。この一週間、王宮を騒がしている娘の素す性じようを、王は内心問うのを楽しみにしていたのだ。そんな事はいざ知らず、ガルタの頰ほおに一線のひきつりが走る。

「はい、父上。道中に供ともとなった者です。幼少で女によ人にんではありますが、その腕は並なみの騎士以上で心強い助けとなりました。礼儀も弁わきまえぬ山娘の事、お許しを」

「私はガルタの供じゃないぞっ。ルーのハンリョだ！」

「こ、こら、黙ってなさい」

　べんっとルーは赤毛の少女の尻しりを叩たたいた。ムッと頰ほおを脹ふくらませるが、その言葉に従うアクアク。それを見て吹き出したのはファナ王妃だった。異国から嫁とついできた金髪ブロンドの麗れい人じんは、この中ちゆう途と半はん端ぱな、お仕着せの封ほう建けん世界に息苦しさを常に感じ、何か新風を求めてきた。ルーが彼女のお気に入りなのもそのせいだ。そして、まさにアクアクが風だった。

　きっと何かが変わる。彼女はサファイアの瞳ひとみから少女を見て、そう予感した。そして、隣となりの良人に耳打ちをする。フォルガーは頷うなずき、

「む──よかろう、そのままでいるがよい」

　ほおうと緊きん迫ぱくが解ける。

　それから、ガルタは『卵狩り』の報告を行った。聞いていれば、まあ共に行動した者としては笑えるほどに歪わい曲きよくしていたりカットされている。鳥ちよう獣じゆうガシューと遭そう遇ぐうしたと言えば一いつ斉せいにどよめきが立ったり、アクアクが『ガシューの娘』と聞くと奇き異いな眼めで見、それに当人が癇かん癪しやく起こしたり、また騒がしい報告であった。そして、いざ卵を割ろうという事になった。

「カイリ、これへ」

「は」

　王座の背後から紫紺色の衣ころもで全身を包み、鼻口だけ露あらわにした老人──魔道士が現れた。王宮魔道士長カイリゾーンである。若かりし頃ころ、南の大陸の沙さ漠ばくにあるという【蘇よみがえりの町】に踏み込み、奇跡の生せい還かんを成し遂とげた老人は、三人の子し弟ていを従え言葉なく卵に歩み寄った。四人はぐるりとそれを取り囲み、カイリの合あい図ずで何やら口内で言葉を唱となえ始める。

　食い入るような皆の視線が集中する。

　やにわに、老人は袂たもとからハンマーを取り出した。疑問の声を上げる間も無く、渾こん身しんの力を込めてそれに叩たたき付ける！

　ガツン。

　鈍にぶい音。

　しーん。

　くるりとカイリが振り返ったのに、皆の顔が強こわばった。彼は重々しく一言、

「割れませぬ」

「ううっ」

　間抜けた言葉に王は呻うめいた。一同、白ける。

「アクアク、行ってこい」

　下らぬ冗談に頭を押さえ、ルーはアクアクに言い渡す。それに頷き、少女は魔道士の手からハンマーをひったくると、魔道の封ふう印いんが解けた巨きよ卵らん目がけてそれを振り落とした。

　まさか、と高たかを括くくっていた群衆の目が点になった。

　ハンマーが衝突した部分から、ピシッとキレイ一文字にひびが入った。思わず後ずさり、それから亀の如ごとく首を伸ばして覗のぞき見る。

　そして。

　それはとうとう割れた。

　十年の屈くつ辱じよくの日々を経へて、失われし王国タルージアの王女が、この世の秘を握る少女が、その肢し体たいを再び世に現したのだ。

　羊水が流れ出る。

　床に溢こぼれる豊かな黄金ブロンドの糸。

　ぬけるような白の肌。細い線。華きや奢しやな四し肢し。

　身を屈して卵らん殻かくの中にいた少女の裸ら身しんを、絹けん布ぷで覆おおい隠す者がいた。十八、九の、こざっぱりした顔立ちの娘が、どこから現れたのか、王女にぴったりと寄り添う。

「な……何なに奴やつ！」

「私はタルージア王国の正統王位継承者アルディシア王女の侍じ女じよ、クリスでございます」

　王の鋭するどい詰問に、多少声を震わせながらも彼女は答えた。

「侍女だと？　そのような戯ざれ言を信ずると思うか」

「い、いえ陛へい下か、この卵の中は皆様がお思いになっているようなものではございません。この中は亜空間となっており、王女が許す者のみが魔道を使って出入が可能なのです。幼少の頃から身の回りの世話をしておりました」

「然さ様よう！」

　凜りんとしたアルトの声が響いた。はっと誰だれもが息を吞のむ。

　おもむろに王女は立ち上がった。乱れた髪を振り払って王に向けた。その毅き然ぜんとした態度！

　王女の瞳はセルリアンブルーだった。

「クリスはわが唯ゆい一いつの侍女、そして同胞である。このアルディシアとともにいる事を許して頂いただきたい」

　十四の少女とは思えぬほどのはっきりした物腰。物もの怖おじする事もなく、その整った面おもてを王に見せる。それは、王女の威い風ふうだった。いや、王女というよりも女王の、国を采さい配はいする女帝の威厳であった。あと四年もすれば傾けい国こくの美女にもなるような美び貌ぼうとは裏腹な口く調ちよう。たおや女めとは言い難がたい。

「私はセルキア国王フォルガー。そなたはタルージアのアルディシア王女であるのか」

「いかにも」

「しかして証あかしとなるものは」

　王に促うながされ、アルディシアは首に手を回すと一連の首輪を外はずし、クリスに渡した。それを王の所へ持っていかせる。

「……む、確かにタルージア王家の紋章であるな。カイリ、お前はどう見た」

「その者に偽いつわりの意はありませぬ……」

　呟つぶやくように魔道士の老人は答えた。ここまで連れてきて、ああそうでしたか、ではさようなら、ではすまされないだろう。フォルガーは王妃に頷うなずきかけると、

「よかろう。そなたを我が宮で待遇いたそう。我がセルキアへようこそ」

　敢あえて、王女として、とは言わない。

「忝かたじけない、フォルガー国王。忝いついでに一つ頼みがある」

　貴公子とも思えるその強い双そう眸ぼうの輝きに、王と王妃は顔を見合わせた。やんわりとファナが尋たずねる。

「それは何ですか？　言ってごらんなさい」

「兵をお借りしたい」

　人々がどよめいた。王の眼が細まる。

「……幾人。なにゆえ」

「十万！　我がタルージアにはびこる売ばい国こく奴どを倒し、この手に王権を取り戻すが為ために！」

　息巻いてアルディシアは声を上げた。

　この言葉を他人に語るのに何年待った事か。

「ただでは出せぬぞ、お解わかりか、姫」

「承知。世はギブ　アンド　テイク、代かわりにこの身を差し上げよう」

　疑惑と詠えい嘆たんの声が一いつ斉せいに上がった。それでは二人の王子のうち、どちらかと縁組みを？

　事の意味を知って、二人の王子が双方キョトンとした顔を合わせた。

　そして、ルー・ヴァイアは。

「クリスさん、だっけ？　一つ聞いていい？」

「は、はいっ」

　安あん堵どした面おも持もちの娘に、ルーは唐とう突とつに声をかけた。まさかこんな公衆の面前でナンパする訳わけでもなかろう。

「あんたさ、卵の中に入れたなら、どーして自分で割ろうとしなかった訳？　あんたなら邪じや魔まは入らなかっただろうに、革新派バルボアもそれを望んでいたようだし。もしかしたら、第三者に開けて貰もらうの待っていた？　自国奪だつ回かいに向ける兵を借りる手口として、王女の力を餌えさにして、カモネギが来るのを待っていた？」

　返答に窮きゆうしたクリスに代って、爛らん々らんと燃えた瞳の、永ながの屈くつ辱じよくに堪たえ忍んできたアルディアの睨にらみが、ルーに答えた。それに肩をすくめると、隣となりの、憤ふん然ぜんたる表情のガルタに気がつき、カモネギはまずかったな、とルーは場内を早めに退たい散さんするのだった。







　ACT.2







「ねえ、ルー、ルー。彼女をどう思う？　僕は今まであんな美しい子を見た事が無い。彼女はまるで春の天宮アルスワに舞い交うミューズのようだ。あの金髪ブロンドを見た？　彼女の髪はまるでひまわりのように陽ひの光を浴びて、燦さん然ぜんと煌きらめいているんだよ。ああ、僕の髪はどうだろう。彼女ほどに照り映はえているだろうか。いや、僕は及ばないね。瞳ひとみはラプラタの湖の色のようだし、あの声は？　勿もち論ろん、暁あかつきの女神の鳴らす呼び鐘レスカーだよ！　ねえ、ねえ、これはどうしたのだろう、何か熱いんだ。呼吸が少し苦しくて、声がうわずってしまう。何か病気じゃないかしら。ねえ、ねえ！　こんな声で彼女に話しかけても笑われないかな。そうだ、彼女にドレスを送ろう。彼女の髪によく映える、ロイヤルパープルの最新流行のドレスを。気に入ってくれるかな。気に入ってくれなかったらどうしよう。ねえルー、ルー！　僕には彼女が美と若さの女神マゼムダに見えるよ！」

　ルーを捕つかまえるなり、そう捲まくしたてたのはガルタの弟マリオン王子。兄とは全まつたく似ておらぬ容姿、性格の、十五になり立ての少年は、グリーンの瞳に興奮の色を浮かべてはしゃぎまくっていた。マリオンは表裏がなく、誰だれにでも懐なつくが、媚こびを売ったり調子に乗ったりはしないたちであるから、そんなにも北の王女は美しかったのか、と思わざるを得ない。

　しかし、他人ののろけ話など辟へき易えきモノである。半分上の空で相あい槌づちを打っているところへ、助け船ことシュルツ裁判院院長がやってきたので、やっと逃げ出せたルーであった。

　しかし、それも束つかの間、今度はシュルツ自身が疫やく病びよう神がみになって彼に取りついてきたのだ。

「お前も苦労するなあ」

「よして下くださいよ、じじむさい」

　回かい廊ろう宮きゆう殿でんのいわれである中庭に面するスロイスターを、連れ立って歩く。青銀の髪の老人は、ルーの言葉に触発され、「じじむくさいじじむくさい」と連呼しているアクアクを、ほおう、と眼めをそばめて覗のぞき込んだ。

「ふむ、これが噂うわさのガシューの娘か。よい眼をしている。なかなか理知的な輝きだ。物事の善よし悪あしをちゃんと判断できる理性がある」

「またまた買いかぶって。ダメですよ、こいつは字も読めないんだから」

　筋すじ張ばったその手で頭を撫なでてやると、犬猫のように気持ちよさそうに眼を細めるアクアク。それを見た老人は喜き色しよく満まん面めんになった。どうやら子の無い老人は、いたく少女を気に入ったようである。この先どうする、とルーに問い、連れ合いにするつもりとの返事を聞くと、

「それは無理だぞ。お前は仮かりにもブレンバルト公家の第一子。ネブラス殿が許すまい」

「じゃーどーすりゃーいーんですかー」

「なんだ、な。やはり然しかるべき家に養女に出して、む、それから正式に申し込んで、だ」

「魂こん胆たん見え見え。アクアクはどこにもやりませんよーっ。んじゃ」

　赤せき面めんしながら言うシュルツを軽くあしらって、アクアクの手を取るとルーは再び逃げ出した。すなわち、シュルツはアクアクを養女に、と望んでいるのだ。子の無い老夫婦とはいえ、彼の下もとに引き取られでもしたら、裁判官にしたてられてしまうのがオチである。

（冗談じゃない、うちのおひーさんをそんなもんにしてたまるかっ）

　しかし、本日の彼の厄やく災さいは、まだ終わってはいなかったのだ。夜になって王妃ファナに呼び出されること、二度。しかも、一度はアクアクを取られて追い出され、それから呼び戻されるといった面めん倒どうな事をやらされた。

「三人目は女の子が欲しかったのよ」

　などと喜ぶ王妃。二度目に部屋に赴おもむいた時、オーガンジーのリボンに埋め尽くされたアクアクを見て、ルーは白しろ眼めをむいた。そして、こいつほど白のドレスが似合わない奴やつはいないと悟った。しかし、ウキウキの、少女時代に戻って着せかえを楽しむ王妃はなんのその、

「可愛かわいいわねえ、女の子は本当に楽しいわ。ねえ、ルー、私にこの子、下さらない？」

「じょ、冗談っ」

　思わず少女を、しっかと抱きしめてしまうルーであるが、まさかこれだけの為ために呼び出されたとは思っていない。

「でも王妃様、アクアクなどにかまけてていーんですか。普通、この状況ならアルディシア王女の方に気が行くものだと思いますけど」

　それを聞くと、痛いところをずばりと突く、とファナは苦笑した。深刻そうにため息をつき、

「あの子、ね。駄だ目めなのよ。ああいう子は私。復ふく讐しゆうに燃えるのは勝手だけど、あの子の瞳ひとみにはそれしか映っていないようで、あの子本来の自我はどこへ行ってしまったのだろう、って不安になるの。それに、今この国にあんな話を持ちかけても、どだい無理という事が判わかっていないから、何か不ふ憫びんで、十年間の苦労が泡と消えるのが見ていられなくて……」

　結ゆい上げられた金髪に王子マリオンと同じ草原の瞳ひとみをした美女は、二十年前隣国のスタレニア王国の第一王女の身分でここに嫁とついできた。それ故ゆえに、このオママゴト化現象をルーとは別の方向から、庶しよ民みんからではなく、上に立つ者から、この世界の異常さを理解しているのだ。今はルー・ヴァイアという味方を得、開き直って共にオママゴトをしているが、それ以前は王おう宮きゆうに一人孤こ立りつしていた。

「貴方からもガルタに言っておきなさい、やたらに物を拾ってくるのではないと」

「はあ……それで」

　じと目で言い返すルー。

「その反動がアクアクに出るってんですか。その化け粧しようだけはヤめて下さいっ」

「ほほほ、楽しくてよ。ルー、貴方もやってあげるわ」

　災難はどんどん降り積もる。

　全まつたく、どーしてこんなガキが引っ張りだこにならにゃーならんのだと、得え体たいの知れぬものを見る視線で、砂糖菓子で買ばい収しゆうされたらしく、おとなしくリボン攻めに遭あっているアクアクを見み下おろすルーだった。しかし、そんな自分も、少女を独ひとり占じめしたい者の一人だという事に気づいてはいなかった。




　翌夜、パストゥール宮殿において、王おう太たい子しガルタ・アリームの勇を称たたえ、また、賓ひん客きやくアルディシアを迎えての宴うたげが催もよおされた。

　国の八大公全すべてが集つどい、その他の名の知れた貴族や騎き士しの階級の者が招かれた。色とりどりに着飾った伊だ達て男おとこや美び姫きらが広間を所狭しと埋め尽くし、色鮮やかな天てん井じよう画がの下で互いの演出を褒ほめ合い、噂うわさし合う。数千本の燭しよく台だいの灯火は絶え間なく燃え、香水や化粧、香木の匂におい──女の匂いが充満する。人々の談笑に乗って、楽がく人じんの奏かなでる調べが聞こえる。テーブルに広げられた美酒や御ご馳ち走そうの山は、またたく間に片づけられ、それでも絶える事なく補充される。

　饗きよう宴えんは始まったばかりだった。

　招待状は昨日、アルディシア王女出現後、すぐさま各人に届けられた。無論、一両日で全国に散らばる貴族達を呼び出せる訳わけがなく、一週間前、先に到着したルー・ヴァイアによって王太子が卵狩りに成功した知らせが来てから、秘ひ密みつ裡りに王都に召しよう喚かんしていたのである。パストゥールの彼らの館やかたに移り、彼等はせっせと支し度たくをし続けたのだ。なにせ、彼等の楽しみと言えば、このような宴や舞踏会、ちょっとしたサロンでもなんでもよい、社交会の他無かったのだから。

　世は平へい穏おんで人は堕だ落らくする──それとも人が堕落したからこそ世は平穏にあるのだろうか。狩しゆ猟りようも飽あき、領地を統とう轄かつする事もなく、ただ、もの新しい事を追及する為ため、社交の場を求めて来る。その規模が大きければ大きいほど、情報は多く、人々は熱中した。

　正装に身を固めたガルタ王子は、彼の思おも惑わく通り今日の宴の中心だった。人々は少年の勇気を称し、目を輝かせてその冒ぼう険けん譚たんに聞き入った。これで、より一か月のサロンの話題の中心は、王おう太たい子しの噂となるだろう。彼等の王太子を見る目が変わるのも確実である。しかし、口ベタで人づき合いの苦にが手てなガルタが、口くち達だつ者しやな麗れい人じんに問われ言葉詰つまると、弟マリオンがいとも鮮あざやかに、でしゃばりの様子も見せず口添えするのが、人々の心中に『やはり』と感心の念を抱いだかせ、表情に現れてくる。それがガルタにひしひしと伝わってくるのが、何とも言えぬ不快な気分にさせるのだった。

　国王に手を引かれ、広間に現れたアルディシア王女の艶あでやかな容よう姿しに、人々は驚きよう嘆たんの声を上げ、褒めちぎった。今の彼女ほど、彼等の好奇心を搔かき立てるものはなかった。彼女と言葉を交わした者は皆に羨うらやましがられ、その様子を聞こうと人が集まった。それは単にアルディシアが美しかったから、という訳わけでなく、『珍しいもの』に他ならなかったからだ。

　異国の、亡ぼう国こくの王女。

　敵方に捕とらわれ、十年の歳月【卵】という封印空間に生きた少女。

　これ以上下げ馬ば評ひように上のぼる話題があろうものか。

　毅き然ぜんとした態度で、いかにも王女らしく振ふる舞まうアルディシアを呆ぼう然ぜんと見て、ガルタは同じ十四でもガシューの娘とは大した違いだ、と感心していた。

　そして、この公おおやけの場で、アルディシアは国王に正式に兵の借しやく用ようを申し込んだ。条件は同じ、十万。代償は王女自身。

　この話に人々はわいた。戦争などここ数十年なかった話である。暇ひま潰つぶしには少し規模が大きすぎはしないだろうか。

　考こう慮りよしておこう。それが王の返事だった。

　心なしか、それからの場内は二つに分かれて、ガルタ王子派とマリオン王子派に分かれていくように見えた。

「陛へい下か、もう一つお頼みしたい事があります」

　凜りんと張った気丈な声。

「私わたくしに側そつ近きんとして、ブレンバルトのルー・ヴァイア公子を就つけて頂いただきとうございます」

　驚きの声が上がるのも無理はない。彼は宮中では厄やつ介かい者ものであり、その上両王子のお気に入り、知らぬ所では王妃のお気に入りでもあって、彼等の反感をえらく買っているのだ。そいつが、時の人となった彼女の側近に？

　驚きというよりもそれは羨せん望ぼう・嫉しつ妬とだった。

　この広間の中で最も驚いたのはファナ王妃、それ以上にマリオン、ガルタ、一番仰ぎよう天てんしたのはブレンバルト公一家、ネブラス＝ヴァイア以下三名であった。
















　当人は、というと。

　会場からずーっと離れた所、パストゥールの街中のとある一角で。

　悪友と一いつ緒しよに宴えん会かいをしていた。

　宴じゃなくて、宴会。

「だっからさー、あーゆーのは気にくわない訳わけね、俺おれとしちゃあ」

「よっ、いーぞ、ブレンバルト公子！」

　わんやわんやの大おお賑にぎわい。ルーは麦酒ビール瓶びんを片手に立ち上がった。半分デキあがっている。

「君達にはあーっ、耐えられるだろうかっ。あの、ドぎついマウスウォッシュのかぐわしー香りに！」

「ぷぷぷっ、だっせー」

「そして、その香りが吐き出されるおちょぼ口に見え隠れする、真っ黒な虫歯を！」

「情けねーっ」

「おれわあっ、六感満足なあ、人間としてー、たえられないっ！」

「んで、取るもんだけ取って、逃げてきたってえ？　この、国こく賊ぞくもんっ」

　後ろから、これまたかなり酔いが回っている若者が飛びかかって、ルーをぶっ叩たたく。

　とある街角。中央に噴水を抱いだいた石畳の広場で、彼等は狂宴の真っ最中だった。主席はルー・ヴァイア、おまけでアクアク。そして街の悪友八名で、吞のめや歌えの星空宴会である。並べられる贅ぜい沢たくな酒食は、ルーが王宮の控えの間から失しつ敬けいしてきた物だった。夜の夜中に道行く人に話しかけ、酒をふるまい、揚げ句の果ては揶や揄ゆの標的として思う存分楽しみ、喧けん嘩か別れをする。喧嘩といっても、相手は酔っ払いのする事、と呆あきれて去ってしまうのだが。

　ルーはそんな遊びの中心だった。彼等のリーダーシップをとっていた。それは別に彼が貴族だから、という訳でなく、彼が一番賢かったからだ。賢いというのは、別に勉学に長たけている意味でなく、ウイットに富んでいて機転が利きき、情報が誰だれよりも早く多い、いわゆるトレンディな現代っ子だ、という意味だ。

「よーっ、マルガート館のお嬢さん達ーっ」

　ランドー馬車が彼等の前で停まる。中から派は手でやかな化け粧しようを施した乙おと女め達が顔を出す。

「あっら、ルー。他の皆さんもごきげんよう」

「ごきげんよう」

　こちらも負けず劣おとらずの浮かれよう。娼しよう婦ふ館かんの娘達はいつだって陽気で、若者達のアイドルなのだ。

「こんな所でなにやってるの」

「うちに遊びにいらっしゃいようん」

「やだぴー、おめーたちの目当てはルーだけじゃん。やってられっか」

「誰だれもあんたたちなんか呼んでないわよーだ。ねー、ルー！　来なさいなあ」

「おれパスう～～」

「付き合い悪いじゃーん」

「へへっ、ざまあ。こいつは今、自分のおひーさんだけで手て一いつ杯ぱいなのさ」

「おひい……？　もしかしたら、その背にくっついている、モノ？」

　言わずと知れたアクアクさんである。こっちの方は完全に酔いに目が据すわっていて、暴あばれ出さないのが不思議であった。

「モノとはなんだーっ、うちのおひーさんはなー、かっわいーんだぞー」

「やっだー、まだ子供じゃん。あんたロリ？」

「ガキでもなーっ、うちのおひーさんはなーっ、うちのおひいさんは、強くてえ、乱暴もんでえ、わがままでえ、ガキの身体からだでえ……」

「きゃははは、いーとこないじゃん」

「るっせえっ、早くいっちまえ、このスケ！」

「何よおっ、ぴーだ！」

　この喧やかましいといったら！　享きよう楽らくの一ひと言ことである。若者は集つどい、戯たわむれ、享楽に耽ふける。日頃の憂うさも皆月の下もとで晴らす。楽しみだけを追い、怒りも笑いもぐちゃぐちゃにして。

　これが俺達の生き方。ルーはそう自じ負ふする。今がある。未来も過去もあるが、今が此こ処こに在る。世の為ため人の為、まずは自分の為に。

「いーもんなー、何の取り柄えがなくても、アクアクは俺のコト好きだもんなー」

「好きだぞ。ルーの事、好きだぞ！」

　──それにしても、うるさい……。

　宴も酣たけなわになった頃だった。一人の若者が赤ら顔でルーに言った。

「しかし、貴族様っつーもんは、んなゴーセーなもん食ってんのかー。ずりーよなあ」

「ま、ま、ひがまねー、ひがまねー」

「があっ、この公平な世の中なあ、そーゆー身分の差があっていーと思ってんのかー」

「えーいっ、皆でこいつ袋にしちまおーぜ！」

　掛け声と共に、わっと皆がルーに飛びかかった。が、十秒足らずでアクアクにぽいぽーいっと、ゴミのように投げ飛ばされてしまう。

「ててて」

「ちい、やっぱりおひーさんにはかなわねーな」

「わたひりらりする。あ──っ!?」

　呂ろ律れつの回らぬ口く調ちようでアクアクが喚わめいた。皆して顔を見合わせ、一秒後に吹き出した、時。

「全く、いい若い者が幼い少女に投げ飛ばされるとは、呆あきれたものだ」

　侮ぶ蔑べつを込めた言葉。見ると、彼等から少し離れた街がい灯とうの下に、一人のルンペンがうずくまっていた。髪も髭ひげも伸び放題、身なりも酷ひどい有あり様さまで、着られるだけ着込んだボロ服、穴の空あいた靴くつ、そして、何日も洗っていない薄うす汚よごれた肌をしている。しかし、それは何か異い様ようだった。何かでき過ぎていて、自然すぎた。そして、その眼めの光が似つかわしくなかった。

　それは、人を監視する視線だった。

「なんだあ、ゴミが喋しやべっているぞお」

　しかし、半酔の彼等にはそんな事、判別できない。できたのは、アクアクの世話にかまけておちおち吞のんでいられなかったルーぐらいだった。

　はたとルーと乞こ食じきの目が合うと、彼は慌あわてて顔を背けた。

「……は～ん」

　その意味に気づいて、にんまり笑うルー。どうやら彼も浮かればいおリンになりかけらしい。すっと手を上げる。

「おっさあん、一いつ緒しよにやらないん？」

　酒瓶を振り回されて、図星を突かれた男は、よけい慌てて背を向けてしまった。

「おーいっ。それとも俺達みたいな不良さんの勧すすめる酒は吞めないのかあ？」

「…………」

「もしかしたら、酒代に俺達が何かしよーとしてるなんて思ってる？」

「…………」

「んじゃーさ、交換条件。俺さ、あんたにお話聞きたいなーっ」

「オハナシだってよ！」

　どっと野や次じが飛ぶ。おちゃらけた雰囲気に吞み込まれ、浮浪者は判断力が鈍にぶったらしい。

「話──だけでいいのか？」

「いいともさ。さ、どんどん吞んでよ」

　かくて。

　一度輪の中に入った浮ふ浪ろう者しやの、酒をあおるあおる。皆がぽかんと口を開けている前で、一合二合と、笊ざるに酌くむが如ごとく男の身体からだのいずくかへ消えてゆく。大酒食らいとは彼の事だ。そして、男の薄汚れた顔にも赤みがさしてくると、頃ころ合あいよかろうと、ルーは半身起こした。

「さて、な。お話聞かせて貰もらおーじゃん」

「おうおういいとも。何でも聞いてくれ」

　酒が入って、始めは警戒心強かった彼は豪ごう気きになって、言わなければいい一言を言った。

「んじゃ、お言葉に甘えて──タルージアの内ない情じようなどを」

「げ」

　一いつ気きに酔いが覚さめてしまった。その変へん貌ぼうにゲラゲラ笑うルー。ひとしきりバカ笑いすると、

「あんた、タルージアの人間だろ？　言葉訛なまってるよ。ヨロシ、ですね」

「むむむ……男に二に言ごんは無いっ」

　唸うなる割には呆あつ気けなく浮浪者は断念する。時代がかった口調で、彼も悪乗りするたちらしい。

「何からはなしゃーいいっ」

「んにゃあ、まずは……」

　タルージアからやってきた男の情報はこんなものだった。

「革命ん時、俺おれは十九だったが、よく覚えているぞ。え？　当たり前だ？　あ？　そうだ、俺は貴族だった。革命により貴族制は廃止され、俺は貧ひん民みんに堕おちた。俺は腕一本で軍部に入隊し、とんとん拍子に出世……なに？　俺の事なんか聞いていない。わかったよ。革命の最中は平民風ふ情ぜいが反はん旗きを翻ひるがえすとは不届きな、身のほど知らずと思っていたが、我が身の上となって初めて王制の愚おろかさが解わかった。それから十年、王党と共和党の内紛は膠こう着ちやく状じよう態たいにあって、最近ようやく王党が弱体して、タルージアは共和国に成ろうという方向に向かっている。そこへ王女が見つかっただと、黙って見ている訳わけなかろう。王女の秘力の噂うわさをタルージア国民の誰だれが知らないでか。とはいえ、すでに死んだものとして廃はい嫡ちやくした王女を引き取れば、ようやく鎮ちん撫ぶした国内に油を注ぐようなものだ。しかし、ただ拱きよう手しゆ傍ぼう観かんしている訳にもいかない。そこで送り込まれたのが、この俺だ。そうとも、俺は間者スパイなのだ」

　自称するスパイなぞ、どの世界にいるのだろうか。あれだけ古い歴史を持つ王国が革命に至ってしまった理由が、判わかる気もした。

「あん？　魔道士。おうおう、そんな奴やつ等らもいたな。王家に組みした者は皆、革命派魔道士バルボアに処しよ刑けいされちまった。バルボアはな、共和党を推おして色々と御苦労していたが、共和国成立にメドが立った今になって、国民政府に発はつ布ぷされちまったのさ、【魔道及びそれに準ずるものの撲ぼく滅めつ宣言】という国法を。飼い犬に手を嚙かまれたって言うんだよな。あっ、こりゃあ極ごく秘ひだからな、誰だれにも喋しやべるなよ」

　一番声が高いのは、自称スパイ殿。広場一杯に響かせて、間者というのは誇こ張ちようらしい。

「っつう事は、バルボアはタルージアを追い出された訳？」

「追い出され中だ」

「んじゃあ、タルージア政府はバルボアとアルディシア王女の双方を敵にしてますよって事じゃん。そうだな……」

　自分で言ってからルーは腑ふに落ちた。

「……バルボアと王女が手を組むなんぞはありえないかしらん」

「革命の口火を切ったのはバルボアだぞ。民衆はそれに便びん乗じようした形だし。国王夫婦を断頭したのも奴やつ等らだ。でも、王権奪だつ回かいとなれば、有り得る事だな」

　そこが問題なのだ、と苦にがい顔をして、男は瓶口を食わえ、一いつ気き吞のみをする。ふーむ。ルーは考えた。考え込んだ。んがっ、酒が入った彼の頭では、上う手まく思考回路が繫つながらない。

　ルーは傍かたわらのアクアクを眺ながめた。半睡状態で自分に寄り添い猫のように丸くなっている。

「……よしっ」

　掛け声と共に勢いよく立ち上がる。

「おれはあ帰るぞ！」

「えーっ、もおかよ。これから廓くるわに繰り出そーってんのに」

「俺おれは今日こそお、ベッドで寝るんでい」

「なんじゃーそりゃー」

「おめーらに俺の気持ちなんか解わかるかっ」

　ルーはお姫ひいさんを担かつぎ上げ、背せ負おった。

「こいつがベッドは気色悪いって、ヒトお道連れに床ゆかで寝るのよ」

「はー、のろけてやがれ、このろりこん」

　何とでも。ルーはにせ浮浪者に向き直ると、

「おっさん、うちに来ない？」







　ACT.3







「ルー！　お前昨晩どこに行ってた！　昨夜は一大事だったのだぞ！　お前知っとったか、王女が十万要求してきたのだぞ！　十万！　金じゃあないっ。兵を十万だ！　なに、知っていただと？　何な故ぜ私に話さなかった！　そう言えば、我々が三か月ぶりにブレンバルトから上京して来たというのに、この一週間顔も出さずに、お前という奴やつはブレンバルト公こう子しという自覚が全まつたく足りん！　やっと来たかと思えば、小こ汚ぎたない乞こ食じきなぞ館やかたに上げおって。それに、なんだ、話によるとお前は宮きゆう中ちゆうでは女にうつつを抜かしているそうじゃないか。それもまだ年とし端はのゆかぬ、どこの馬の骨とも判わからぬ子供と聞いたぞ。妾めかけをとるのは構わん、が、本気になるな。お前にはそれ相応の家の娘を娶めとらせる。女の為ために墓ぼ穴けつを掘るほど間抜けに見えるものはないからな。聞いているのか！」

　図書室に踏み込んで開口一番、父親が捲まくしたてた。薄い新書を閉じるルーが言うには、「親おや父じさん、マリオン王子と同じパターン使っても、可愛かわいくありませんよ。第一、親父さんにも俺という墓穴があるでしょーに」

「なに？」

「親父さんが言う女というのは」

　身を屈してルーはソファの脇わきに手を伸ばし、

「こんな奴やつですかあ」

　うずくまって絵本を眺ながめていたアクアクをむんずと摑つかみ上げ、ぶん、とネブラス目がけて投げつけた。べたん。ブレンバルト公の頭に張りつく赤い髪の少女。

　三秒後、パストゥール第三アベニューのヴァイア館に、奇っ怪な悲ひ鳴めいが響き渡ったのは言うまでもない。

　と言う訳わけで。

「出てけ出てけ、出てけえーっ！」

　壁に掛かっていたレイピアを手に、一いつ閃せん二に閃せんと、憤ふん怒ぬに駆かられて薙なぐネブラス＝ヴァイア。それをいとも鮮あざやかに、曲芸師のようにふわりふわりと跳とび回って避さけるアクアク。

「親父さん、もうやめたら？　親父さんの技う倆でじゃ、こいつに勝てないよ」

「小こ癪しやくな！」

　ずさっ。羽クッションが一文字に斬きられ、和にこ毛げが舞い散る。跳び上がる少女。そして、

「……くくっ、だからやめろって言ったのに」

『頭乗り少女』のでき上がりだった。

「お前達は何が望みなんだ」

　お先真っ暗の声で、額ひたいに濡ぬれ布ぶ巾きんを掛けて、ネブラスはソファに横たわって尋たずねた。

「結婚、でしょーね、この場合」

「いかんっ！」

　間かん髪はつを入れず返答が来る。さしずめ【身分違いの結婚に対立する父子】を演じているのだろうが、父親は完かん璧ぺき役をこなしているというのに、息子は全まつたく緊張感がない。おまけに対立の原因とされるムスメは、自じ己この思いの進むまま、部屋中を徘はい徊かいしている有あり様さま。

「ええいっ、うろちょろするな！」

　と一言怒ど鳴なれば、足をムスメに嚙かみつかれる事態に。これが本当の脛すねかじり。

「平行線だなあ。でもやると言ったらやる」

「私は許さんぞ！」

「許されなくてもする！　でないとこっちの身が危あぶない！」

「何の話だ！」

「こっちの話！」

「お前は父親を馬ば鹿かにする気か！」

「へん、ばかばかばっかばか、がんこもん！」

「くっ──お前という奴は！」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかけたネブラスは、片手を振り上げ、あわやというところで気がついた。息子の、母親譲ゆずりの黒こく瞳どうがいたずらっぽく輝いているのを。

　拳こぶしを上げたまま大きく深呼吸する。いかん。息子のペースに乗って、墓穴を掘るところだった。

　ルーは、彼の口から『勘かん当どう』の一ひと言ことが発せられるのを待っているのだ。

　壮そう年ねんの男は、さすがに年食っているぶん、聡さとかった。ぐっと堪たえて姿勢を正す。

「悪口の非礼は免めんじてやる。部屋を出ていけ」

「俺が先にいたんだけど」

「出ていくんだ」

「はいはい。アクアク」

　手を差し伸べると、ぴょんと彼女はその腕の中に飛び込んできた。それを幼な子のように抱き上げ、ルーは部屋を出ていった。

「……幼な妻か」

　やはりあれも私の息子であったか。

　それからネブラスが五十一回嘆たん息そくしたのを、誰だれも知らない。

　一方、ルーも心配をしていた。アクアクさんの調子が不順なのである。言葉数も少ないし、何か勢いがない。いきなり生活環境が、特に食生活が一変してしまったのだから、仕方がないのかもしれないが。

「アクアクさん、元気ないじゃん。どうした」

「……おなか、痛い」

「お前、道に落ちてたもん食ったか？」

「ここら辺が痛い」

　顔を歪ゆがめて、少女が下腹部を押さえた時。

「お、にいさまのば、かあ！」

「おお？」

　妙な所で息継ぎをした怒ど号ごうが飛んできた。その声を聞いた途と端たん、ルーの面かおにどっと疲れが現れる。振り向けば、お日様燦さん々さんと差し込む廊ろう下かの向こうに彼の異い母ぼ妹まい、今年十三になるジョゼフィーヌの佇たたずむ姿があった。彼女はパールピンクのフリル満まん載さいスカートの据すそを摘つまむと、レディとは思えぬ格かつ好こうで走り込んだ。

「お兄様のうそつ、き！」

　顔を真っ赤にして喚わめく。その容姿は全まつたくルーとは異ことなる。亜あ麻ま色いろの巻まき毛げにセピアの瞳ひとみ、目鼻がくっきりしている典型的なセルキア人だ。

「どうして、どうして、どうしてなの!?　お兄様ったらどこの誰だれとも判わからぬ卑いやしい女と結婚してしまったなんて！　どうせ財産目当てよ！　そのうちお兄様を殺してこのブレンバルト公家を乗っ取る算段なんだわ、お兄様、目を覚さまして。今なら間に合うわ！」

「こら、こら、ちょっと待て」

　憤いきどおって喚き立てるジョゼフィーヌに、セルキア人は皆一方的な奴やつなんだろーか、と疑惑を抱きつつ、ルーは面食らって押しとどめた。

「その、してしまったっつう過去形はなんだ。まだ未来形だぞ。いったいどこから聞いてきた」

「宮廷中の噂うわさよ。もう、昨夜はとっても恥ずかしい思いをしたんだから！」

「ったくう～。曲きよつ解かいして伝わってるな。それに、その噓うそつき呼ばわりはなんなんだ」

「だってお兄様は私と結婚するって約束したじゃない！」




　一瞬の空白。

　そりゃあ、たとえ明日【市中引き廻し・打うち首くび獄ごく門もん】をお奉ぶ行ぎように言い渡されても、これほどは驚かなかっただろう。啞あ然ぜんと始めは八つ年下の妹を見み下おろし、それからピクピクと顔を引きつらせて作り笑いを浮かべる。

「なんだって？」

「私と結婚するって！」

「んな事言うか！　俺とお前は兄妹だぞっ」

「言ったもの！　うそつきうそつき！」

「いったい、いつ！」

「私が九つの時よ」

「そんな昔の事なんか……！」

　どうしてこの家に帰ってくると、いつも喚わめき合いになってしまうのだろう。ほとほと呆あきれながら声を上げて、はたとルーは気づいた。

「……おい、九つの時って、俺が十七の時だろ。俺そん時セルキアにいなかったぞ」

「え？」

　怪け訝げんな面おも持もちの兄に、ジョゼフィーヌは彼の服をひっ摑つかむのをやめて考え込んだ。考え込んだ末、

「ゆ──夢、かしら」

「そんなのに付き合ってられるかっ」

「乙おと女めの純情を踏みにじるの!?　お兄様がそういうふうに夢見せたじゃないの！」

　ジョゼフィーヌの叩たたいてもただで転ばぬ性格は、父親譲りであろう。やってられんと逃げるルーを、はっしと捕つかまえて放さない。そして、ようやく肩の上のアクアクに気づいた様子。

「この子ね！　ちょっと下おりなさいよ」

　知らぬが仏、ジョゼフィーヌはアクアクを引きずり下ろすと、見み下おろして睨ねめつけた。

　やはり食生活が良いせいか、妹の方が縦に大きい。ついでに横にも大きい──これは相対的でアクアクが瘦やせぎすなのだが、これもまた、癇かんに触さわったらしい。

「お前なんか、身のほど知らずな！」

　ばちんっ。アクアクの頰ほおが唸うなった。口も手も早い貴族の娘っ子。

「あ！」

　ルーは声を上げた。

「なんて愚おろかな事を！」

「止めないでちょうだい、怒らないでちょうだい、お兄様！　私のプライドは深く傷つけられたのよ、こんな娘に！　こんな事ではすまないのよ！」

「いや、そういう事じゃなくて……」

　憤ふん慨がいに頰を赤らめるジョゼフィーヌを憐あわれんで、ルーが言い終わるが早いか否いなか。

　アクアクのお返しを食らった彼女は、綿ボコリのようにいとも呆あつ気けなく廊ろう下かを飛んだ。一瞬何が起こったのか判らず、座すわり込んでいたが、

「何するのよ！」

　すぐさま、突進してアクアクを突き飛ばす。アクアクは冷静に、無言のまま立ち上がって、ジョゼフィーヌの背を蹴けっぽった。

「きゃん！　ぶ、無ぶ礼れい者もの！」

「売られた喧けん嘩かは買う！」

　そして、ここに女の壮そう絶ぜつなる闘たたかいが始まった。ジョゼフィーヌは勝ち気で負けず嫌い、アクアクは一本気に折れる事を知らない、こんな二人が廊下の真ん中で、蹴る、突く、ひっかく、投げ飛ばすの大乱闘をしていれば、人が集まってこないはずがない。

「あらあら、どうしましょう」

　おっとりした、困こん惑わくの女声が聞こえた。侍じ女じよや侍じ従じゆうの垣かき根ねを割って、ブレンバルト公家の細君テレジアが現れ、ルーの側そばに寄った。

「やあ、お袋さん、お久しぶり」

「あ、あら、お久しゅう。ねえ、ルー。早くお止めになって」

「けっこう見み物ものですよ。ジョゼが健けん闘とうしている」

「そんな事。二人とも怪け我がしてしまうわ」

「女の恨うらみなんか買いたくアリマセン」

　なあんて応こたえて、ルーはおろおろする義母を尻しり目めに、さっさとその場を去ってしまった。結果はどう出るかは判わかっているし、女の恨みを買ってしまった友人を、彼はその目で何人も見ている。落らく着ちやくするまでは放ほっぽっといて置いた方が良いに決まってる──そう一人頷うなずくルーだった。




　さて、卵が王都に現れてから二週間が経たった。王おう宮きゆうの変化はなかなか激動的なものだった。当人達を全まつたく無視して、アルディシアを巡めぐるガルタ派とマリオン派の対立が生じ、険々たるムードが漂っている。平和過ぎた貴族社会で、この波乱は彼等の興味を多大に惹ひきつけ、そして熱狂させた。

　タルージアは決して豊ほう饒じようの地ではないが、その地下に埋まい蔵ぞうされているニッケルおよび白金の量は膨ぼう大だいである。それにあの国に伝わる太たい古この技術を得る事ができるなら、兵十万は損な取り引きではない。

　セルキアから北のタルージアへの道どう程ていは長く、両国の間には幾つかの小国家、例たとえばファナ王妃の母国スタレニアなどが存在する。タルージアを手にするとなると、その統治方法は二つ、セルキア王を皇帝と戴いただく分ぶん轄かつ封ほう土どとするか、セルキア王とは別に王を立て、二重帝国とするか。無む論ろん、前者を取るはガルタ王子派。いまいち非凡ではない才能であるが、彼は王おう太たい子しである、王室の威い厳げんは保たねば。そして後者はマリオン王子派。その平凡でない才さい智ちに、これこそ王座に即つく方と断定するのだった。

　両者の言い分。

「タルージアは異民の徒の国、そのような所へ単身乗り込んで上う手まく治おさめられる訳わけがない。やはり、セルキアの属州としておくべきだ」

「このように離れた国をここから治めるという方が無理だ。間にある列国が黙っている訳がない。国を二分すればセルキアは潰つぶされる。やはり独立国とすべきだ」

　など、事あれば喧けん々けん囂ごう々ごうと言いあっている。問題は双方、どうやったらそこまで辿たどりつけるか、という実質的な考こう慮りよが無い事だった。

「いーんじゃないの、勝手にやらせとけば。どっちにしろ、軍は政府の物だし、動きゃーしねーって。だいたい、宮く内ない庁ちようが何も言ってこないだろ、向こうも本気で取り合ってねーんだよ。新しい玩具おもちやを与えたつもりなのさ」

　これはルー・ヴァイアの感想。上下左右を見る彼は、物事の本質をよくとらえていたが、自分の置かれた立場に関しては、てんで認識が不足していたのだった。

「ルー・ヴァイア！　タルージアの現状を報告しなさい」

　自分の知らぬところでアルディシアの側そつ近きんに配属されてしまい、中立派にいようとしたのが最も危険な立場にさらされた。自じ業ごう自じ得とくだ。しかし、周りから見れば妥当な線だったかもしれない。鼻つまみ者の奴やつなら相手の賄わい賂ろを受け取る事もなかろう。双派の妙みような緩和空間だった。

　しかし、当人にしてみれば、

「私を卵の中で養育した魔道士達を迎える支し度たくをして、ルー・ヴァイア」

「ルー！　私とクリスにお茶を！」

「ルー、ルー！　お散歩しましょ」

　まるで小こ間ま使づかい扱いである。何かとあればルーを呼び、一ときたりとも放そうとせず、べったりなのだ。最初は確かに奪だつ回かいに燃える王女であったが、だんだんと本ほん性しようが現れてきて、今ではまるで普通の少女をしている王女になってしまった。まあ、それだけ不安と期待に緊張していたのだろうが、ルーへの態度は侍じ従じゆうの枠わくを超えていた。これでよくアクアクが黙っているものだというと、

「ルー・ヴァイア」

　アルディシアの魔の手からようよう逃げて来たルーは、回かい廊ろうの一角でガルタに呼び止められた。こざっぱりした王子らしい服に身を包んだ彼は、ルーの蔭かげから顔を見せた赤髪金眼の少女を認めると、どこかしら強こわばった笑えみを浮かべた。

「久しぶりだな、どうだ、茶につきあわぬか」

　堂々たる王子ぶりである。背後に二人の侍じ従じゆうがついているせいもあるが。

「いえ、ちょっと急ぐんで……」

「北洋の珍しい菓子が手に入ったのだが」

「お茶します！」

　とっさに意見を翻ひるがえし、意気込んで返答するルーとアクアク。ギョッとなるガルタだったが、

「く、訓練しているな、お前たち」

「食生活にはポリシーを持って」

　そして、食い物につられてお茶をする事になった、ルーとアクアク。王子の部屋で、控えの間から小侍従を外に追い出すと、当時の雰囲気が戻ったようである。

　と、ゆー事はつまり。

「…………」

　王子を完全無視して、並べられた色とりどりの可愛かわいらしい菓子を食べる事に集中する二人であった。呆あきれた目で眺ながめるガルタだが、不思議と疎そ外がい感かんを受けない。

　ここには気き遣づかう事も、気遣われる事もない。友達ってこんな感じなのだろうか。どことなくほのぼのしてしまうガルタであった。

　にしても、本当に遠慮なく食う。

　本当なら、公こう子しの身であるルーはともかく、その従者──表向きはそうなっているらしい──であるアクアクは、ガルタにとってみれば陪ばい臣しんであって、このテーブルに同席できるはずはないのだ。しかし、何というか、顔パスというか、この封建社会の中で一人その難を免まぬかれている。因ちなみに難をこうむっているのがルーだ。

　緑茶を二口飲んだところでガルタが話しかけた。

「近頃、アクアクを見かけなかったけど──何かあったのか？」

「ああ、それは」

　すぐに返答が来るのも快こころよい。

「こいつ、生理だったんですよ」

「げふっ！」

　意表を突いた、そして聞き慣れぬ言葉にガルタは茶を吹き出し、耳みみ朶たぶまで赤面して咳せき込んだ。

「つ、つ、月の……触さわり？」

　怯おびえたように口にしてから、再び首筋まで赤くなって、冷や汗さえかいている始末。

「そう、それです。三日間くらいお腹なかが痛いって喚わめいていて、それから血を流すからこっちも慌あわてたんですけど。今流行はやりの脱腸や痔じじゃなくて良かった、と、まあ、家に置いといた訳わけです。そしたら、えらく母が気にいっちゃって、やっと昨晩取り戻してきたんですよ」

　ガルタとは対照的に、照れも隠しもせず喋しやべるルー。そして、食べる事に勤いそしむ傍かたわら、じっとガルタを凝ぎよう視しして放さないアクアク。

「どうも初しよ潮ちようらしかったんだけど、これから月に一週間もあると思うと連日青あお息いき吐と息いきで」

　ははは、と乾いた笑いを飛ばしたが、ふとルーは自己満足に浸る為ために瞼まぶたを閉じた。

「でも、感動したなあ──こんなガキでもちゃあんと女なんですからねえ。ちゃあんと子供の産うめる身体からだに……」

　そこまで言うと急にルーはしゅんとなった。

「……なんか、淋さびしいなあ。なんか、なんか」
















「な、なんか？」

「なあんか、娘を嫁にやる親おや父じの気がする」

　その言葉に、ガルタがずっこけたのは言うまでもない。




「意外だったり」

　暫しばしの沈黙（空白とも）の後、今度はルーの方が声をかけた。キョトンとした面おも持もちでガルタが顔を振り仰あおぐ。

「俺と会ったら、アルディシア王女の事を聞くと踏んでいたんだけど、意表突きだなあ」

「あ、あれは……」

　少し躊ちゆう躇ちよして、ガルタは弁解しかけたが、やめた。ルーもそれ以上突っ込む事はしない。

「あの女は嫌いだ」

　突っ込んだのはアクアクだった。

「あの女が居いると、私はルーと一いつ緒しよにいられない。私は嫌いだ。ガルタも嫌いか？」

「い、いや、その……」

　王女が、自分と同じくらいの注目度のアクアクを疎うとんで、否いや応おうなしに少女をおっぱらってからルーを呼びつけ放さない事を、彼女は言っているのだ。本来なら一戦を交えてでも己おのれの権利を主張するアクアクだが、これ以上ややこしくしないでくれと、ルーに説伏され、今までおとなしく引き下がっていた。

　じいっと覗のぞき込んでくるアクアクに当とう惑わくするガルタであったが、ルーを一いち瞥べつすると、

「嫌い、ではない」

　思わずため息が洩もれる。

「でも、好きかは解わからない、マリオンのように。確かに目は行ってしまうけど──それに、皆は私と弟が王女を取り合ってるとしているが、私は、その、乗り気ではないのだ」

「…………」

「挙きよ兵へいもあまり賛成ではない。第一、十万の兵なんてどこから集める気だ。軍は動かせないだろうし、政府を説得する。誰だれが？　実際には我われ々われは何もできないのだ。でも、皆の前に立つと、マリオンと比較され、そう言われると、つい反対する気になれなくて……ルー」

　独どく白はく的に語るガルタ。そして、暫しばしのためらいの後、何か打ち明けでもするか、緊張の表情でガルタが呼びかけた、その時。

「兄上っ！」

　控えの間と繫つなぐ仕切りに垂たれる、紫ビロードの緞どん帳ちようがまくれ上がって、第二王子マリオン・ベイザの見慣れた姿が飛び込んできた。びくっとガルタの四し肢しが一度痙けい攣れんする。しかし、マリオンは全まつたく屈くつ託たくのない、生き生きした笑顔で、息を切らしながら彼に寄ると、

「いきなり入ってきてごめんなさい、兄上。アクアクが久しぶりに昇殿してきているって、それでこっちにいるって聞いたから、一いつ緒しよに遊あそぼうと思って、またどこか行かないうちに誘いにきたんだっ。彼女は？」

「私はここだ」

　ぶっきら棒にアクアクが腕を振る。それが少女の自然体であるのは承知であるので、マリオンは構わず近寄ってその手を取ると、

「ねえ、庭に野生の白馬が連れてこられたんだ。一緒に見に行かない？」

「行くっ」

　知らぬ語ご彙いにすぐ飛びついて、アクアクは立ち上がった。そこで、マリオンはふと思い出したかのように、変わり終えていない声で、

「そうだ、アルディシアも誘おう」

「あー、王女なら、卵時代の後こう見けん魔道士を迎えて、何やら密談してましたよ」

　それを聞いたルーが教えると、残念そうにマリオンは納なつ得とくして、アクアクに笑みかけた。

「じゃあ、二人で行こう、アクアク」

「ルーも」

「俺おれは後から行くわあ」

　手を差し出す少女の頭をぐりぐり搔かき回し、ルーは先に行けとその背を押して促うながした。それを受けてアクアクの腕を引っ張ったマリオンが、不意に怪け訝げんそうにその腕を覗のぞき込んだ。

「……ねえ、ルー。アクアク、生なま傷きずが増ふえたんじゃないの？」

　心配の声を上げる。ぎくりとなるルー。

「い、いやあ、似た者同士って言葉もあるし」

　意味不明な事を口走ってしまう。まさか、未来の小こ姑じゆうとと、すでに壮そう絶ぜつな闘たたかいが展開しているなどとは口が裂けても言えない。

「？　でも、何にせよ、女の子は守ってあげなきゃ駄だ目めだよ、ルー」

「はいはい」

　誰だれが女の子だか──肩をすくめるルーを、マリオンはもう一度注意すると、アクアクの手を取って部屋を駆け出ていった。

「やれやれ、王子もまだ子供なんだから」

　ふうと息をついて、ルーは後を追う為ため立ち上がった。その態度がやけにじじむさい。

「……アクアクは、誰からも好かれるんだな」

　不意に、今まで黙もくしていたガルタが呟つぶやいた。

「え？」

「マリオンが王女より先に誘った」

「…………」

　少年の目はどこか遠い、眩まぶしいものを見るように細まった。

「マリオンのような好感とは違う何かで、驚くほど美少女でもなく、態度だって横おう暴ぼうだけれども……それでも……」

　次の声は口腔から出てきはしなかった。モゴモゴと喉のどを鳴らして、そして赤らむ。

　それを少し気になる目で、ルーは見ていた。







　ACT.4







　こそこそこそ。

　敵陣の真っただ中で、ひそひそ話。

「……どうだ、状況は」

「王宮内は巧うまくいっております。この分ですと近日早々には……」

「しかし、今一つ民衆に伝わっておらぬのう」

「これからが勝負だ。『アルディシア王女』はどうしている」

「今頃は紅蓮の夢に。良い気なものよ」

「どうでもよいが、照明を消してくれぬか。陰いん謀ぼうを企くわだてる環境ではないぞ、これは」

　という希望により、真っ暗になった部屋の中で、蠢うごめく影、六つ。

　人の中でも闇やみに巣を持つ眷けん属ぞく。全身を覆おおう暗色の衣ころもが、擦すれ合い、耳みみ障ざわりな音を立てる。

　ざざ。

　ざざざ。

「ふむ。ムードが大事であるな」

　ざざざざ。

「そう、ムードこそ人をどんな方向にでも向かわせる。創つくり出せ、醸かもし出せ」

　ざざざざざ。

「ところで、ルー・ヴァイアは、まだ何も？」

「忌いま々いましい性格をしておりますゆえ、手なづけるのは『王女』でも難むずかしく」

　ざざざざざざ。

「厄やつ介かいな代しろ物ものじゃ。軸でなければさっさと消しているものを。本当に忌々しい」

　ざざざざざざざ。

「きゃつは、もしやしたら、何もかも承知の上で、我々をあざむいているのでは」

「ばかな！　どうやったら判わかると言うのだ」

　ざざざざざざざざ。

「ルー・ヴァイアは──放って置きなさい。時は過ぎた。そろそろ割れてもらおう」

「げに」




　王おう宮きゆうは割れた。

　ついに衝しよう突とつしてしまったのだ。二人の王子派の者が互いに。原因はほとんどの者が知らない。些さ細さいな事であったのは確かだ。もしかしたら全く無縁の事から派は生せいしたのかも知れぬ。

　どちらにせよ堰せきは切られた。王宮は割れた。

　アルディシア王女を迎える宴うたげより二週間、その時集まった諸公貴族は成り行き見たさに、故郷へは帰らず王都の私し邸ていに留とどまっていた。従って、この騒そう乱らんを聞きつけて彼等は馳はせ参じ、仲ちゆう裁さいどころか仲間入りして啀いがみあった。

　王宮は真っ二つに分かれた。

　回かい廊ろう宮きゆう殿でんの中庭を中心に、三々五々集まって罵ば倒とう試合である。もう暇ひまで暇で、やる事といえば狩りとカードと悪口しかない、と言われるセルキア貴族である。その凄すさまじいといったら！　へたに剣を交まじえるよりも迫力あるし、気持ちもこもっている。無ぶ礼れい講こうとばかりに日頃の鬱うつ憤ぷんを吠ほえるわ吠えるわ。

「主ぬしのような腰抜けに支えられた惰だ弱じやくな王子に何ができる！」

「だ、惰弱とは、き、貴き様さま！　謀む反ほん者ものめ！」

「お前なんぞに任まかせて置いたら、世界がひっくり返ってしまうわ、地から雷かみなりが昇のぼり、木が天から生はえるもんだ」

「貴様が私の妻に言い寄っている噂うわさは本当なのか！」

「はん、だからどうだというのだ。寝ね取とられ男の汚お名めいを返上したいか」

「だいたい貴方あなたはいつもそうなんですわ！　私だけよ、私だけよと言いながら、手切れ金を出せ!?　冗談じゃないわ、くやしーっ！」

　せめてもの救いは、さすが優ゆう美びを競う貴族、悪あつ口こう雑ぞう言ごんの質は低レベルな事だ。これが下町の若わか衆しゆう辺あたりだったら、聞くに堪たえないだろう。

　しかし、ところどころで女の悲ひ鳴めい、金切り声が飛び交かっているのは何な故ぜだろうか。

「王子はどうした！」

「マリオン王子はいずくにおわす！」

「王おう太たい子し殿でん下か！　王太子殿下あーっ！」

　矛ほこ先さきは遂ついに当人達に向けられた。彼等の語ご彙いもそろそろ限界にきていたし、新しい獲え物ものを求める貪どん欲よくは飽あきる事を知らなかった。

　こうなると、奥で騒ぎが収おさまるのを待っていた王子達も、黙っている訳わけにはいかなくなった。いったい父王は何をしているのだと、苛いら立だちと焦しよう燥そうにかられつつ揃そろってバルコニーに出る。

　途と端たんに、

「王子殿下！」

「ガルタ王太子！」

　これはもう歓かん声せいではない。絶ぜつ叫きようである。怒りも憎しみも無い。熱に浮かされて、喚わめけばどうにかなるといった感じだ。

　怒ど濤とうの如ごとき咆ほう哮こうを耳にして、王子達はたじろいだ。

　ガルタは歓声が好きだった。たとえその裏にどんな思おも惑わくが隠されていようと、自分が頼りにされているのは確かなのだから。

　しかし、これは……

（どうにかしなくては）

（どうにか）

　どうする？　止める？　鼓こ舞ぶする？

　どうしよう。

「みんな！　静かにするんだ！」

　凜りんと張った声。

　しまった。先を越された……！

　マリオンに牽けん制せいされた彼等は、水を打ったように静まりかえった。少年に威い圧あつされた訳わけではない。新しい転機がきたのを悟さとったのだ。

　それでも先駆したにはかわりない。

「いったい何があったんだ！　原因は誰だれなんだ！」

「おい、誰だ？」

「一番最初に罵やってたの、誰だよ」

「シーク殿であろう、マイダンと派は手でに」

「いや、その前に噴水の側そばで誰かが……」

　すぐさま、蜂はちの巣を突ついた騒ぎになる。全まつたく、暇人ほど手に負えぬものはない。

　どうしよう──すがる目でマリオンが兄を見る。それに、『自分ならもっとよくあしらえたぞ』なんて高こう慢まんな感情が湧わいてくるのは、どうしようもならない。

「お主ぬしが先に侮ぶ辱じよくしたのであろう」

「我わが輩はいになすりつける気か。だいたい殿下が」

「貴き様さまは王家に対しての敬けい意いが足りん！」

「背はい信しん者ものめ！」

　ガッ。

　最初の拳こぶしが飛んだ。その音は回かい廊ろうをぐるりと巡めぐらせた中庭に響き渡り、誰もが振り向いた。そして、

「無ぶ礼れいな！」

　殴なぐられた方も無礼をし返す。わっとその現象は広がり、とうとう場内は暴ぼう力りよく沙ざ汰たに発展してしまった。こんな状況は初めてだった。

　こうなると、どうにか止めなくては、と焦あせるよりも、啞あ然ぜんと傍ぼう観かんして、これからどーなるのかなー、と楽しみたくもなる。

　しかし、それを実行するには、マリオンは生き真ま面じ目めで、ガルタはブラコンすぎた。

「あ、兄上、どうしよう」

「だっ──だから」

　脈みやく絡らくも無い接続詞をガルタが口走った、時。

　ガガーン！

　けたたましい銃じゆう声せい。びくっと皆が反はん射しや硬こう直ちよくして、天空を振り仰あおいだ。

「ぎゃーぎゃーぎゃーぎゃー、うるせえなあ」

　怒りを含んだ声が、続いて中庭に響き渡った。どこから？　あそこだ。二人の王子が佇たたずむバルコニーとは対たい峙じした回かい廊ろうに、手て摺すりに片足をかけて、長銃を携たずさえて見み下おろすルー・ヴァイア。そして、その傍かたわらにチェストを担かつぎ上げたアクアクの姿が。

「あのチェスト、六人がかりで運んだんだぞ」

「げっ」

　その脅きよう威いに呆ぼう然ぜんと佇む者、大多数。

「なんだ、あいつ。また目立ちやがって」

　などと嫉しつ妬としている者、その残り。声を張り上げるのはただ一人。

「この忙いそがしー時に、てめえら自分達だけ楽しみやがって。俺おれが珍めずらしく仕事してんのに！」

　詰まるところ、これが本ほん性しようである。『だけ』。

「そんなに鬱うつ憤ぷんがたまってるなら、俺が相手になってやる。かかって来い！」

「小こ癪しやくな！」

　誘導作戦に引っかかって飛び出し、階段状に二階まで造形された白はく亜あの花壇棚を、跳とびのぼってくる者、三名。当然、正々堂々と騎き士し道どうにて──いわゆる真っ向に対たい峙じして礼を払って真剣勝負を挑いどむ、という奴やつをやると思っていた三人の貴族息子は、欄らん干かんに手を掛け飛び乗ろうとした途と端たん、その顔面に蹴けりを入れられ卒そつ倒とうし、ごろごろ棚を転げ落ちた。

「あ～あ、能がないんだから」

「な、何を！　卑ひ怯きよう、ぶっ」

　叫さけびかけた遠とお吠ぼえは、アクアクの『チェスト投げ』に断ち切られた。いともなげに放り飛ばされた重壮なチェストは、綺き麗れいな放物線を描いて、転がる人間の前に地響きとともに着地した。それでもチェストにはひび一つ入らず、地面の方がめり込んでいる。

　さあーと血の引く音を誰だれが聞いたか。

「ルー・ヴァイア、覚かく悟ご！」

　それは、一瞬の出で来き事ごとだった。顎あご髭ひげに特徴ある男が、己おのれの懐ふところに手を入れ、銃身の短い、拳けん銃じゆうを取り出した。ルーが目に入れる暇ひまもなく、撃げき鉄てつを上げてトリガーを引く。

　その刹せつ那な。

　爆ばく烈れつ音おん。そして、

「ぎゃあああーっ！」

　絶ぜつ叫きよう。暴ぼう発はつしたそれは、男の五指もろとも吹き飛んだ。

　誰もの顔に、背筋に戦せん慄りつが走るおぞけが現れた。ルーも悶もだえ苦しむ男を見て、とっさに銃を投げ捨てる。無む論ろん、後で拾いには行ったが。

　すぐさま、男は担たん架かで運ばれていったが、場内はもはや白けたムードが漂い、これ以上何もする気は失うせたようだ。そこへ、

「お前達は何をしているのだ!?」

　思わずアクアクの手を握り締めているルーの背後から、八人の男が姿を現した。

　居合わせた者なら誰しもがその面めん々めんに見覚えがあり、その口から名が洩もれたはずだ。

　八大公国の大公達！

　語気荒々しく叱しつ責せきしたのは、最年少大公、四十のマクベス公である。さすがに古い体制の残る農村部に領土を構える彼等は、威い風ふう堂どう々どうと貫かん禄ろくがあり、皆の心を現実に引き戻した。

「馬ば鹿か騒さわぎもいい加か減げんにせい」

「し、しかし、ご老体っ」

　熱の冷め切らぬ様よう子すの若者が、ベスペレーム老公に不満の声を上げると、ネブラスが凜りんと張った一いつ喝かつを飛ばした。

「痴しれ者め！　痴れ者が痴れ者を構ってどうする！」

「ちょっと、どーして俺おれまでが」

　不平を鳴らすルーを押し込んで、ネブラスは言葉を続けた。

「国王陛へい下かがお倒れになられた」

　はっと──

　誰もが息を吞のんだ。そして、誰もの心にある一つの思いがよぎった。

　勝負の分れ目が来た、と。




　王おう宮きゆうは割れた。

　国王の病倒を得て、それは明確になり、王宮は今や突けば破れんばかりに緊張し、震えた。双派の対立は激しくなり、兄きよう弟だいはあれ以来、王の見舞いの時でしか顔を合わせられない。その王の病体を気き遣づかって、表立った、肉弾的な事はまだ起きてないが、小こ競ぜり合いは幾度となく繰り返された。

　王宮は割れた。

　しかし、国民は割れなかった。

　保守的な農村は言うまでもなく（この場合、話が伝わってないとも言える）、都市、特に王都パストゥールにおいては、割れるどころか、

「おい、王宮で何か起こってるそーだよ」

「なんでも、王おう太たい子しさんと弟王子さんが『骨こつ肉にくの争い』をしてるそーだ」

「ほー、そりゃおもしれえ」

「俺、王太子さんに五百リピト！」

「んじゃあ弟王子に七百！」

　完全に傍ぼう観かん者しや、いや、観かん衆しゆうとなっていたのだ。不安のふの字もない。

　当たり前だ。そこは別世界なのだから。箱庭で起こった事が現実に飛び出てくる訳わけない。

　ともかく、退たい屈くつで刺し激げきを求めていた都民は、ここぞとばかりにはしゃいでいた。しかし、王宮のように決して割れはしなかったのだ。

「なっ、なんだとおう」

　その報告を聞いておどろ線をしょったのは、王宮内で陰いん謀ぼうを企くわだてる輩やからども。

「何な故ぜ割れぬ、何故国が割れぬのじゃあ。国が割れねば宮が割れ切れぬう、このままでは割れぬう、なんという奴やつ等らじゃあ」

「師長、やはりこの国は何かが狂っておりまする。策を今一度、講こうじては」

「遅い、今いま更さら遅いわ！　魔道士の運命はもはや一いち途みちしか残っておらぬ。こうなったならば──『アルディシア王女』を使うのみ」

「……承知。新ネオタルージア王国の為ために」

「王国の為に」

　幾度となく交かわされた誓ちかいの言葉。だが、彼等はまだまだ知る余地もなかった。

　この国の本ほん性しようを。




　王宮は割れた。そして国王は行ゆく方え不ふ明めいになった。そう、病びよう床しようとは真っ赤な噓うそ。消えてなくなってしまったのだ。しかし、これ以上の混乱を防ぐ為、敢あえてよくある手段を取った。

「全まつたく、どこへ行かれてしまったのだか」

　もぬけのからのベッドに屯たむろするのは、陰謀者の八大公ぷらすルー・ヴァイア、アクアク、王妃ファナ、両王子、そして魔道士長の十四名。ルーはアルディシアへの対たい処しよの為、アクアクは惰だ性せいでいる。

「いつまでも隠し通せるものではない。カイリ、何か判わかったか」

　魔道士長はおもむろに首を横に振るのみだった。こんな時に、いや、こんな時だからこそ王は連れ去られたのではないか。しかし、王女を迎えた最近の警けい戒かい網もうを潜くぐって？　魔道士が関係してくるとしたら、カイリゾーン等がその痕こん跡せきに気づかぬはずはない。やはり王自身が……

　考えたところで結論が出るものでもなかった。なにはともあれ、周りに気づかれぬように捜さがすのが最良の手であると、いつも帰き結けつした。幸い、周囲も興奮してこっちの問題は大して気にしていない様子なので、事はやりやすかった。

　王妃とマーレン公を残して、王の寝室を最後に出たルーは、王宮魔道士長に珍めずらしく声をかけられた。

「あ、先日はどーも」

　先日とは、気化剣を鍛きたえて貰もらった際である。カイリは深々と一礼すると、

「時間を少しお取らせ致します。是ぜ非ひに貴方あなたに聞いて頂いただきとう事が……」

「あ？　あ、別にいいけど」

　本心は、アルディシアから逃のがれる口実ができて、少しでも一日でも、と喜んでいるのだ。

「で、何を……」

「もはや魔道士は駄だ目めなのでございます」

　唐とう突とつにそう切り出され、ルーは面めん食くらった。王の行方ゆくえが摑つかめないからといって、魔道士が落ちこむ事なかろうに。ともかく、

「ま、ま、事を急がないで。人間できる事とできない事は必ずあるもんだ。国王が見つからねーのはあんたたちのせいじゃねーって」

「そうではござりませぬ」

「え？」

「──魔道士は、もはや風ふう前ぜんの灯ともし火びにまで、種しゆとして衰すい退たいしてしまいました。要かなめのタルージアは失われ、我われ々われは還かえる郷里を亡なくしました。私は魔道士は絶たえるべきではないと、頑かたくなに信じ、あやつらの語る通りに事を進めて参まいりましたが、やはり、我々は駄目なのです。何をしても、どうやっても、新しん潮ちようの波に吞のまれて、進まない。これは、我々がすでに時代のニーズを満たさなくなった証あかしでございます。専制に代わって民主制が台たい頭とうしたように、魔道に代わってテクノロジィが人々の上に台頭する。これはどうにもならぬ時代の流れ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　一いつ気きに言われたルーは、カイリに歯止めをかけた。しかし、老人は無視して語り続ける。

「私は気づいたのでございます。やはり魔道士大老が言うように、魔道士の時代は終わったのだと。我々の滅ほろびは必ひつ至し、新ネオタルージア王国など要いらぬ、愚ぐの骨こつ頂ちようだ！」

　最後の言葉は、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようと重なった。

　一瞬、老人の萎しなびた肌が破れんばかりに膨ぼう張ちようし、目を疑った一瞬、肢し体たいはひしゃげた。

「!?」

　ぐじょりと腹がねじれ曲がり、チーズを踏み潰つぶしたかの如ごとくその顔が崩くずれて、眼めも鼻も一いつ緒しよくたに歪ゆがむ。四し肢しが捻ひねりに耐え切れず、ぶちりと、鈍にぶい音と共に弾はじけ、内肉と血液と、黄色いリンパ液が飛び散った刹せつ那な。

　殺人の造形オブジエは跡あと形かたもなく搔かき消えた。

　何事も無かった。無くなった。

　ルーは反射的に口を押さえた。しかし、無む駄だだった。今け朝さ食べた物を彼は全すべて嘔おう吐とした。

　吐いても吐いても吐き足らぬ。吐くと余計に嘔吐感をそそる、倒とう錯さく的てきな欲望。胃液さえも流れ出し、喉のどが焼けつく。

（なんなんだ、今のはなんなんだ）

　魔道の手て妻づま。

（どうしてあんな物見せる、どうして俺おれに見せる！）

「ルー、食べた物を吐くのは勿もつ体たいないぞ」

　アクアクの無む頓とん着ちやくな言葉。まるで吐いた物を全て啜すすって胃に戻せと言わんばかりの口く調ちように、今回ばかりはルーも、幻げん滅めつして、

「お前……もうちょっと、女らしく、うっ、気き遣づかって、くれない？　うぷ」

　痛々しく呻うめくのだった。

　そして、それに追い討うちをかけるように、

「ルー、こっちに来て一いつ緒しよに茶を飲みなさい」

　むくれるアクアクを突き放して、気分転換に庭をふらふらさまよっているところへ、突とつ如じよ、茂みから現れたアルディシアに捕つかまってしまった。泣きっ面つらに蜂はち、弱り目にたたり目。

「けっ、結けつ構こうです」

「まあっ、私のお茶が飲めないの？」

　短気もいいところである。よくこれで十年も辛しん抱ぼうしたなと、ずるずる引きずられながら、げんなりした顔で思うルーだった。

　茂みの奥の東あずま屋やで、彼女は侍じ女じよクリスと共にお茶会を開いていた。久しぶりに取り巻き連中がいない。

　イヤな予感。

　椅い子すに座すわらされたルーは、どうやって逃げ出そうか、そればかりの思し案あんに暮れていた。

　そこへ、

「さあ、ルー、ペパーミントティよ。良い香りでしょ。そして、お茶受けに」

　傍かたわらのワゴンから皿を取ると、アルディシアはパッと布ふ巾きんを取り去った。

「タルージアの特産、カッテージチーズよ」

「げげっ」

　蘇よみがえる吐き気け。途と端たんにルーは真っ青になり、椅子の上で後ずさった。

「？　何よ、顔色が悪いわ」

「あ、その、いえ、ぱ、パスさせて下さいっ」

　思わず立ち上がって逃げようとするルーを、はっしと摑つかんで放さないクリス。

「姫様がせっかくお勧すすめになられているというのに、その態度はなんですかっ！」

「わわ、後ご生しようだから、見み逃のがしてくれい」

　じたばたともがくが、いったいこの細腕のどこに力があるのやら、全然振り切れない。

「……ルー・ヴァイア！」

　とうとうアルディシアが癇かん癪しやく玉だまを炸さく裂れつさせた。これはアクアクよりも質たちが悪いっ。

「私の故郷の食べ物が食べられないと言うの!!　それとも私が気に食わないと言うの!!　お前をこんなに可愛かわいがっている私を！　そうなのね！　もう、許せないわ！」

「ち、違う、落ち着いて、話し合えば解わかる事」

　必要以上のアルディシアの剣けん幕まくに、ルーは吐き気も忘れて弁明した。女の恨うらみほど、恐ろしいものはないと自負している彼である。

「問もん答どう無む用よう！　全部食べてもらうわ！」

　王女は皿ごと十八センチ円チーズを鷲わし摑づかみにすると、テーブルを越えてルーに突っかかってきた。

　顔面にぶち込まれる！　そう悟さとったルーは、反射的に固く眼めをつむった。

　しかし、彼を待ち受けていたのは、少女の柔やわらかい唇くちびるだった。

「!?」

　一瞬、ほんの一瞬掠かすめた程度だったが、それでもルーには十分な仕打ちだった。何な故ぜなら、その一瞬の光景を、久々に兄弟の語らいをして庭を散歩していたガルタ・マリオン兄弟に目撃されてしまったのだから。

　小枝が折れる音に振り向けば、マリオンの目を白黒させた顔と、ガルタのわなわなと震えた顔が。

「る、ルー・ヴァイア！　お前という奴やつは、アクアクという許嫁いいなずけがいながら、マリオンの結婚相手になるかもしれぬ女性になんて事を！　不ふ謹きん慎しんきわまる、許さん。閉じ込めておけ！」

　と、いう訳わけで、弁明の余地も与えられず、呆ぼう然ぜんとなっているルーは、あれよあれよという間に、王おう宮きゆうに割り当てられた自室で、軟なん禁きん状態と洒落しやれ込こむ事になってしまった。

　しかし、これが事件の始まりである事を、セルキア人おにんぎようはまだ誰だれも知らず、そして、この事件がどのような収しゆう拾しゆうを見せて終わりを告げるのか、企画者当人にんぎようつかい達も誰も的確に推すい測そくし得ていなかった。







　ACT.5







【君も男だ、国王軍に入ってみないか？　呼ぶよ君を、北の国。目め指ざすはタルージア、夏の北国は涼しいぞおっ。俸ほう給きゆうは一月当たり一人、十五万リピト、募集数は十万名。先着順に定員になったら即そく座ざに締め切るので、どんどん応募しよう。受付は宮内庁新設タルージア遠征課まで。さあ君も、僕と握手！】

　これは、王宮でルー・ヴァイアが軟禁された翌朝、パストゥールの街角の此こ処こ彼処かしこに張られたポスターである。文章は、この時代の若者のセンスをさらけ出した、すなわち、重大な事柄でも軽い調子で騒ぎ立て、ムードに流して納なつ得とくさせてしまう、そんなコピーであったが、これは委い託たくされた広告会社のせいであるから、文章はこの際関係なかった。問題は、委託した方だった。

　国王軍──功を急いだ貴族達の仕し業わざである。

　あっという間に広まった、ルー・ヴァイアの王女押し倒し事件。ガルタ王子の怒りようを見ては、尾お鰭ひれが付くのも無理はない。加えて、

「私、淋さびしかったのです。陛へい下かは考こう慮りよするとおっしゃって下さいましたが、あれ以来、何の音おと沙さ汰たもなく、故こ国こくへの想いは募つのるばかり。見捨てられたのではと当とう惑わくしておりますところへ、ルー・ヴァイア公子が、自分ならどうにかできる、その代償に私の身体からだを」

　よよよと、涙に訴えて、アルディシアは暗あんに促うながした。いや、暗というか露ろ骨こつというか。

　それに乗せられたのは双派ともだった。早さつ速そく、行動に移った彼等だったが、これほどの迅じん速そく技わざは初めてだろう。

　日が高くなるにつれ、ポスターの周りには人だかりができ始めた。王宮からの御お達たつし。初めての事だった。無む論ろん、王宮側としては、今までにだって幾度か出してはいたのだが、それらは一度宮く内ない庁ちようを通る事になっていて、その時点で全すべて却きやつ下か、うち捨てられるので、ついぞ民衆は見た事がなかったのだ。今回は急を要する事と、宮内庁を通さずに貴族自みずから張りに出た。よってこの事態である。

「……十五万だってよ」

　十五万リピトは学院出の初給料と同じで、滅めつ多たにない好条件だ。他に問題がなければ。

「十五万、それが十万。百五十億、だな」

「……誰だれが出すんだ？」

　ポツリと誰かが呟つぶやいた。一同、顔を見合わせる。そして、

「王宮？」

「やっぱ、税金だろうなあ」

　国庫の三分の一を奪うばっていく王家・貴族の賄まかない費。王家の財産だけで月に百五十億リピトもの支出をやりくりできるはずがない。

「……増税、かな」

「どうして私たちが払ったお金で望んでもいない戦争して、命の危険まで賭かけて、それで私達が払ったお金を貰もらわなきゃならないのよ」

　民衆は、貴族達が考えていたほど単純ではなかったのだ。世の中平へい穏おんになり、書物の普ふ及きゆうとマス・メディアの発展によって、人々の心中に、『平和が一番、戦争は罪ざい悪あく』という観念が巣くい、そして、何より、世は力ではなく金が支配する時代となっていた。

「こんな事を野の放ばなしにした政府に談だん判ぱんしに行きたいよなーっ」

「行こうか」

「……行くか。何の為ための民主主義か、ってな」

「行け行けっ。皆、ついてこい！」

　とある一角で盛り上がった運動は、たちまち街中に伝染した。人々は国会議事堂に押し寄せ、説明を求めた。見る見るうちに堂前の広場に街衆が集まり、その数は膨ふくれ上がる一方。

　騒ぎを聞きつけて、国家公務員達の驚いたのなんの。窓から見み下おろして、黒だかりの人間の不ぶ気き味みな事。

「いいい、いったい何の騒ぎだ」

「また、大臣のバカが何か言ったのか」

　宮かん庁ちよう勤づとめの者ならまだよい、一応他人事だ。しかし、国会議員は、投票によって選せん抜ばつされる彼等は、素そ知しらぬ顔などできなかった。そして、内閣にとっては国民不信は死活問題だった。全まつたく身に覚えが、いや、全くではないが──ともかく、こんなに人々が押しかけるほどの事はやっていないはずだ。

　そこへ、ポスターがやっと運ばれてきて、閣かく僚りようは事件の原因を知った。とっさに宮内庁と連絡をとってみたが、向こうも知らぬ存ぜぬの一点張り。甘く見ていたツケが回ってきた。

「首相、もしかしたら、これは例のタルージアの王女が絡からんでいるのでは」

「そんな事一いち目もく瞭りよう然ぜんだっ。むむむ」

「なんと事態を収しゆう拾しゆうしたものだ。まさか、歯し牙がにもかけなかったなどと説明したら、内ない閣かく総そう辞じ職しよくだけではすまされませんな。ははは」

　乾いた笑いが空むなしく総理室にこだまする。

　刻一刻、喧やかましくなっていく外を盗み見しながら、彼等は頭を寄せて唸うなった。

「……あの手を使いますか」

「むむむ。そう、だな。むむ。予算委員の方も、その分の予算を回せば、あと十パーセントは支持率を高めてみせようと言っているし」

　四角い顔の総理大臣は、額ひたいに脂あぶら汗あせを無数に浮かべながら同意した。そして、演台に立つ為ために部屋を出ていく。多少顔を強こわばらせて、それでも作り笑いを忘れずに。

「……これで、この国にも大統領の出現だな」

　残された閣僚の一人が感かん慨がい深く洩もらすと、一いつ斉せいに皆、首を縦に振った。

　議事堂門前に臨時に設置された演台の上に立って、総理は喧けん々けん囂ごう々ごうと喚わめきたてる群集を制すと、手汗をかいて拡声器を奮ふるった。

「皆さん！　これは、私どもの意思とは全まつたく関係ありません！　これは、王おう宮きゆうが勝手に行った事です、我われ々われを無視して、そうです、彼等は過去の過あやまちを、愚おろかしい王制を取り戻そうと企たくらんでいるのです！　我々は、民主主義を守る為ため、断だん固こ闘たたかわなければなりません！」

　勝手にしたのは合っているが、内閣とは、そもそも王宮の箱庭と世間とのトランスであるのだ。双方のギャップを利用して、自分達の正当性を強めるとは、都つ合ごうの良い話だった。

「本当かなあ」

「どっちにしろ、貴族連中かねくいむしが張っている現場を見たって奴やつもいるし」

「てやんでい、ぐだぐだ言う前に実行に移せ。国王横おう暴ぼう、自分達を守れ！　デモだあ！」

　世の中がもっと不ふ穏おんだったなら、人々はこうもあっさりとムードに流される事もなかっただろう。彼等の新しい事したさの貪どん欲よくは、貴族達と同様に、いや、数の分だけ強く、飽あきる事を知らなかった。

「デモだ、みんな、王宮に向かえーっ」

　こうして、電でん光こう石せつ火かの早はや業わざ、混乱とすれ違いの嵐に揉もまれて、いまいち王宮の箱庭現象を理解していない都民を抱かかえるパストゥールは、今や人形師の思うがままに、指し向こう性せいを持つ怒ど濤とうの塊かたまりへと変じていったのだった。但ただし、その塊が崩くずれやすい礫つぶての集団である事には、人形師は気づいていないようだったが。




　一方、王宮で軟なん禁きんされているルーは、もはやジッとなどしてはいられなかった。

　こんな所に留とどまっていたら、事情を聞きつけてきた親おや父じさんに勘かん当どうを言い渡され、即そく、王都追放ものである。常ならば、願ってもみないチャンスだが、今は駄だ目めだ。

（俺おれは待ってたんだ、王女が動き出すのを！）

　こんな陰いん謀ぼう劇げきはそうそう見られるものではない。せっかく脇わき役やくに自分が登場したのだから、大だい団だん円えんを告げられるまで関わっていたいというのが、人間の性さがというものではないか。

　これはルーの美学だった。

「……よし、逃げよう」

　ルーはベッドから立ち上がった。とはいえ、窓は外側から板が打ち付けられ、扉とびらの向こうには二人の衛えい兵へいが頑がん張ばっている。さて、どうしたものかと腕を組んだところへ、不意に戸が開いて、ひょいとアクアクが投げ込まれた。

「ルー！」

　少女は一度床ゆかに座すわり込んでから、ルーを発見し、飛びかかってきた。もろともベッドに倒れ込む。

「わわ、アクアク!?　どうやって入ってこれたんだ、ガルタ王子に止められてただろうに」

　先日の、アクアクという許嫁いいなずけがいながら……とのガルタの言葉を思い出してルーは尋たずねた。アクアクはそれには答えず、しっかりと彼の胸に抱きつき、まるで反抗期の幼児が母親にしがみついてむずかる、そんな表情でいる。

「私が説得したのよ、お兄様」

　代かわりに答えたのは、戸口に腕を組んで佇たたずむ、彼の義ぎ妹まいジョゼフィーヌだった。再びルーは驚きに目を瞠みはって、

「え……ジョゼフィーヌ、お前が……？」

「そう。失礼ね、そんなに驚く事ないでしょ」

　兄の態度に頰ほおを脹ふくらませて咎とがめるジョゼフィーヌ。慌あわててルーは手を振った。

「しっかし、お前がなんだって……」

　扉を閉めて入ってくる妹に、まだ信じられない様子でルーは呟つぶやく。少女はそっぽを向くと、

「お兄様が閉じ込められてから、この娘、何も言わない、何も食べないのよ。お母様はうろたえるし、お父様は苛いら立だっているし」

「俺おれの事、何か言ってたか？」

「別にお兄様の事は。どちらかというと、その娘の方を気にしているみたい。馬ば鹿かみたい──と、ともかく、えー、コホン、み、未来の小姑としては、張り合いがないのはイヤなのよね。まるで海に浮かんだ溺でき死し体たいみたいに腑ふ抜ぬけているのって、我が慢まんできないのっ」

　レディにあるまじき比ひ喩ゆを、早口に語って、ジョゼフィーヌはルーを瞥べつ見けんした。ところが、兄は期待を裏切って、何て親だとむくれている。カアッとジョゼフィーヌは赤らんだ。

「お兄様の馬ば鹿かっ！」

「あ？」

　キョトンとなる兄をもはや顧かえりみず、妹は部屋を出ていこうとした。世の中、そんなに浪ろう漫まん文学に描かれたようには行かないものだ。この兄に、緊張しながらも語った一文の中に込めてやった、自分の祝いの言葉に気づけというのが無理だった。もう、しらないっ！

「おい、ジョゼ」

「なによ、お兄様なんか。二度と言わない！」

「言わなくていいから──何か聞こえないか」

　今度はジョゼフィーヌの方が怪け訝げんな顔つきになった。促うながされて耳を澄すますと、確かに、外の方から大人数でざわめいているような音が、低く響いてくる。

　ルーはアクアクを抱き上げて立つと、そのまま窓に寄った。板の隙すき間まから外を凝ぎよう視しする。

「……何かあったのか？」

　この部屋に閉じ込められてから、音おん信しん不ふ通つう状態になっていたルーは、勿もち論ろんポスター事件の事など知るはずもない。

「なかったわ──と思うけど」

　頼りない妹の返事に、ルーはいてもたってもいられなくなった。それは若者の性さがだった。身体からだの底に淀よどむ、野や次じ馬うま根こん性じようの血！　……浮かれ踊るが商売の、テルゼスカの血。

　うずうずと震える兄の拳こぶしを見て、ジョゼフィーヌは素す早ばやく戸の外を伺うと、

「……いいわ、手伝ってあげる。お兄様、逃げたいんでしょう？」

　少女の目が光る。やはり、彼女もルーの妹だった。たとえ血は半分しか繫つながっていなくても、感化はされているのだ。

「ジョゼフィーヌ……！　恩に着るっ」

　かくして、ジョゼフィーヌが戸口の衛えい兵へいを引きつけている間に、両側からルーとアクアクが椅い子すの脚あしで殴なぐりつけ、卒そつ倒とうさせるに至る。

「俺おれの剣はガルタ王子の部屋だな。アクアク、行って取ってこい。ジョゼは家に戻ってろ」

　ルーは少女二人に指示すると、己おのれはとっとと外の様子を見に走り出した。三度の飯も火事も好き。但ただし面めん倒どうは嫌い。こういう奴やつである。それが高じてルーはすでに囚しゆう人じんである事を忘れ、一いち目もく散さんに最短距離を走った。つまり、中央回かい廊ろうを突っき抜け、玉ぎよく座ざの間を控える広間を横切り、あれよあれよと目を瞠みはる人々を意にもせず、庭に踊り出た。

　庭に出ると、ますます騒そう々ぞうしくなり、しかも、それがどうやら王宮内ではなく、門の外からの喚かん声せいである事を知る。

（一般市民が？）

　噴ふん水すいが両りよう傍わきに並んだ門前ストリートを、百メートル走し始めた時、ルーはやっとその大喚声の意味するものが聞き取れた。

　何千という同音──それはルー・ヴァイアの名に他ならなかった。




　国会議事堂からさほど遠くはないパストゥール宮殿に流れてきた人々は、途中で加わった者、噂うわさを聞いて見物にきた者、あわせて都民全人口の四パーセントから五パーセントにまで達した。思い思い、応急に作ったプラカードや垂たれ幕を携たずさえて、示じ威いしている。

　慌あわてて交通整理に派は遣けんされた軍隊は、彼等の監視を続けているが、

「我われ々われを差し置いて、なあにが国王軍だ」

　ともあれば、彼等と共に暴ぼう動どうを起こしかねない。興奮はどんどん高まっていった。

　しかしながら、わらわらと、王おう宮きゆうの門前に屯たむろすること数時間、先陣を切って駆けつけた者達は、すでに展開が進まず停てい頓とんしているのに、飽あきがきた様子を見せ始めていた。一つの事に熱中できない現代人は、飽きが早く、新しいもの新しいものを求め続けた。だから、

「暇ひまだなあ」

「なあ、この中、入って見たくないか」

「そーだ、一度見てみたいよな。税金の塊かたまり」

「門、開かないかな」

「衛兵も仕事だもん、駄だ目めだよ」

「そーいやー、ルー、今日きようは中にいるんじゃねーか。昨日から姿見てねーし」

　類は友を呼ぶ、野次馬で、いっとう先に集まったルー・ヴァイアの悪友ども。彼等がいっとう先に新しい事を発見した。

「そっか、あいつに中から開けてもらおう」

「よっしゃ、呼べ呼べ。おーいっ、ルー！」

「ルー！　あんたたちも呼んでよ」

「あ、はいはいっ」

　という訳わけで、新しい展開を妙みようなところから手に入れた民衆は、再度出だしの盛り上がりを見せ出した。始めからいた者は転機が来たと思い、後から加わった者は首しゆ謀ぼう者しやの名を歓かん呼こしているのだと勘かん違ちがいをした。

　そこへ呼ばれて飛び出るルー・ヴァイア。

「おおっ、本当に来やがったぜ」

「おーい、こっちだ、こっち」

　やんややんやと宴会調で呼びかける見知った顔に気づいて、ルーは肩で息をして寄った。

「や、やいっ、こんな事させたの、てめーらだろっ。これじゃー俺おれが何かしでかしたようにみえるじゃねーか。……何してんだ？」

　そこでようやく事情を聞いて、三み度たび仰ぎよう天てんするルー。冗談じゃない、もしこの両日いっぱいで考え抜いた推理が正確だったら、それこそ相手の思う壺つぼである。

「なー、中に入れてくれよー」

「ばかたれっ、んな事したらあいつらの思いのままになっちまう」

「あいつらって……あいつらか？」

　ついと背後を鉄てつ柵さく越しに指さし示され、ギョッとルーは振り向いた。それが自分を追って来た貴族連中であると判わかり、ほっと安あん堵どするのも束つかの間ま、今度は自分が謹きん慎しん中であった事を思い出す。

「うわ、やば」

　とっさに傍かたわらの木に跳とびつく。

「あ、いたぞ！」

「木を伝つたって外に出るつもりだ！　逃のがすな！」

　日頃の彼に対する鬱うつ積せきか、頭に血が昇のぼっている彼等は、目前に広がる人の黒だかりも目に入れず、ルー・ヴァイアを逃すか、その一念だけで、型通りに止めた門番を突き倒して、通用門を開いた。

　それを見み逃のがす手はない。外に飛び出ようとした彼等を押し返して、遂ついに、先陣が王おう宮きゆうに踏み込んだ。後は大門を開いて、さながら海かい嘯しようのように民衆はなだれこむ。

　湧わき起こる歓かん声せい。此こ処こ彼処かしこで唱となえられる、民主主義死守、打倒王侯貴族。好機逸いつすべからずと、何やら観光をし始めたりもする。門から流入する、無む尽じん蔵ぞうに見える人の怒ど濤とうは、木の上から見み下おろすルーを慄りつ然ぜんとさせた。

　前にも言ったが、この世の物で集団ほど恐しい物はない。人間も、然しかり。

（烏う合ごうの衆とはいえ、このまま衝しよう突とつしたら）

　混こん乱らんに乗じようじて奴等は何かを企たくらんでいるのだ。

（ちっ、どーにか止めなきゃ）

　ルーは枝にしがみついて思し惟いを巡めぐらした。しかし、気がせいて集中力に欠ける。

　皆の頭の上を渡って先頭に出ようか、などと本気で考え始めた時だった。

　人々の肢し体たいに巨大な影が落ちた。それには誰だれも気に止めなかったが、次し第だいに風が吹き荒れ始め、特攻隊の心をも搔かき乱し始めると、誰だれともなく天空を仰あおいだ。

　旋風の巻き起こる音──違う。扇あおぎの音だ。巨大な羽根をはためかす、轟ごう音おん。

　蒼そう穹きゆうに飛ひ来らいした姿は十。誰もが初めて見、しかし、噂うわさには聞いていた、伝説の聖物。

　ゆっくりと降こう下かして来る。

　鳥ちよう獣じゆうガシュー！

　その名の叫さけびを聞いた途と端たん、悲ひ鳴めいを上げて、蜘く蛛もの子を散らすように人々は四方八方に逃げ出した。その巨体がのしかかってはひとたまりもなかったからだが、それ以上にガシューが人食らいという事に恐れをなしたのだ。

　あっという間に、人っ子一人いなくなる。

　石いし畳だたみに着地した最初のガシューに、ルーは木から飛び降りると駆け寄った。

「ガシュー！　申し合わせたように良いタイミングに来たじゃないか！」

「我われ々われは気乗りでなかった、ルー・ヴァイア」

　淡たん々たんと語るガシュー。ピンクの舌が見える。

「わしが誘ったのさ、まだお主への持じ参さん金きんが残っているじゃろうに、とな」

　第三者の声が上から降ってきた。見上げると、乳白色のガシューの背から、ひょいとデルゾントで出会った魔女ゴモールが顔を出す。これで仰ぎよう天てんするのは、本日四度目だ。

「ばーさん!?　あんた、敵じゃあないのか？」

「しょっぱなから何を言うておる。何を基準にわしを敵と見た」

「だって、バルボアと手を組んだって……」

「わしが提てい携けいしたのは主ぬしを廃街モームに連れて行く事までじゃ。後は知らぬ。バルボアは主の敵なのかね？」

　ガシューの背から飛び降りると、ゴモールは森しん閑かんとしてしまった庭を望ぼう見けんした。残りのガシューは市民を蹴け散ちらし続けている。

「ガシューの娘がいないようだが」

「ああ、あいつなら俺おれの剣を取りに行って、行ったっきり、そのまま……」

　そこで言葉を区切って、はたと二人は顔を見合わせた。そして、同時に声を上げる。

「まずい！」

「ばかもの、連れ去られたわいっ」

　二人頷うなずいて、殿でん堂どうに向かって走り出した。

「ばーさん、味方なのか？」

「まあ信用はしてもいいぞね。悪いようにはせん。それより、主、知っておったのか？」

　すでにルーは息が切れているが、ゴモールはその年に似合わず平然としたていでいる。

「知ってたって、王女が、偽にせ者ものの、事？」

「何で判わかった」

「だって、俺、デルゾントで見たもん、プラチナ・ブロンドの、王女様。偽者、金髪こがねいろ」

　その答えにゴモールは肩をすくめた。もっと画かつ期き的てきな推理を期待していたのも確かだ。しかし、これがルーの推論の大だい前ぜん提ていだった。

　宮殿に飛び込む。ガシューを見て、民衆の大群になりを潜ひそめていた貴族らも、大混乱して逃げ出したらしく、中は一いつ層そう静まりかえっていた。乱雑に投げ出された衣服や家具が、回かい廊ろうの至る所に障害物となって進行を妨さまたげる。

　王子の部屋に辿たどり着いたが、ここも、もはや誰だれ一人いなかった。無む論ろん、アクアクも。

「ちっきしょうっ。どこ行ったんだ！」

　壁に掛かっていた自分の剣を乱暴に取り、ルーは腹立ちまぎれに緞どん帳ちようを薙なぎつけた。

「……主、この宮殿には氷ひ室むろがあるかね」

「氷室？　冷凍庫の事か。それなら地下に、百年前タルージアから購入した代しろ物ものがあるぜ」

「そこじゃ！」

　ルーの返事を聞くと、すぐさまゴモールは部屋を飛び出した。慌あわててルーもその後を追う。

　パストゥール宮殿はその異い名みよう通り、複雑に入り組んだ回廊と階段の造形オブジエである。行けども行けどもそれは尽き果てる事なく、異ことなる部屋、異なる広間、そして異なる階段、回廊へと繫つながっていた。逃とう亡ぼう者しやにはうってつけの場所だったが、追跡者にとっては面めん倒どう窮きわまりなかった。しかし、そこは迷宮ラビリンスではない。自分でもよく覚えているなと感心しながら、ルーは回廊を折れ、階段を下り、数々の部屋を駆け抜ける。そう、彼に見られるように、ここに住む者にとってみれば、一度覚えれば何の変へん哲てつもない、単なる建築物だった。

「アクアクが連れ去られたという事は、やっぱり……あいつが王女なんだな」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよを入れて切り出したルーに、タルージアの魔女はいとも呆あつ気けなく応こたえた。

「違うね」

　思わず足が停まる。もう一つの前提が崩くずれてしまったのでは、全すべてがただの仮定に過ぎなくなるではないか。ゴモールは振り向くと、

「なにをぼやぼやしとるのかね、ガシューの娘が二度と戻らなくなってもいいのかい」

叱しつ責せきする。ルーは再び足を動かしたが、合点がいかなかった。

「あいつが王女じゃないなら、どうして連れ去られなくちゃならないんだ」

「四の五の言うな、己おのれの目で確かめてみい」

「今思ったんだが、どーして魔道を使って俺達は行かないんだ？」

「奴やつ等らに気づかれたくないぞね」

　そして、彼等はやっと氷室の前まで到達した。地上の光が天てん井じようの隙すき間まから取り入れられ、ほんのりと明るい。扉とびらは固く閉ざされている。

「主ぬし、行ってこい」

「え！　俺が一人で!?」

「わしは行く所がある。主の妻じゃろうに！」

　一いつ喝かつされて、ルーは渋しぶ々しぶ、扉を開いた。開いた途と端たん、白はく煙えんが舞い上がる。『妻』の響きに突き動かされたのも確かだ。

　中はひんやりと冷気が漂っていた。吐く息は白く凍こおり、セルキアの冬場よりも大気は凍いてついて、全身総そう毛げ立だたせた。これがタルージアに伝わる太たい古この技術で造られたのは瞭りよう然ぜんだった。うおおん、と低い音が耳につく。

　氷や海産物の氷漬けを並べた棚が壁のように林りん立りつしている。耳が慣れると、耳鳴りに交じって囁ささやきが聞き取れた。思わず傭よう兵へい時代に習得した匍匐前進ストーキングで向こうの棚裏へと近寄る。

　そして、彼は見た。どこから運び込んだのか手術台テーブルの上に、六人の暗色衣に全身を覆おおう魔道士に囲まれた、裸ら体たいのアクアクを。

「てめーら、人の女の裸はだか見やがって！」

　と、心中ルーは怒ど鳴なった。つもりだった。

　振り向く六人の魔道士。心臓が口から飛び出そうなほど驚き、次の瞬間、ルーは自分が肉声を口腔から発した事に気がついた。

「やや。これは、これは、飛んで火に入る夏の虫、という奴やつですかな」

　嘲ちよう笑しようを含んだ低い声。

「旨うまい具ぐ合あいに、軸が自みずからやって来たわい」

　くくく、と、さざ波の如ごとく、六人の口から妖あやしい笑いが洩もれる。ルーはキッと目を吊つり上げると、飛び上がりざまに剣を抜き、構えた。ここは開き直るしかない。

「やい！　アクアクを返せ！」

「ほいよ──と返すと思うたか。たわけめ」

　再び失しつ笑しようを買う。ルーは声を張り上げた。

「なんだってそいつに用があるんだよ！　そいつは王女なんかじゃねーんだぜ！」

「そうよ、違うわ」

　つい、と一ひと際きわ小柄な魔道士が前に一歩出た。ぬばたまの髪と双そう眸ぼう──廃街モームで出会ったバルボアの少女だった。そして、

「……巧うまく化ばけたじゃねーか」

　年など幾らでもごまかせる。こうやって見ているそれさえも、本来の年の姿とは限らないのだから。クリスは微笑を浮かべた。

「お褒ほめ頂いただけて、有あり難がとう。貴方あなたも、幾らか良くなったのかしら、頭オツム」

「あのなあ。ともかく、アクアクを返せ」

「確かに、あの娘はアルディシア王女ではない。でも、居いるのよ、王女が。あの娘の中に」

　一言一言、確かめながら語った魔道士の言葉に、ルーは愕がく然ぜんと立ちつくした。そして、

「ア……アクアクが、に──妊にん娠しん？」

　自分には身に覚えが無いぞ、と震え声で言う。魔道士、頭を押さえる。

「もう、どうしてそんなに馬ば鹿かなのっ。生理のある女がどうして妊娠しているのよ！」

「そ、そんな事言ったって、知るかよっ」

　口を尖とがらして喚わめくルーに、魔道士一同、ますます白ける。その油ゆ断だんした一瞬、ルーは豹ひよう変へんした。クリスを突き飛ばして駆け込み、一番テーブルの間近に居た男の頸けい動どう脈みやくに刃を突き刺す。

　首根から血が噴きほとばしり、どう、と倒れる。

「ナディム！」

　魔道士がそちらに気を取られている間に、ルーはアクアクに寄り、失しつ神しんしているその血の気を失った身体からだを揺さぶった。

「アクアク！　目を覚さませ！」

　意表を突いて、すぐにアクアクは目を覚まして半身を起こした。しかし、安あん堵ども束つかの間ま、再びぱたんと倒れて昏こん睡すい状態に陥おちいる。

「!?　おい、アクアク!!」

「無む駄だよ。貴方は知らないようだけど、その娘には冬眠の習慣があるのよ」

「冬眠だあ？」

　クリスの言葉に、素すっ頓とん狂きような声を上げて振り向いたルーは、反射的に身を強こわばらせた。

　クリスの背後に、幻術師。

　前と同様、緑の肌でタキシードとシルクハット姿の紳士は、耳まで裂けた笑みを見せた。

「ルー・ヴァイア！　黒蓮の夢に誘われよ」

　高々と響くクリスの声。とっさにルーは瞼まぶたを固く閉じた。うっと呻うめく魔道士。

「はっは、どうだ、幻術など目さえ見なければこっちのものだ。ざまあ……あ？」

　ルーの哄こう笑しようは尻切れとんぼになった。目を開けると、クリスの手にした鞭むちで、全身雁がん字じ搦がらめにされている。

「し、しまったあっ！　こいつはやられたっ」

　どこまでも緊張感のない奴やつだった。

　軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな行動を取って、自じ縛ばく状態になったルーは、死体と同様に部屋の片隅に投げ飛ばされた。魔道士達の白い眼めの痛い事ったら。

「私達が何な故ぜここに娘を連れてきたのか判わかる？　冬眠中はこの娘の深層心理が一番奥に引っ込む時なのよ。それは、つまり王女を一番引き出しやすい時という事」

　新しい鞭を片手にクリスはルーに語った。床に転ころがったまま、彼は少女の言葉を止める。

「ちょっと待ってくれ。いったい、王女が中に居るって、どういう事なんだ」

「額がく面めん通りよ。昔、十年前の話。我々バルボアと王党派ロワルプラアの対立に民衆が介かい入にゆうしてきて、アルネボナ宮殿は暴ぼう徒とに踏みにじられた。ひとまず、王女を手に入れた私達は、王党派が手を出せないように廃街モームの中で閉じ込めて置こうとしたの。ところが、何の弾はずみか、空高く飛んでいる時、王女はこの手の中から滑すべり落ちたわ。秘力を持つと言えど、まだ四つの子供。ひとたまりもなかった。デルゾント山さん嶺れいに落ちた王女は、即死だった。全身、ばらばらだった。脳のう漿しようも飛び散って。この手から、落ちたのよ」

　クリスは己おのれの両腕を広げて、その中を凝ぎよう視しした。未いまだに信じられない、そんな顔つきで。

「でも、肢し体たいが飛び散った刹せつ那な、王女はその力で生命エナジイを自己移植させた。ちょうど、側そばを通り過ぎた、同い年の少女の頭の中へ」
















「その、少女と言うのが……アクアク」

　啞あ然ぜんとなって呟つぶやくルーに、魔道士は頷うなずいた。

「この娘の深層と表層の間に王女は存在する。生命力エナジイとなって、その秘めたる力と共に」

「噓うそだろ、んな事できるか！　このスベタ！」

　ルーは怒ど鳴なった。カアッと少女は赤せき面めんし、とっさに鞭を振り上げたが、思いとどまってたえる。そして、引きつった笑みを浮かべると、

「ふふっ、私を怒らせても無む駄だよ。見てらっしゃい」

　再び彼女は鞭を振り上げた。

　びしっ。鋭するどい唸うなりと共に、アクアクの肌き理め細かな背に一本の赤い筋が走る。

「！　やめろっ、アクアクには手を出すな！」

「貴方あなたはそんな事言える立場じゃないでしょ。こうやって、今までに何回か試みたけど、無む駄だだったわ。王女はね、被寄生体がその存ぞん命めいに関わる危機に陥おちいった時、現れるのよ。貴方は廃街モームで王女を見たと言ったでしょう」

　ふふふ、と嘲ちよう笑しようするクリス。生なま傷きずが増ふえた。そうだ、ジョゼフィーヌがアクアクにそれほど生傷を作れるはずがない。

「いったい、王女を引き出して何をしようと言うんだ！」

「知れた事。我われ々われ魔道士の国、新ネオタルージアを建て直すのよ、この国に」

　鞭を振るい続けながら魔道士は答える。

「やめろよ！　俺おれまだ触さわってないんだぜ！」

　そんな事、聞きやしない。焦しよう心しんに駆かられて、何か使える物はと辺あたりを見回したルーは、初めて自分の背後に在あった、大きな氷ひよう柱ちゆうの中身を認めた。それは、水中花のように氷づけにさせられた、国王フォルガー二世の姿だった。

「あーっ！　こんな所にいやがった！」

　どおりで見つからない訳わけである。肌は真っ青で白しろ眼めをむいている。生きて居るだろうか。騒ぎの助長の為ために哀れな姿になり果てた。

　しかし、今はそれどころではない。

「やめろ！　だいたい、そんな事でアクアクが根を上げる訳ないだろう！」

「……そうね」

　あっさりとクリスは同意した。仲間と頭を寄せて、それからルーに歩み寄る。

「な、なんだよ。俺を殺すのかっ。うわ、やめろ、水責めはやめてくれよ、火あぶりもごめんだっ、あっ、股また裂さきなんか人間のする事じゃあねーぞっ。い、いやっ、殺さないでくれっ」

　恥も外聞もなく喚わめくルー。くすっと笑い、

「殺さないわよ。貴方あなたは大たい切せつな軸ですもの」

　片かた膝ひざを床について、少女は覗のぞき込む。キョトンとなってルーはそれを見返した。

「やっと見つけた軸。捜さがし出すのに十年かかった。王女がガシューの娘に乗り移って以来、我々は王女に手を出せなくなった、何な故ぜならガシューは王党派ロワルプラアの仲間だったから。仕方なく、ひとまず王女を手に入れるのを諦あきらめて、まずは軸を捜し回ったのよ。偽にせ者ものまで作り上げて、おびき寄せた甲か斐いがあったわ。王女を操あやつるにはどうしても、軸の存在が必要だった」

　女の芳ほう香こうが鼻につく。少し眼めが眩くらんだ。

「さっきから、その軸ってのは何なんだ？」

「中心よ、言葉通り。王女の力を暴ぼう走そうさせない為ため、王女の生命波とまるっきり正反対のものを持つ者。そうね、棒に糸で結ばれた重りを考えてみなさい。力が加わり続けると重りは振り子となって揺れ、遂ついには円を描くようになるわ。でも、それ以上、外には行かない。何故なら、棒が糸を媒ばい介かいして重りを引きつけているから。それと同じ原理よ、正が在あれば負も必ず存在する。それが貴方なの」

「まさか……」

　信じられない。信じられないのは、その仕組みがではなく、己おのれが単なる脇役ではなくて当事者だった事がだ。常にそれを望んで、自ら中心となるように騒ぎを創つくってみたりもしていたけど、こう外部からポンと簡単に役を回されると、言うにいわれぬ不安に襲おそわれる。

「今いま更さら。何故誰だれも辿たどり着けなかった卵に着けたと思うの？　そんなに自じ信しん過か剰じようだったの。何故ガシューがああも簡単にこの子を譲ゆずったと思うの？　貴方と居た方が自じ滅めつせずにすむからよ。貴方は自分の宿命の赴おもむくまま、デルゾントを訪れ、王女と出会った。私達もゴモールも、軸たる貴方が本物かどうか見み極きわめる為に色々な障害、精神的な障害を与え、そして、貴方は見事王女と同調して目的を達成した。どう、これが真相よ」

　一いつ気きに捲まくしたてられ、ルーは目を白黒させた。なによりも、自分が出会ったのはアクアクではなく王女だった、それに愕がく然ぜんとした。

「ルー・ヴァイア」

　すっと靡び曼まんな手が彼の首に絡からみつく。

「貴方の手に王女はあまる存在なのよ。お願い、私達に力を貸して。私達にだって生き残る権利はあるわ、人権平等を謳うたうセルキア国民の貴方なら分かるでしょ。魔道士は滅ほろんではいけないのよ。王女の力が必要なのよ。貴方にしか、王女は操あやつれないのよ！」

　彼女の媚び香こうに眩げん惑わくされたようだった。黒々とした双そう眸ぼうにかどわかされ、ルーはそのぬめる唇くちびるに己おのれの唇を重ねようとしかける。

「師長！　徴ちよう候こうが！」

「なに」

　漫然とした面おも持もちのルーの頭を投げ出し、クリスは立ち上がった。ゴツンと鈍音が立つ。

　白く、血の気けを失ったアクアクの胴体部から、青い同心円の霧が幾いく重えにも湧わき出、いっそうひんやりとしたさざ波が漂い始めた。それは瞬またたく間に庫内に広がり、止む気け配はいはない。

「王女だ、王女が現れる。ルー・ヴァイアをしっかり捕つかまえておけ」

　歓かん喜きに満ちた声で師長は言いつけた。二人の魔道士に押さえつけられたルーは、暫しばし啞あ然ぜんとその波動に見入っていたが、はっとある事に気がついた。

「おい！　あんたら王女の力がどんなものか知っているのか!?」

「いえ、初めて見るわ。初めて、初めてよ！　さあ、王女よ、我われ等らの元に、今こそ現れよ！」

　興奮の色を全まつたく隠さずクリスは答えた。他の者も右みぎ倣ならえだ。軸であるルーが自分達側に居れば、その災難から免まぬかれると信じている。

「まずい！　逃げろ、これをほどいてくれ！」

　遅かった。

　言い切った時は、すでに彼の身体からだは怒ど濤とうを被かぶって、揉もみくちゃになっていたのだ。

　海は再び溢あふれ出た。




　昔。モームが廃街モームではなかった頃ころ。

　生きている街。生きている人々。通う車、見慣れない服装。真昼のように明るい夜。

　何もかもが煌こう々こうと輝く中に、不意に天空からまき散らされる銀色の卵。建物や人体、道にぶつかる衝撃。瞼まぶたを閉じても透すけて焼きつく閃せん光こう。そして、炭素を含む分子の破壊。

　残るのは、無機質な建けん造ぞう物ぶつと、骨。

　此こ処こ彼処かしこで繰り返されるその光景。

　そして、それに終止符を打つ巨大な星。




「昔、この有史が始まる以前、もう一つの人類の有史が存在しました。複雑に発達した文明、『進化』した人間。種々の自然現象を克こく服ふくして、果てはこの星から飛び出そうというほどに至りましたが、未み曽ぞう有うの人口増殖はそれ自身を許さず、遂ついに、世界を巻き込んで戦争が勃ぼつ発ぱつしました。戦火が交わり、そして、自みずから文明を破壊していったのです」

　そこは、海うな原ばらの孤島だった。いや、孤島というよりも、空から投げ落とされた巨岩の塊かたまり、と言うべきかもしれない。

　白い雲が駆ける蒼そう穹きゆうと、開かい豁かつ無む辺へんな海原。そして、座すわり込むルー・ヴァイアと、プラティナ・ブロンドを潮風になぶらせた、紺こん碧ぺき色の双そう眸ぼうのアルディシア。

「人々が戦せん々せん兢きよう々きようとシェルターの中で息を潜ひそめている時、宇そ宙らから死王の使者が飛ひ来らいして、桁けた違いのエネルギーを放ってこの星に衝しよう突とつしたのです。衝撃は地を溶かし、海を蒸発させ、突風を生じ、炎ほのおを上げました。天を裂き、地を破る音がこだまして、高熱、爆ばく風ふう、そして巨大な水柱が都市を襲おそい、戦せん禍か以上の決定的な人類破滅を喚かん起きしたのです。大陸のほとんどは一時的にも沈下、海に埋まい没ぼつし、新大陸が此こ処こ彼処かしこに隆りゆう起きしました。一部に生き残った人々は、全すべての文明を失っていました。皮肉な事に、その天てん変ぺん地ち異いが人類の種しゆとしての老化を防ぎ、我われ々われは新しい有史を築くに至ったのです……」

　穏おだやかな海。寄せて返す金波銀波。水平線が弧を描く。静せい寂じやくなる空間。

「その、大戦のさなか、科学者は先を争って新兵器を開発しようとしました。そして、生み出されたのが、生物兵器、今で言うところの【魔道士】なのです」

　凪なぎが訪れる。どこまでも霽せい月げつなアルディシア姫の意識の中。

「脳の一部の遺伝子に、僅わずかな組み替えを与えるだけで、神経に流れる電流を増ぞう幅ふくさせ、体外に影響を及ぼす事が可能になったのです。彼等は大量生産され、その力によって大戦を助長し、天災を免まぬかれ得ました。そして、【魔道士】の頂点に立ち、その統とう率そつを全任させられた遺伝子を持った家系が編み出されました。それが……私達、故タルージアのアルネボラ王おう朝ちようの者なのです」

　タルージアの魔道士は、劣等の遺伝子が故に、人工の種を保たもてなくなった己おのれの処しよ分ぶんを巡めぐり、二派に分かれて対立した。このまま滅ほろびを待つか、今一度過去の盛せい況きようを取り戻すか。

「魔道士大老ゴモールがバルボアと提てい携けいしたのは、滅びは必然であるけれども、急進なそれを望まなかったせいです。王家を真に断だん絶ぜつさせたかったのはロワルプラアの方です。貴方あなたには矛む盾じゆんしているように聞こえるでしょうが、私達もそれを欲していたのです。所しよ詮せん、私達は旧世界の遺い物ぶつ、この世界には適応しないのです。でも、それを実行するには魔道士の数は多く、世界を支配していました。でも、もはや、衰すい退たいは自おのずから訪れ、私達の役目は終わりました。過去の記憶を連れん綿めんと繫つなぎ受け継ぎ、逃のがれるはできない役目。この海は、微惑星が衝突した直後の世界です。私は、自分で創つくりだすこの海の檻ＳＥＡＣＯＯＰに自分を閉じ込め、逃れる事はできない……」

　そっと瞼まぶたを伏せる。ほっそりとした顔の線、薔ば薇ら色の頰ほお、肌き理め細やかな肢し体たい。海の泡から誕たん生じようした、幼いヴィナス。

　今まで黙もくして少女が語る事に耳を傾かたむけていたルー・ヴァイアが、不意に問いかけた。

「一つ、聞くけど」

「どうぞ」

「俺おれが出会ったのは──あんたでなく、アクアクだよ、な」

「……そう、ですね」

　一つ区切って応こたえると、アルディシアは微笑を浮かべた。

　年老いた、老ろう婆ばのような笑みだった。

「もう行くわ……じゃあ、な」

「じゃあ、また」




　身体からだを起こすと、何も残っていなかった。水は引き、傍かたわらにアクアクが失しつ神しん──昏こん睡すいしていた。魔道士の姿はどこにもない。ルーは覚かく醒せいしたばかりなのに妙みようにけざやかな気分で、アクアクの身体に自分の服を着せてやった。

「うっ、さぶい。はよ、出よ」

　大きく身震いをすると、アクアクを抱き上げ、冷凍庫から出ていこうとした。そして、それさえもが消えてしまった事に気づく。

「げっ、国王まで吸いこんじゃったのかよ」

　ひろびろと、紺こん青じようの海。

　あの中に魔道士も、国王も、ゴキブリも沈んでいるのだろうか。

「……俺、知ーらねっ」

　知らぬの半はん兵べ衛えを決め込んで、とっととルーは部屋を出た。途と端たん、足を停める。

　ゴモール婆ばばに連れられた、えせアルディシア王女。

「王女……」

「何も言うな！」

　鋭するどい叱しつ責せきに、思わず後ずさる。その眼は爛らん々らんと光を放ち、不屈な意志を覗のぞかせた。

「我はアルディシア、タルージアの唯ゆい一いつ無む二にの正統王位継承者だ！　何なん人ぴとたりともこれを覆くつがえしはできぬ！　生まれながらにして世の采さい配はいを振るを得え、気け高だかき魂たましいを持つ、王家だけが持つ、崇すう高こうな魂を持つ、我は、我は……」

　言葉は尻しり窄すぼみになった。ゴモールが語って聞かせたのだろう。十年間、ただ見み目め形かたちが他より整っていたという事で、魔道士に連れ去られ、人外の局地で王女として育てられ、その渾こん身しんを全て、いわれない王国奪だつ回かいに費ついやしてきたのだ。今いま更さら、全生涯の目もく途とをあっけなく捨てさせられ、黙認できる訳わけがない。

　キッと俯うつむきがちになった面かおを振り上げると、毅き然ぜんと頭を立て、少女は冷凍庫の扉とびらを開いた。

「クリス、どこなの！　叱しからないから出ておいで！」

　哀かなしい叫さけび。悲哀の眼めでその後ろ姿を追う。

「あの子もバカではないよ。そう教育されたからね。時間をかければ解わかるさ」

　ゴモールが吐と息いき交じりに呟つぶやいた。

「所しよ詮せん、王、女王たる資質なんて、生まれ持ったものなどないのじゃ。あるのは、適切な教育が施ほどこされる環境と、観念を生み、増長させる立場だけ」

「……ガルタ王子に聞かせてやりたいなあ」

　ルーは深く頷うなずいた。そして、ふとゴモールの腕の中に、黒猫が収おさまっているのに気づく。

「あれっ、そのにゃんこ……」

　確か、廃街モームの中で、最後まで消えなかった黒猫ではなかろうか。

「そうよ、ガシューの娘に嚙かみつかれた跡あとがほれ、ここにあるぞね。他のものは皆、幻覚であったけれども、こやつだけは本物じゃ」

　ゴモールは毛並みの良い背中をかき分けて、歯形の傷を示した。その、犬けん歯しの発達に、思わず感心のていで見とれてしまうルーだった。

　地下回かい廊ろうを出ると、斜しや陽ようが眼に差し込んだ。もう、夕暮れである。ぼちぼち逃げ出した宮人も恐きよう々きようと帰ってくるだろう。

「そうか、王女がそんな事をのう」

　ルーから王女の言葉を聞くと、急に老ろう婆ばは年とし相そう応おうの老ふけ込みを見せた。縮こまって、眼は細く、年寄りによくあるように回かい顧こして。

「王女は、の、先代までの記憶の全すべてを受け継がれたのじゃ。海に閉じ込められた哀しみや絶望さえも。四つの子供には過か酷こくだったじゃろうに……我々さえあんな揉もめ事を起こさねば、王女も、我々も、こんな事態には……」

「ばーさん、それは違うよ」

　飄ひよう々ひようとルーが言った。

「いつかはそうなるのさ。運命とか気き障ざったらしい言葉じゃなくて、そう、時代のニーズって奴やつかな。もう、魔道士は時代のニーズから取り残されちまったんだ。悲観する事はないさ。そのうちきっと……」

　人間もまた、この自然のニーズから取り残される時がくるに違いない──

　ルーは何かをふっ切るように顔を上げた。

「でもさあ、バルボアも間抜けだよなあ。よりによって、この国に新ネオタルージアだっけ？　建てようとするなんて。列国は魔道士狩りを行ってるけど、いまいち成功していないのに、セルキアだけは、王おう宮きゆうと共に魔道をうやむやに残したお蔭かげで、皮肉にも陰道の衰すい退たいが速かったんだ。この国は百年前の大戦で、温おん故こする事をやめちまったんだな。確かに、魔道の存在は技術テクノロジイの進歩を留とどめるし、非合理的だ。言い換えれば、技術の進歩が魔道を衰退させるんだ。知ち新しんばかりの此処パストウールが肌に合う訳わけないさ」

「……軸である主ぬしがこの国に居たのも、何かの因いん縁ねんであろうよ」

　ゴモールはルーを見返すと、にやりと笑った。ぷっ、と吹き出すルー。

「さてと、ばーさん、これからどーする？」

「偽者アルデイシアを拾って、いったんデルゾントに戻るよ。それから、そうさのう、あの子の気ばらしに二人で、どこかの国のドラ王子でも謀はかって、一国掠かすめ取るかの」

「あーあ、勝手にやってくれ」

　ルーは肩をすくめた。にやにやと笑う老女。

「主はどうするんじゃ」

「パストゥールを出るよ。今度こそ勘かん当どうされるだろうし。気楽なもんだ、一人は」

「一人って、ガシューの娘はどうする気じゃ」

　ルーは視線を逸そらした。黒蓮の夢が蘇よみがえる。あんなふうに自分はアクアクを苦しめるのだろうか……

「此処にいりゃあ玉の輿こしだって夢じゃないさ。ガルタ王子はこいつの事、気に入ったみたいだし。俺おれが此処を出れば……待てよ」

　不意にルーの声が変わった。

「此処にいるからああいう風になるなら、此処にいなきゃあいいんだ。そっか、じゃあ別に気にするこたあねーんだ。そっか、そか」

　一人、大きく頷うなずいて納なつ得とくすると、怪け訝げんな顔のゴモールに振り向き、

「前言撤てつ回かい。二人で行くわ。こいつにシンデレラなんて似合わねーもん。うんうん」

　嬉き々きと語る。それを見たゴモールの一言。

「主、本気で惚ほれとるのう」

「わりいかよ。なーっ、アクアク」

　ごろごろと、眠るアクアクの喉のど元もとをくすぐってやると、少女は心ここ地ち良よさそうに頭を動かした。その仕し草ぐさはいかにも四つ足の動物だった。

「皮肉じゃのう。よりにもよって、王家の力を助長させる役割のこやつらが天敵とはな」

　呆あきれ声で呟つぶやいて、ゴモールは腕の中の黒猫を見み下おろす。

「？　そいつら、何かあるの？」

「こやつらもな、古いにしえの生体工学バイオテクノロジイで造り出されたものなのだよ。そう、ガシューも気き化か狼おおかみも、異い形ぎようの物は皆、な、タルージアの王立生体研究所でも、色々と創つくり出していたけど、革命で、皆壊されちまったわい」

　それが良かったんだよ、と王党派ロワルプラアの大魔道士は語った。

　有史以前の有史は、アルディシアと運命しようめつを共にしていた。







　大だい団だん円えん







　ガタゴトガタゴト。

　荷馬車に揺られて、一路、タルージアへと向かう。パストゥールはとっくの昔に抜け、すでに内海の潮しおの香りが漂ってくる。いったん内海に出、それから船で行くのが一番効率的だ。

「しかし、何で俺が手た綱づなを取らなければならないんだ」

　御ぎよ者しや席でベロウズが不満の声を上げる。ルー・ヴァイアは悠ゆう々ゆうと荷台に寝転びながら、

「あんたは俺おれ達に便びん乗じようしてタダ賃なんだから、とやかく言わない」

「全まつたく、近頃の若い者は、年上を敬うやまおうという気持ちが足りん」

　ぶつぶつ呟つぶやきながらも、ベロウズは再び手綱を取り直した。

「しかし、変な国だったなあ。いきなり暴ぼう動どうが起こったかと思うと、あっという間に消しよう沈ちんして、下火を見せるどころか、次の日になったら皆キレイさっぱり忘れているなんて」

「そーゆー国なのさ」

　あっけなくルーは応こたえる。ベロウズは言葉を続けた。

「そうか、パストゥールの水源の二つの川が、申し合わせたように一時乾ひ上がったっていうのに、皆気がいってしまったんだな」

「そんな事あったのか!?」

　思わず半身を起こしてルーは声を上げる。原因は自分だけが知っていた。しかし、

（……ま、別にいっか）

「でも、ルー。何でタルージアに行くんだ？」

　陽気な声が尋たずねてくる。誰も知りはしない。

「んー、勘当されちまったしね。国王が急きゆう逝せいしたとあれば、この国、面めん倒どうな事態になるだろ、これから。俺は面倒が嫌いなのさ」

　見ているのは好きだが、当事者はごめんである、と言うのだ。本心は、

（研究所の生き残りを捜さがして、王女をどうにかしてもらうんだい）

「これからどうなるんだろうな、この国」

　ベロウズが珍めずらしく軍人らしい事を言った。

「そーだなあ。まず、ガルタ王子が国王に即ついて、ひとまず落ち着くんじゃないのかな。これをきっかけに、政府も考えを改めるだろう、国庫支出を取りやめにして、自動的に貴族全部没ぼつ落らくさせるとか」

「他人事のように言うな。お前も貴族だろう」

「俺、勘当されたからいいの。だいたい、公国ってのはな、いつでも母体から離れられるんだな、この国の制度じゃあ。セルキアの正式名称、知ってる？　セルキア連邦王国って言うんだよ。親父さんは勝手にするさ」

　ばいばい。

　二度目の、ばいばい。

　一度目は人目を避さけるように逃げたけど、二度目は大手振っていくのだ。

　傍かたわらでアクアクがずだ袋をいじくっているのを見て、ルーはちょっかいを出した。

「お前、それお袋から渡された物だろ。何が入っているんだ？」

　口を開あけて中身を一つ取り出す。それは親指大の脱脂綿のような物だった。手て触ざわりは脱脂綿のそれよりも良いが、弾力は無く、固く圧縮されているようだった。

「何じゃ、こりゃあ」

「栓せんだ」

　淡々と答えるアクアク。

「栓？　何の」

「生理」

「げっ」

　慌あわてて放り出すルー。ベロウズが吹き出す音が聞こえた。

「これをすると、家に閉じこもってなくてもいいそうだ」

「そ、そりゃあ良かったね」

「でも、一度やってみたけど、上う手まく入らないんだ。ルー、生理がきたら、やってくれるか？」

「げげっ。遠えん慮りよさせて頂いただきますっ」

　ガクンと荷馬車が揺れた。ベロウズが御者台で笑い転げているのだ。ちきしょう、他人事と思って、とわなわな震えるルーも、アクアクの『やってやって』攻撃に、すっかり音ねを上げる。

「あ～あ、どーして生理なんかあるんだろう」

「普通、女が言う台詞せりふだぞ、それ」

　ベロウズがまだ笑いを押さえきれず、応える。そんなルーの苦く衷ちゆうも気にせず、アクアクは荷台を荒らしていた。

「俺、思うにさ。よく小説で強いねーちゃんが戦ったり、冒ぼう険けんしたりしているのがあるだろう？　あれでさ、そのねーちゃん達って生理の始末、どーしてるんだろなー」

「そう言えば、そうだな。一度もそういう現場が描かれたものを読んだ事ないぞ、俺も」

　髭ひげを剃そって整髪したベロウズは、その凜り々りしいがどこか抜けている顔の眉み間けんにしわを寄せた。そして、

「俺の家に行ったら、本を片っ端から捜してみようや。俺の弟はタルージアではちょっとは名の知れた作家なんだ、本は腐くさるほどあるし」

「ああ、そうする」

　六月の、草木芳かんばしい初夏のことだった。

　天空を巻けん雲うんが流れ、ひばりなぞが鳴き喚わめいている。人っ子一人見当たらない大穀倉地帯の一本道を、荷馬車はのんびり進んだ。

（ルー、ルー！　どうして行ってしまうんだ）

　ガルタ王子の声が耳に残る。

「……さあ、どーしてでしょーね」

　ルーは出がけに言い渡した言葉を呟つぶやいた。アクアクが顔を上げ、ぱたぱたと這はい寄ってくる。

「ルー、これなんだ」

　差し出すは駝だ鳥ちよう卵ほどの大きさの、水色と黒のマーブルの卵。

「ああ、ゴモール婆ばあさんから預かったんだ。タルージアに行って研究所の生き残りに会ったら渡せって。あ、こらっ、割るな！」

　ルーの声も空むなしく、アクアクはすでに拳げん骨こつで卵を叩き割っていた。途と端たん、

「ぎゃああっ！」

　絶ぜつ叫きようしてルーの頭に飛びつく。イキナリ何事だ、と振り向いたベロウズの顔がん面めんに、例の黒猫がへばりついた。

「あ～あ、見ちゃおれんわい」

　呆あきれ声と共に、ぽんっとゴモール婆が傍かたわらに現れる。その肩に、そこに乗れるほどまでに縮小した一羽のガシューが。

「なんだよ、今頃。これ以上なんか用か」

　不ふ機き嫌げんのふの字でルーが問うと、ガシュー曰いわく、

「持じ参さん金きんの残りをしにきた」

「あー、そー。んで、何くれるの」

　てんで相手にしないルー。それに、

「この私だ。当分ついていってやる」

「じょ、冗談だろっ」

　素すっ頓とん狂きような声をルーは張り上げた。

「どこの世界に新婚旅行保護者同伴がいるんだよ！」

「ほー。お前、そのつもりだったのか」

　ベロウズがにゃんこ片手に揶や揄ゆする。うっと言葉詰まるルー。それを受けたアクアクが、

「そのつもりって、どんなつもりだ、なー、どんなつもりだー」

　と拍はく車しやをかけて追い込める。頭を押さえたルーは、しまいには、

「ええいっ、もう何でも来やがれっ。ガシューだろうが、婆さんだろうが、アルディシア王女だろうがっ、どおんと来い」

　開き直りの一手であった。その言葉に、

「そう言えば、この国、本当は偽にせ者ものだったけど、秘力を持つという王女が現れたというのに、さほどその力に対しては皆、関心を持っていなかったな。他の国なら内ない紛ふん一つ起こっても不思議はないだろうに」

　感慨深くベロウズが語る。やはり、自称スパイ（実のところ、ただの報告員）だけあって、目の付けどころが違う。ルーが応こたえるには、

「そーゆー、非科学的な事は信じない世代なのさ。事実しか見ないんだ」

　お蔭かげでバルボアの陰いん謀ぼうから助かったけど、とは敢あえて言わない。

　そこへ、ガシューから何やら吹き込まれてたらしいアクアクが、ぱたぱたと彼の膝ひざを叩たたいて、

「ルー、私、柔やわらかいか？」

「んー、柔らかくないよ──いててっ、やっ柔らかい、ぐにょぐにょっ！」

　ぐにっと大だい腿たい肉を握り締められて、喚わめきながら訂正するルー。それに満足した顔で、

「ルー、ルーっ。私、ルーの子供、生むぞっ」

「はいはい、そーですか。頑がん張ばって──え!?」

　いったい何を吹き込まれたのだか、真顔のくせに全まつたくわかっちゃいないアクアク。




　覚めるような青の空の日のことだった。





終わり









　あとがき連続青春小説【そして、あたしはここにいる】第一回




　なにしろ、書き始めたのは十六歳の夏なのであります。女子校という温泉に浸かって、自己の思うまま、女王様はかくあらんとわがまま放ほう題だいし放題、やっていた時代。「ファンタジア長編小説大賞」の募ぼ集しゆうを見つけてから、きゃあきゃあ友達と大騒ぎしながら、高校三年の身となっても、受験勉強半分に書いていたものです。本屋に三、四人で組んでは行き、新刊の批評などを一丁前にしあって、「自分の方が巧うまい、巧い」などと笑いあったあの頃。小林さんは作家を目指してまっしぐらに高校生活を駆かけていました。そうよ、あたしは作家になるしかないんだわ、他の仕事なんかできないわ。考えられない。都内にさえ五万といる作家志望者の存在なんか、小林さんは歯し牙がにもかけません。女王様と呼ばれる少女には怖いものなんかないのです。

　そして、小林さんは、なにを間違えたのか、進路を理系にしてしまいます。しかも、万人に恐れられている物理屋への道へと。周まわりの者は仰ぎよう天てんします。六年間文芸部で、小学生の頃から作家になると喚わめいていた子が？　なにか悪いものでも食べたのかしら。

　答えは簡単です。話を書いていく内に、登場人物がとても頭が良すぎて、表現しにくくなってしまったからです。うーん、このままではいけないわ。あたしももっと頭良くならなくちゃあ。考えることはお話のことばかり。授業も上の空。ノートは落書きだらけ。小林さんの人生はがっちりと自分の話に食いつかれ、離れられなくなっていました。でも、女王様も負けてはいられません。彼等と共存していくということに、多大なメリットを発見したのです。彼等のために生きていけばいいのね、人生って単純で楽しいわ。小林さんはまるで宗教屋のように、彼等を信じ、使等のいうとおりに生きてきたのです。そのシチュエーションはステキなものでした。あの子達は神様で、あたしは創造者。互いに牽けん制せいしあって、譲ゆずりあって、守りあって、それはそれはステキな関係だったのです。小林さんは思い続けます。あたし、この子達と別れるなんてできないわ、一生一緒にいてあげる。愛している。


つづく



　と、いうわけで、あとがき連続小説「そして、あたしはここにいる」、連載第一回です。第二回がどこかで読めることを祈りましょう。

「ねこたま」は私の最初の本です。昨今、ヒロイックファンタジー（もどきとも）が巷ちまたに溢あふれ、少々厭あきがきていた私は、時代設定を、私達の有史でいうならハプスブルク家最盛期ぐらいにしようとしました。その頃、学校で世界史を習っていたのはいうまでもない。

　ところで、この話は昭和六十三年夏から平成元年夏にかけて書いたものです。あの頃は世間では色々ありました。今も大変な時期です。戦争は反対です。未来の子供達のため、なんて大義名分は言いません。私、痛いの嫌い、怖いの嫌い、大好きな人が連れていかれて泣くなんてイヤ。死にたくなんか、死なせたくなんか、ない。平和が好き。無気力・無関心だっていい。お願いだから、他人の目なんか気にしないで、自分の主張を確立してほしい。試し行こう錯さく誤ごのできない国なんか、反対に諭さとすぐらいに。私の話は幸せが好きです。きっと、私が幸せだから。幸せになりたいから。

　私、大切なものが多いです。これから、それを一つ一つ、書いていけたら、そう考えています。まだ、経験不足の未み熟じゆく者ものですが、よろしくお願いします。

　アクアクの名は、「アクアクの夢」という吉川洋一郎氏の音楽からいただきました。「地球大紀行」大好きなんです。物理に進んだのもこの影響が強い。

　最後に、この本を出すにあたって、原稿を手直してくれた友人・[image: くし]田ルナ、山本理恵両名、選考委員の方々、編集部の人に、多大な感謝を致します。そして、私を導いてくれるあなたに、ありがとう、だいすきです。




　　平成二年十一月二日


小林めぐみ









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　ヘン──この作品をひとことで表わそうとすると、こういう表現になってしまいます。

　まず、タイトルの『ねこたま』。……ヘンですよね。

　この作品は、第二回ファンタジア長編小説大賞において、『ポート・タウン・ブルース』とともに、準入選に選ばれたことは、ご存じの方もいらっしゃると思います。

　実は、この作品は、選考に入る前、編集部に到着した応募作を整理していたときから話題になっていました。なぜって、タイトルがヘンですから。どんな作品なんだろう……興味がわきます。

　ページを開くと、まず歴史的背景の説明。ん？　ふつうのファンタジーと違うみたいだ。で、本文を読み始めると、『問題は、気き化か狼おおかみに食われてしまった事ではない』！……読者はいきなり異世界にたたきこまれてしまいます。

　一般的に、造語や専門用語を何の説明もなしに使うのはいけないことです。でも、この作品では、それが作品世界の雰囲気をうまく生みだしています。……これは油断ができぬ、選考をする立場としては、気合いを入れ直して読み進みます。

　世界設定──ふつうじゃない。

　登場人物──ふつうじゃない。

　ストーリー──ふつうじゃない。

　文章──ふつうじゃない。

　──でも、おもしろい！

〝奇をてらう〟ってことばがあります。ふつうじゃない、ヘンであることを売り物にすることです。奇をてらったものは、結局その目新しさにしか価値がないことが多いのです。でも、この作品は、これだけふつうじゃないのに、全然奇をてらった感じがありません。どこか尋じん常じようでない世界、誰ひとりとして屈折していない者はいない登場人物、妙に能のう天てん気きに進行する物語、独特の文体──これらがそれなりに全体の中に収まっているのです。

　もしかしたら、とんでもない作品に出会ったのかもしれない。そう思いながらも、一いち抹まつの不安。こんなヘンな作品、おもしろいと思うのは私だけだろうか？

　幸いなことに、この作品のおもしろさは、安田均、田中芳樹、岬兄悟、火浦功の四先生による最終選考でも高く評価され、準入選に輝きました。

　読者のみなさんはこの作品のおもしろさをどのようにお感じになったでしょうか、ぜひお聞きしてみたいところです。

　著者の小林めぐみは、現在（一九九〇年）一九歳の大学生です。ファンタジア長編小説大賞に応募したときはまだ女子高生だったといいますから、世の中油断ができません。

　こんな作品を書くのはどんなヘンなヤツだろう、そう思われる方もいらっしゃると思いますが、ワリとちゃんとした大学生です。

　彼女の今後の成長を、ぜひ暖かく応援してあげてください。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう!!
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